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    ボーパルバニー　Vorpal Bunny（Rabbit）


    



    ボーパルバニーは一見普通のウサギとなんら変わる事のない姿、大きさをしている。だが可愛かわいい姿に惑わされてはいけない。このウサギの前歯は鋭く、刃物のような切れ味を持っている。攻撃時にはキャラクタの首筋にこの歯でくらいつき致命傷を与え、あっという間に殺してしまうのだ。


    



    
      『ウィザードリィモンスターズマニュアル』


      ゲーム・アーツ著（エム・アイ・エー）

    

  


  
    


    


    


    1.DECAPITATED!

    


    



    　バニーガールが繁華街に、何人かうろついていた。


    　珍しくもない、風俗店かそれに準じたような非合法のエロサービス稼業。


    　その呼び込みに、バニーガールが立っている。何人も。


    　中には看板を持っている者もいて、その女は、他の女より些いささかレベルが落ちる。何にしても大変な仕事だ。幾ら貰もらっているのか知らないけれど、三、四時間突っ立っていて一万円がいいところだろう。それ以上になると、客の相手をするより割りが良くなってしまう。


    　無職の俺が言えた義理かというと、言える。


    　何な故ぜなら俺は五〇〇〇万円の預金を持っているからだ。いつでも引き出せる。


    　全てを引き出す事は出来ない。小遣い銭程度の額に抑えられている。それでも好きな時に、一〇万、二〇万という金が領収書一つで手に入るのだから気楽なものだ。働くのが本当にあほらしくなってくる。


    　とても俺はヒマだった。


    　繁華街をうろついていたのは、酔い潰つぶれたおっさんから財さい布ふを奪おうと思っていただけだ。俺は酔ってない。まず勝てる。倒したら装備や金が手に入ると俺はゲームで教えられたし、その通りだと思っている。


    　だが、その晩は適当な相手が見つからなかった。


    　勿もち論ろん『銀行』に行けばある程度の額は引き出せる。


    　そうすると俺の『残高』が減ってしまう。つまらん額でも積もり重なると結構大きく減っていく。元々、俺の金でもない癖くせに、そうなってくると却かえって浪費に走らない。不思議なものだった。減らさない為ためには、小遣い銭くらいは自分で稼がなきゃならないのだけれど、俺は働くのがとても嫌いだった。


    　どうせ繁華街をうろついているようなおっさんは、あぶく銭をバラ撒まいて帰るのだから、それを殴られて奪われても結果としてはそんなに変わらないんじゃないかな、と俺は思う。心底そう思うし、それが間違っているとは一切考えた事はない。


    　ところがよさげな相手が見つからない。見るからに安月給の連中ばかりがつるんで歩いている。学生丸出しも多い。


    　やる気が出ない。


    　そんな時に携帯が鳴った。


    　画面には「来らい霧む」とある。バタフライナイフで女を脅していろいろする。要するに強ごう姦かんするのが癖になっているどうしようもない奴やつで折角の綺き麗れいな字面で構成された名前も「スライム」とかいう仇あだ名なに変換されてしまう。どうしようもない奴やつだが同じ『銀行』の口座を持っている仲間でもある。


    　金がある癖くせに強ごう姦かんするというのは、もう病気なんだろう。


    　あいつはナイフという武器におかしな万能感を抱いだいている。病的なほどに。


    　内心、俺は思い切り軽けい蔑べつしている。


    「……玻は璃る人ひとか？」


    　俺の名前を、声を潜めて呼んできた。


    　年が同じなので呼び捨てされていいと俺は割り切っているが、本当なら敬語を使えと言いたくなる。そのぐらい俺は来らい霧むを格下に見ている。それでも一応仲間で、そして正確に言うなら共犯者だ。ぎすぎすやっても仕方ない。


    　薬物でもやってんのかとうんざりした。来霧も俺に余り好かれていないと知っているのか、滅多に連絡など寄越さない。我を忘れているような時ぐらいだ。


    「なんだよ？」


    「助けてくれ」


    「ドラッグのバッドトリップなら医者に行けよ。もしくは睡眠薬かまして寝ろ」


    「そうじゃねえ、殺される」


    「かなり典型的にバッド入ってんなお前」


    「そうじゃねえんだよ、俺は素面しらふなんだよ、マジで殺される」


    「……やくざかなんかに喧けん嘩か売ったの、お前」


    「なんだかわかんねえのが俺を殺しに来てるんだよ！」


    　来霧の口調は切せつ羽ぱ詰まっていて、焦った早口で、パニック丸出しで、しかも何かが殺しに来ているなどという台詞せりふは非合法薬物のハズレを引いたからだとしか思えなかったけれど、取りあえずどこにいるのかは訊きいた。ヒマだったし、覗のぞきに行くのもいい。


    　ここからそう遠くなかった。店の裏側にいる、と言われた。その店の場所は知っていた。


    　少しはヒマ潰つぶしになるかと思って、そこまで歩いていった。


    　バニーガールの呼び込みはいなくなる。


    　日本語のおかしい女がマッサージどうですか、などと誘ってくる。別に疲れていないから無視した。メイドですよおっぱい揉もみ放題ですよ、という呼び込みには少し心を動かされたけれど、来霧の醜しゆう態たいの方が興味深かった。


    　結果から言うと、俺はメイド姿の売ばい女たが晒さらす疲れ切ったおっぱいでも触っていれば良かったんだろうと思うが、比較論だ。何時間も多数の人間に揉まれまくった、疲れ切ったおっぱいに触っても面白くも何ともない。痛くならないのかなとこっちが気を遣う。


    　店の裏手は路地裏だった。


    　入った瞬間、左右に並ぶ飲食店のエアコンが室外機を通じて、湿った匂においを猛烈に吐き出している空間に顔を顰しかめた。


    　壁際に背中を預けて、来らい霧むが蹲うずくまっている。


    　仕方がないから近づいていった。


    　右手に携帯電話を握りしめたまま蹲って、来霧は死んでいた。死んでいるに決まっている。すぐ傍そばには来霧の首が切断されて転がっていた。これで生きていたらあいつをスライムなんて仇あだ名なで呼べなくなる。ゾンビかなんかに格上げだ。


    　何がなんなのか、さっぱり理解が出来なかった。


    　近づいてみる。ずらりと並んだ室外機からの排気を掻かき消すように、血と、独特の死臭がいきなり濃密になった。それはつまり排はい泄せつ物ぶつの臭においそのものだ。


    　現実離れしたその光景は、吐き気や怯おびえといった感覚よりも、なんなんだ？　という疑問しか俺の脳裏に浮かばせなかった。死体だ、無残な死体だ、グロくて気持ち悪い、吐こう、そういう流れが生じなかった。


    　来霧が腹を刺されて死んでいたのなら、そうなったのかも知れない。首を切り落とされて、そしてすぐ傍にオブジェのように置かれている。首を傾かしげるぐらいしか俺には出来なかった。非現実的に過ぎる。


    　近寄って、来霧の無残な死体を見下ろす。濃密な臭いに不快な吐き気が微かすかにこみ上げてきた。


    　首を斬きり落とされている。それがどれだけ異常なことなのか理解しきれなかった。盛大にボケている、としか思えなかった。気の利いた突っ込みを考えようぐらいにしか思わなかった。


    　突っ込みどころか、どうしたらいいのか分からなくなった。この非日常極まりない状況に俺はどうリアクションを取るべきなのか。


    　ふと生首から視線を上げると、路地の向こうにはバニーガールが立っていた。


    　小柄なバニーガールだった。しょうもない店の呼び込み要員。


    　この殺人事件を共有出来る仲間が増えたと思った。


    　……いや待て違う。バニーガールではあるが呼び込みじゃない。お決まりのウサギ耳のヘッドドレス、バニースーツに黒タイツという衣装、何よりショートカットの髪が全部白くて、オマケに赤いルビーレンズのサングラスをつけている。


    　ヘッドドレスなどなくても、その有様は直接「兎うさぎ」を想起させる。むしろヘッドドレスをつけただけでバニーを称する連中よりもよっぽどそのものだ。感心すらした。


    　呼び込みの仕事でそんな格好をしている女を、警察での供述に協力させるのも何だったけれど。それより何より、俺がやったと思われても困る。返り血一つ浴びていない俺が疑われる事はまずないだろうけど。


    　だが呼び込みではない。絶対ない。その女はこの辺の店とは一切関係ない。


    　直感している数瞬に、バニーガールがいつの間にか、俺の目の前に来ていた。動いて、近づいて来ていた。足音が一切しない。


    　つい、バニーガールの足元を見る。エナメルか何か、とにかく輝く素材で出来たようなピンヒールを履いていた。何でそんな靴くつを履いていて、その速度で動けて、物音一つしないのか。


    　それだけは分かった。つま先立ちで動いているからだ。ピンヒールの先端は地面に接していない。だから音がない。じゃあ何でピンヒールなんか履いている？


    　疑問はすぐ氷解した。


    　バニーガールは、様々な疑問に思考が混乱している状態の俺に、いとも容た易やすく近寄る事が出来た。しかも俺がやる気充分という状態であっても反応しきれたかどうか分からないほどの速度で、殆ほとんど音もなしに。


    　サングラスをかけたその顔が、俺の間近で唇を動かす。


    「……Eryu……」


    「ああ？」


    「……Yong, Qidao,……」


    　突然の台詞せりふは唐突で意味が分からない。分からないからちょっとキレ気味に聞き返した。聞き返した矢先に激痛が走った。


    　腹を思い切りブチ抜かれた。


    　変則の中段回し蹴げり。
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    　ヒットさせてくるのは脛すねじゃなく踵かかとだ。


    　踵を俺の腹に、斜めに叩たたき込む為ためのトリッキーな蹴けり。変則前蹴りとでも言うのか。


    　つま先立ちのまま、バレエダンサーのような旋回力で俺の腹を踵が穿うがつ。そしてピンヒールが突き刺さる。


    　絶叫を上げている余裕さえなかった。


    　俺の腹にピンヒールを突き刺した蹴り込みより戻しの方が遥はるかに早い。俺が肉体的生理的な反応を示すよりも早い。バニーガールは既に半歩下がって間合いを作っていたし、俺が掴つかみかかってもぎりぎり届かないという距離にいた。


    　もっとも、腹を刺されて即座に掴み返せる余裕はない。喚わめいて悶もだえて痛みに苦しみ蹲うずくまる。膝ひざが言う事を聞かない。どうしようもなくなる。腹を刺されて殴り返せるなんて普通はあり得ない。内臓を直接、外側から突き刺されているのだ。


    　初めて刺された時がそうだった。中学生の時だ。


    　二度目はもうちょっと巧うまくやれた。高校の時。


    　ショボいのをいじめてたら報復でやられた。一度目は反省したから、二度目はちゃんと猛反撃して、一生ベッドの上に縛り付けてやった。どうせああいうのは社会に出てもつまんねえ人生だろうからずっと上げ膳ぜん据え膳で寝てりゃいいのだ。


    　そしてこれで三度目。痛いは痛いが、俺はそれを強引に無視出来る。恨みなら売れるほど買っている。獲得した経験値が高い。普通の奴やつとはレベルが違う。


    　俺が怯ひるんでないのを見てバニーガールが止まった。普通、腹を刺されたら動けない。残念な事に俺は動ける。そして俺の腹を刺してくるような相手は、女だろうと何だろうと、容赦する気はない。


    　たまにいるのだ。勇気を振り絞って刺してくる間抜けが。虐待する側の俺としては、そんなたまに振り絞られた勇気一つに怖おじ気けづく訳にはいかない。お前らは何をどうしようと一生カスでゴミなのだと分からせてやらなくてはならない。


    　しかし何でまたバニーガールが俺を刺す？　しかもピンヒールの踵で。


    　どうでもいい。今は反撃だ。腹を刺されると腰が捻ひねれなくなる。出来なくもないがそれで繰り出される蹴りも拳こぶしも威力は半減する。第一痛みが酷ひどくて小難しい事はやれない。そういう時は体当たりに限る。押し倒すに限る。喧けん嘩かは体重がものを言う。低空から肩で当たって強引に崩し、そのまま足を掬すくう。これだけ体格差があれば容た易やすい。


    　腕の中にバニーガールを捉とらえた瞬間、下にすり抜けられて、たたらを踏んだ。


    　タックルを上から潰つぶすというなら分かる。横に透かすというのも分かる。ただでさえ低空の更に下。俺の股こ間かんから反対側に滑り抜けていきやがった。その対策はしていない。そんな動きを普通はしないし、出来ない。だから対策も反応もない。


    　いきなりケツの穴から脳天まで突き上げてくる衝撃が走る。比ひ喩ゆじゃない。


    　背後に回ったバニーガールが、俺の肛こう門もんにピンヒールの踵かかとを突き立てたのだ。それで呆あつ気けなく俺はぶっ倒れていた。腹を刺されるのにはやっと馴なれてきていたけれどケツの穴にブチ込まれた経験はない。


    　痙けい攣れんする体を止められない。バニーガールが近づいてくる。


    　脳天を蹴けり抜かれるか何かされ、俺の残った意識までもが断ち切られるのに、そう時間はかからなかった。意識が途切れる前に、生首になって転がっている来らい霧むの目と、視線があった。


    　お前なんかを気にしなければ良かった。


    　売ばい女たの疲れたおっぱいを触っていれば良かった。


    　何事も終わってからなら、何とでも言えるし、選ばなかった選択肢が酷ひどく魅力的に思えてしまうというのは我ながら馬ば鹿かげていて愚かしいなと反省するより他になかった。

  


  
    


    


    


    2.DRAGON PUPPY

    


    



    「……極端な話、格闘技って体重のぶつけ合いなんだよ」


    　龍りゆう童どうがモニタを見ながらそう言っている。


    　俺は資料を見ていた。親おや父じから横流しして貰もらった資料。


    　龍童がモニタで見ているのは、ネットで拾ってきた過去のボクシング動画だった。トーマス・ハーンズ対ロベルト・デュラン戦。完全に試合をコントロールして勝利したのはハーンズだった。


    　技巧派ボクシングのお手本みたいな一戦だ。


    「デュランが重かったら勝ててたようには思えないんだがな」


    「そりゃそうだ。当てられないんじゃな」


    　龍童は重いであろう自身の体をソファに沈めている。テーブルにはピザのＬサイズ。サイドメニューでパスタとチキンバスケット。全部平らげている。スーパーヘビー級の、鍛きたえ上げられた体。身長は一九〇前後。基礎代謝量が常人の三倍はありそうだった。


    「自分の体重を相手にどれだけぶつけられるか、ってのが格闘技の技の部分だ。逆に考えると、面倒くさい事を考えたり、練習したりしないで、それだけ考えてりゃいい。体当たりするとかな」


    「お前の理屈だと相撲すもうがかなり強いな」


    「そりゃそうさ。ぶちかましが当てられるんならな。でも向こうも避よけようとするし。つまり格闘技で何が一番強いか、ってのには基本的に意味がない」


    「基本的に、って事はどこかで意味が発生するのか？」


    「どうやって当てるか、ぶつけるか、ってルールはその為ためにあるんだよ、怜れい」


    「ルールなし、なんてのはどうだ？　一時期流は行やっただろ」


    「ルールなしったってなあ」


    　トーマス・ハーンズお得意のフリッカージャブ。下げた左手がするりと相手を牽けん制せいする。距離を取る。自分の距離を決して崩さない。ハーンズのリーチは長く、懐ふところに入られると凡ぼん庸ようだが、自分の距離で戦える限りでは相手に何もさせない。デュランはまるでサンドバッグのように殴られ続けてダウンする。


    「……お前はハーンズより重いよな。勝てるか？」


    「勝てるよ」


    「体当たりでか」


    「それ以前に多分、俺の方が足が長い」


    「蹴けるのも体当たりもボクシングじゃ反則だな」


    「だから俺はボクシングなんかやらない」


    「何、やっても長続きしないだろ、お前は」


    　勿もつ体たいない話だ。


    　龍りゆう童どうほど恵まれた体を持っている人間、神が格闘技をやれと言ってデザインしたような体格の男が、何をやってもすぐ辞めてしまう。かといって自じ堕だ落らくかというと、そうでもない。筋力トレーニングをやり、長距離を走る。ストイックさを失っていない。


    　俺など、素手なら一瞬でひねり殺される。間違いなくそうされる。


    「何やっても、って事ァねえよ。続いてるのもある。合気道とか」


    「合気道が続くのに何でボクシングや空手は続かないんだよ」


    「俺はすぐ、ルール以外の事やろうとしちまうからな」


    　反則ばかりする男なのだ。反則しか目に入ってこないし浮かばない。


    　例えばボクシングなら蹴ろうとする。どう頑張っても蹴るのを止やめられない。顔面禁止の空手なら顔面を殴るし、防具がついていたらまず防具を壊す。相手を倒す、と考えた時に、龍童はルールを忘れてしまう。


    　つまりメンタルが競技者に向いていない。


    　目の前に銃が置いてあったら、躊躇ためらいなく相手を撃つタイプだ。


    　トーマス・ハーンズがいくらマシンガン・トミーという仇あだ名なだったからって、マシンガンは撃たない。ボクシングの王者だからだ。龍りゆう童どうは躊躇ためらいなくマシンガンを撃ってしまう。では相手が拳けん銃じゆうを使っていたとしたら、となるとこれも結果は分かっている。


    　揃そろって高校を卒業した二年ほど前、一緒にアメリカに行った時に、見せて貰もらった。わざわざ治安の悪い、不景気で工場の軒並み閉鎖された街まで行って、派手な姿でふらついて、という何かの映画みたいな事をやってみた事がある。


    　さすがに露骨過ぎたのか、なかなか襲おそってこなかったから、女を雇って、わざわざ夜中に歩かせてみた。これはさっさと食いついてきた。龍童がそこに横から乱入して、拳銃相手に大立ち回りを見せた。


    　動画の中で前のめりに倒れるデュランのように、あちらさんのチンピラたちが倒れていくのを見物させて貰った。流れ弾がこっちに一発飛んできて、危うく、俺が死ぬところだったからよく覚えている。


    　とにかく相手を倒すという事に関して、龍童ほど物事を効率的に考えて、そして手段を問わず動ける人間を俺は知らない。何かしらの動揺や躊躇いがあって然しかるべきなのに、それが全くない。例えば拳銃の件で言えば、龍童は鉄の棒を素早く突き出されているのと同じだから、等などと平然と言う。


    　まっすぐに銃口から弾が飛んでくる。だから横に躱かわせばいい。弾じゃなくて銃口から身を躱す。もしくは銃自体を逸そらす。相手の構えている手を叩たたくなどして。そして距離が近いほど躱しやすくなる。


    　そりゃ理屈は分かる。普通はそんなふうに動けないというだけだ。


    　トーマス・ハーンズのフリッカージャブを躱せるかといったら、凡人は言うに及ばずそれなりの修練を積んだ人間にだって躱せないのと同じ事だ。


    　単純に身体能力の差だけではない。竦すくむし、緊張もするし、第一混乱する。格闘技を習うのには、暴力、他人からの武威といったものに対する馴なれ、そして自分が行使する時の馴れというものを身につける効果もあると思う。最初からそれに馴れきっている龍童が長続きしないのは、結局、より効率的なやり方を思いついてしまうからだ。そして競技としての格闘技に、龍童は何の興味もない。


    　だから格闘技は重さの比べ合いなんて単純な考えに至ってしまう。


    　人間の発想じゃない。熊くまか何かが戦う時の発想だ。


    「龍童は、人間の首を千ち切ぎれるか、素手で？」


    　俺は手元の資料を見ながら何となくそう訊きいた。龍童は丁度、違う階級の試合を見ていた。ボクシングを見るのが好きらしい。自分はルールを無視する癖くせに、見るだけとなるとルールがたくさんあった方が見み応ごたえがある、等と言っていた。


    「かなり頑張ればやれる気がする」


    　あっさりそう言われた。


    「首なんてお前、筋肉の塊かたまりなんだからよ。頸けい骨こつ折るだけならともかく千ち切ぎるなんて相当、頑張らないとやれねえよ」


    　俺なら絶対に無理だ。


    「貫ぬき手てが結構、刺さるからそれ次第かな」


    　ごつい指を二本、人差し指と中指だけを伸ばしてじろじろと眺めている。


    「刺さるもんなのか、それ」


    「ま、爪つめでほじくってるみたいなとこあるけどな。ちょっとでも中、入っちゃったら、あとは力ずくでグイッと。お菓子の袋に切れ目入れたらすぐ開きますみたいな感じで」


    　鉤かぎ状に曲げた二本の指を動かしている。印象だけならやれそうだし、やってのけたところで俺は驚かない。相当、かなり頑張れば素手で人の首ぐらいは千切れる。龍りゆう童どうはそういう奴やつだ。


    「……来らい霧むの首って千切られてたのか？」


    　指を動かすのを止めてこちらを見る。期待しているような目。誰かがやったと言われると俺もやってみたいと自分を試したがる。力ちから業わざの話なら尚なおの事だ。


    「いや。刃物だろう、って事だな」


    「刃物ね。つったってナイフとかじゃキツいだろ」


    「使われた刃物が何かは分からんし、ある意味力ずくだろ。一回じゃなく、何度も刺して切ってズタズタにして漸ようやく、切り離した。そういう切られ方だ。全くスマートじゃない。警察じゃ怨えん恨こんの線よりサイコ野郎の通り魔って見方になってるくらいに」


    　俺の読んでいる資料にはそう書いてある。


    　本来、何度も刺すだの切るだのは尋常じゃない怨恨、という推理が成り立つ。ただ、来霧の場合は傷口が酷ひどすぎた。その上、かなり時間をかけている。怨恨という動機がどれだけ強くても、実行に移した場合、短時間でその勢いは消える。


    　もう死んでいる、という事に気付いて醒さめる。


    　誰かに見られる可能性だって増える。殺したのならさっさと引き上げる。それを路地裏なんていう目撃されるリスクの高い場所で、おそらく三〇分以上の時間をかけて何度も試行錯誤して切り落としている。


    　異常者と思って間違いない。


    　首を切り落とす事に性的興奮を抱いだく、という動機の、無目的な通り魔。これ一回きりで終われば捜査対象が絞りにくくなる最悪の案件だ。


    　だが残念なことに、異常者というのは自分で自分を制御できないから異常者なのだ。


    　何度もずさんに無計画に犯行を繰り返していれば自滅する。ギャンブルみたいなものだ。何度やっても勝つからといっていつまでもやっていれば、必ずいつかハズレを引く。


    　来霧は俺たちの仲間だったから、そんな異常な殺され方をすれば興味が湧わく。


    　だから警察でお偉いさんをやっている俺の親おや父じに頼んで、捜査資料を見せて貰もらっている。気が済んだら燃やせという事で、紙のコピーだ。電子データで渡して貰うのはリスクが高すぎる。


    「……来らい霧むの分の『預金』はどうすんだ？　残ってんだろ？」


    「あいつの分は結構減ってた。調子に乗ってアメ車なんか買いやがった」


    「何買った？」


    「ファイアバードトランザム。フルレストア済み」


    「勿もつ体たいねえ。無駄遣いだな」


    「親にでも処分させりゃいいさ。引き出した分を、死んだから返せって言う心算つもりはない。……お前はかなり残ってるけどな、龍りゆう童どう」


    「好きなモンが食えてりゃいいだけだからな、俺は。筋肉にいい食事っての、普通の食事より高くつくんだ、助かってるよ」


    　龍童が微かすかに笑う。


    「大体、そんなに減ってない俺より、増やしてるお前の方がスゲエよ」


    「持ってるだけってのもつまんないからな。メンバー全員の同意がありゃ、来霧の『預金』は流用させて貰う。利益は折半して振り分ける」


    「反対する奴やつがいるとは思えねえけどな」


    「ところが、同意を取るのに連絡がつかない奴がいる」


    「……玻は璃る人ひと？　あいつは結構、ふらふらしてて連絡がつかない事、多いぞ」


    「来霧が首を刎はねられた時から連絡が取れてない。家にも帰ってない」


    　そして俺は舌打ちをする。


    「しかも来霧は、死ぬ前に玻璃人に携帯で連絡を入れている」


    「玻璃人が殺したって気はしねえけどな」


    「俺も思ってないが、警察が不審がってる」


    「そりゃそうだろうな。数少ない手がかりだ」


    　しばらくお互いに黙った。


    　モニタに流れているのはマニー・パッキャオ対オスカー・デ・ラ・ホーヤ。パッキャオの方が軽かったという対戦で、勝ったのはパッキャオだ。龍童の説を覆くつがえすかというとそうでもない。デ・ラ・ホーヤは重さを当てられなかった。お互いに当てられるなら、というのが龍童の前提だ。


    「……仮に玻璃人が、突然精神に異常をきたして来霧を殺した、というなら別にいい」


    「違うとしたら？」


    「俺が不安になる」


    「俺は不安にならない。楽しくなってくる」


    「お前と俺は違う」


    「そりゃお前は、俺たちの銀行の頭取だからな」


    　来らい霧むと玻は璃る人ひとを殺しに来た奴やつ、というなら、それが仮にどんな異常者であろうと、偶然、という可能性を除けば次も俺たちの誰かが狙ねらわれる。そんな事を楽しみにしているのは、龍りゆう童どうくらいだろう。


    「……連絡は取ってんのか、怜れい」


    「すぐに動くのも何だからな。もう少し調べてからにする」


    「調べられる、ってのは強いよな、お前は。俺らの中で一番、頭が切れる。さすが頭取」


    「親おや父じが俺に甘いからな」


    「嘘うそを吐つくなよ。脅してんだろ、親父を」


    「困らせてる心算つもりはないんだがな。どうせ汚職警官だ。ついでに内務規定を破ってくれって言ってるだけだ」


    　それで、警察の内部資料も、言えば融通してくれる。


    　それで、親父を失職させるような事はしない。親父に嫌いやがらせをしても意味がない。多少脅しはしたけれど、交渉で少しばかりパワーゲームを使っただけだ。俺が欲しいのは警察権力が集団捜査能力を駆使してかき集めた資料を見る権利だ。


    　情報こそが力だ。


    　龍童が幾ら強くても、プロ格闘家になれる訳がない。反則しかできないような最強など金にならない。それは使い道のない強さで、そして金にならない強さだ。俺の持っている強さは違う。


    「……俺はビビってもないしそもそも気にもしていない。俺たちに的を絞ってるってんなら、次はさっさと俺に挑んで欲しいぐらいに思ってる。久しぶりに、全力でやれるんじゃないかって期待がある」


    「……お前の全力なんて相手が受けきれるとは思えないんだがな」


    「一度だけあるよ。俺が殺されるかと思ったぐらいだ。ありゃ感動した」


    「あの時か」


    「あの時だよ」


    「あの時のメンバーを狙ってきているとしたら、俺たちの他にもう二人が狙われる。あいつらが死んだらもう確定的だ。警察はそれでも、異常者による連続猟奇殺人だと思うだろうし、日本にも久しぶりにエド・ゲイン的なセンセーショナルで劇場型の殺人鬼がデビューする事になるな」


    「……つったって、燐りん華かはそうそうやられねえと思うよ」


    　残りは二人いるが、龍童が言っているのは片方の事だ。もう一人は、狙われたら多分あっさりと殺される。フィジカルに関しては来霧よりも下だ。


    　燐華。


    　あの女を殺すのなど龍りゆう童どうでも手こずるに違いなかった。


    　何せ、銃を持っている。それも尋常じゃない銃を。

  


  
    


    


    


    3.WILL O' WISP

    


    



    　四一〇ゲージ弾は狩猟用という事もあって、国内でも比較的入手しやすい。


    　ショットガンも合法的に所持できるけれど、免許取得が面倒くさい。第一、あんな長物を持ち歩く訳にもいかない。合法品が買えて、中古品が市場に出回っているのだから、登録を抹消した形にして非合法にした代物を買うという事も出来るけれど、それじゃ足がついてモロバレだ。


    　と、いう話を付き合っていた米国人にした。


    　体をチラつかせてそう言った。


    　その米国人は、軍人だった。


    　私の気を惹ひきたくて惹きたくて仕方がないというところまで焦じらした。そうそう許さず、かといってはね除のけない。ギャンブルで負けが込んできた男は東西国籍を問わず、無茶をし始める。


    　護身用に持っておきたい、と注文した。


    　半分、冗談だった。無茶にどれだけ頑張れるかを試してみたかったし、無理なら無理で別れる口実になる。どんな無茶な物を欲しがっても、男はそれに応こたえられないと自分を責めるようになる。ストーカーまがいの事もしなくなる。私は、欲しいと言った物をくれればあなたのものになる、と明確な基準を引いていた。すると何な故ぜか、その線を越えられなかった自分が悪かったと思い込む。


    　別れたかったのだ。飽きていたから。


    　ところがその米軍人は、多分相当の無茶をして実銃を手に入れてきた。


    　おっそろしくぶさいくな、シリンダーのばかでかい拳けん銃じゆう。


    『判事』の名を持つショットガンシェルを射出可能な拳銃。そんな物が実在するとさえ思っていなかった。


    「役に立たないぞ」


    　と、ご丁てい寧ねいに忠告してくれた。


    　いわく、ショットガンというのは線せん条じよう痕こんが銃身内に刻まれてない場合が多い。たまにあるらしいが、それなら普通のライフルでも使えばいい。散弾というのはその名の通り飛び散る訳で、射出時に捻ひねって弾丸を旋回させ、威力と飛距離と命中精度を上げる為ためのそんな仕組みなどない。代わりに絞りという機構が備わっていて、散弾の飛び散り方をコントロールしたりも出来る。


    『判事』は拳銃の域を出ていない。そんな物で撃っても有効距離が縮まるだけだし、銃口から飛び出した途端に弾はじける散弾は、破壊力を減衰させている。


    　ともあれ、射撃は楽しかった。


    　全然ヘタクソだったけれど、そもそもこの銃は、超至近距離で撃たなければ話にならない、まさに護身用だ。一説によると判事が、逆恨みした犯罪者に襲おそわれた時の護身用だという。ヘタクソが咄とつ嗟さに撃って、至近距離に散弾をバラ撒まいて仕留められずとも、とにかく威圧する。


    　そういう目的の銃だ。


    　リボルバーだから消音も出来ないけれど、きちんと構えずラフに撃ってもそれほど悪影響はないのが良い。お陰で撃ちまくっているうちに、腕から肩までが妙にごつくなってしまったけれど、太くはない。もっと太くなっても私は構わないのに。


    　妙な噂うわさが静かに広まっていた。


    　殺人バニーガール。


    　何の冗談にしても笑えなかったけれど、実際に知り合いが首を切り落とされて死んでいる。しばらく連絡はなかった。一時期しつこく口説かれていたので着信拒否していたから、当たり前なんだけど。話す時に顔が近い上に、汗だくになる癖くせがあって非常に不愉快だった。金や物を貢がせようとすら思わなかったし、殺された来らい霧むは私に『判事』など用意してくれなかっただろう。


    　その、来霧が首を斬きられているという場面を見た「一般の方」がいる。私らの面メン子ツはまず一般の方ではない。


    　余りの凄せい惨さんな場面に自分の正気をまず疑い、一目散に逃げた。警察に通報するような、真っ当な人間ではなかった。日頃から思い当たるフシには事欠かないそいつは、自分が見たのは幻覚だと、しばらく一人で納得していたぐらいだ。


    　各メディアに凄惨な首切り殺人事件のニュースが報じられた。


    　そいつは自分が見たのが幻覚ではなかったと確信したが、それでも警察には言わなかった。警察と話すのは極力避けたいという類たぐいの人間だった。だから知り合いに、見た、俺はバニーガールが鬼のような形ぎよう相そうで来らい霧むの首を切り落としているのを見た、と放言しまくっていた。


    　何度も何度も飽きずに言った。


    　虚言だと思われなかったのは、言う事が毎回ほぼ同じだという事と、ビビって逃げたというオチがあったからだ。盛るなら捕まえようとしたとか、戦ったとか必ず尾ひれを付けてくる。それがないから信用された。


    　それに面白い。


    　首を切る殺人バニーガール。


    　とても面白い都市伝説。


    　だから私は、重くなるのも承知で、バッグにいつも『判事』を忍ばせるようになった。ハンドバッグに収まるところが、この拳けん銃じゆうの良いところだ。昔、これを使った時もその携帯性が役に立った。


    　ハンドバッグから拳銃を取り出すなんて日本じゃまず思わない。


    　狙ねらいは大体でいい。銃口から出た瞬間からシャワーのように拡散する鉛玉だ。一発でも当たれば相手は怯ひるむ。ちゃんと狙うのはそれからでいい。近づいても構わない。相手は負傷し、衝撃を受けている。


    　リボルバーなのも良い。初弾を四一〇ゲージのバードショット。次弾は念の為ため、もう少し重いバックショット。そして三弾目は本命、スラグショット。一粒弾。熊くま弾とも呼ばれる単発の弾だ。これを撃ち込めばまず死ぬ。死ななくてもまず動けない。何せ鉛の塊かたまりだ。


    　私はあの時、きちんと当てた。相手の脳天が一発で破裂して、予想もしていなかった形の残ざん骸がいが首から上に残っていたのをはっきりと覚えている。忘れようがない。忘れたくもない。私がきっと、死ぬまで記憶している最高の思い出だった。


    　龍りゆう童どうという、筋肉バカが知り合いにいる。


    　あいつにこの手が通じるか、試してみたい気がする。あっさりと叩たたき落とされるんだろうか。私のような女が、あの神様の気まぐれでデザインされた素手での暴力に特化した天才を殺せるかも知れないという空想は私を高揚させる。


    　携帯電話が鳴ったけれど、無視した。米軍人がまだ連絡をくれる。そろそろ一線を越えてやらないと、収拾がつかなくなる。殺してしまえばいいのだけれど、米軍兵士をショットシェルで殺すなどして発覚しない自信がないから保留にしている。


    　違う所に電話をした。


    　怜れいの所だ。私たち全員の『銀行』を統括する頭取。少しばかりお金を引き出そうと思って電話したのに違う話をされて、さすがに私の顔が曇った。


    「……玻は璃る人ひとが行方不明って、何、あいつも殺されたの？　殺人バニーガールに」


    「その噂うわさはどこまで本気なんだ？　薬物やってんのかそいつ」


    「やってるけど、聞く限り妄想にしちゃ辻つじ褄つま合ってる」


    「……俺らを狙ねらっている、って可能性が出てきてるのは分かるか？」


    「そりゃ分かるよ。でも可能性でしょ？」


    「小さい可能性だな。それでもまあ、しばらく油断するな」


    「引きこもってろっての？」


    「米軍の知り合いとでも同居しろ。多分一番安全だ」


    「警察の身内である怜とどっちが安心かな」


    「お前の方が遥はるかに安全だよ。基地の中で掃除か売り子の仕事でも紹介して貰もらえ」


    　私はそういう地味な仕事は嫌いじゃない。水商売や風俗の方が稼げる、のは知っている。知っているけれど、私は既に、女がそうやって心身をすり減らして身を売る仕事をしたいほど金に困っていない。彼女らが廃人寸前の状態になって手に入るような金をもう持っている。手元にはないというだけで。


    『銀行』に全て預けてある。


    　私たちを狙っての犯行なのか、たまたまか、まだ答えは出ていないと怜は言っていた。私たちが大金を持っていると知っていて、それが表に出せない大金だと分かっていて、だから狙ってくるというのが一番、分かりやすい。


    　本来なら、山分けしてみんながそれぞれの取り分を持っている。私たちはそうしなかった。それを知らないから襲おそってくる。怜に全てを預けるというやり方は些いささか賢さかしすぎて、バカには伝わらないからバカが襲ってくる。


    　それでも、何な故ぜバレたのか、という疑問はある。


    　怜だってそれを考えている。そういった疑問を、怜は私たちよりも深く広く考察することが出来る。だから『頭取』になれる。しばらくは、任せておくしかなくて、そして私は取りあえず自分の身をどう守るか考えなくてはならない。


    　私はハンドバッグの、見かけからは想像もつかない重さを再確認する。


    　私を襲うだろうか。その殺人バニーガールは。


    　私は人生で二度目、二人目の殺人を犯す事になるかも知れないと思うと、急に何ど処こかで、無性に思うさま『判事』に火を噴ふかせてやりたくなってきた。


    　だからまた、米軍人に、電話をかけ直していた。


    　一瞬携帯に映った私の顔は、我ながら楽しそうで高揚していた。

  


  
    


    


    


    4.YOU ARE IN ROCK（1）

    


    



    　ここはきっと地獄で、俺はもう死んでいるんだろう。


    　針山地獄に落とされたらしい。俺の全身には、数え切れないほどの針が突き立てられ、貫通している。だから俺は針山地獄に落とされたのだ。


    　そうとしか思えなかった。そしてそれしか考えられない。


    　何かを思い出そうとすると頭痛が走り、そして記憶が曖あい昧まいになり、自分の名前すら分からなくなる。


    　玻は璃る人ひと。


    　その名前をたまに思い出す。そしてそれが自分の名前なのか自信がない。四六時中、泥酔したように視界が回る。


    　バニーガール。


    　俺の記憶で確固たる色彩を持ち揺るがない姿はそれだけだ。


    　自分の体を見てみれば、ボクサーブリーフ一枚だけの姿。それが何な故ぜなのかも考えられない。答えは出ない。気がついたらここにこうしていた。天井から吊つり下げられた鎖に両手を縛られ、微かすかにつま先が、つくかつかないか程度に持ち上げられていて、そして全身には突き抜かれた針。極太の畳針みたいな代物。長さは三〇センチ近くか。


    　薄暗い、そして広い体育館のような空間。壁際にはスチールラックが並べられ、ダンボール箱が列をなしている。それに手を伸ばして中身が何なのかを確かめたくなる。すぐにその意志は曖昧になり、無気力になる。


    　鎖が伸びている天井が高い。一〇メートルはあるか。


    　そこにうすぼんやりした照明があり、それが俺の視界を辛かろうじて助けてくれている。そして消えるという事がない。ささやかな、力ない輝きだというのに、その僅わずかな光が俺の睡眠すら妨げる。浅い眠りを繰り返しているうちに、時間の経過すら分からなくなっていく。


    　全身に無数の針が突き抜けているというのに、痛みを感じない。注射を打たれる程度の疼とう痛つうと、そして体に異物が入ってくる気色の悪い違和感だけがある。


    　バニーガールの事を考える。俺の中にある唯一の、確固たる記憶に縋すがりつく。


    　バニースーツ姿に肌き理めの細かいタイツ。ピンヒール。


    　それがいた。


    　何ど処こにいた？


    　バニーガールを起点に記憶を掘り起こす。


    　路地裏にいた。


    　来らい霧むがまず路地裏にいた。


    　その来霧に覆い被かぶさって、バニーガールは来霧の首を一心不乱に切り離していた。


    　と、思う。


    　切り飛ばす、というほど楽そうではなかった。手にしている包丁だか鉈なただかサバイバルナイフだかの刃物でこじり、引き裂き続けていた。


    　と想像する。


    　それだけでもう悪夢だ。俺は俺の悪夢を俺自身によって夢想し真実とする。そしてそんな悪夢の塊かたまりが、選よりによってバニーガール姿で俺に向かってきて、ピンヒールの踵かかとで俺の腹をぶっ刺した。


    　来霧が何で路地裏にいたのかなんて知った事じゃない。けれど、大体想像はつく。酔い潰つぶれている酔っぱらいから財さい布ふでも奪おうかなと考えてそこにいたに決まっている。あいつの趣味だった。金を拾うのが好きなのだ。


    　そうだ。


    　そうに違いないのだ。俺の思い描くそれは正しいに違いなく来霧はそういう奴だった。本当にそうだったか？　という検算を始めると恐ろしくて仕方がない。例えて言うなら、俺のいる場所が地面なのか空中なのかもはっきりしないという不安が押し寄せて来て、そして俺はその恐怖と向き合えずに逃げ続け、これが正しいと確信し続ける。


    　そうだよな、と怯おびえた俺が俺に問いかける。


    　そうだ、と自信に満ちた俺が俺に確約する。


    　ゆっくりとそうやって、あの日の事を思い出す。三歳児の時に何をしていたか思い出すように時間をかけて記憶を整えていく。思い出せない部分は想像で補っていけばいい。そんなに大して真実とは乖かい離りしないだろう。


    　俺はあの日は朝からヒマだった。財布を見たら金がなかった。


    　その筈はずだ。そうに決まっている。


    　そして、『銀行』に行って一〇万ばかり引き落とそうかと思ったけれど、最近、使いすぎていた。預金残高が減りすぎた。それでも俺の預金額から言えば微々たる額だったけれど、俺が幾らアホでも、それが無駄遣いになり積み重なっていずれなくなる事ぐらい分かっていた。


    　なのでまず、外に出た。親が学校に行けとやかましかったのでボディブローで黙らせた。何回殴られても母親は俺にうるさい事を言う。どうせ、弟も妹も作る気はないだろうから遠慮なく腹を打っている。一発で喋しやべれなくなるし怪け我がが外から見えにくい。


    　適当に歩いていると、どっかのババアが原チャリで偉そうに走っていたので、すれ違い様にラリアットで薙なぎ倒し、財布と原チャリを奪った。携帯電話は地面に叩たたきつけて壊した。地面に脳天を激突させていたから、ヘルメットの有り難みを理解したに違いない。


    　財布の中身は三万円しかなかった。


    　ヒマだった。本当に何も用事が思いつかなかった。知り合いにメールしたところで、俺の知り合いはみんな朝は寝ている。そして合流しても何かアイデアは浮かばないと思ったから、ノーヘルのままババアから奪った原チャリでツーリングに行く事にした。


    　いいぞ。


    　思い出してきた。


    　整理出来てきた。


    　そしてここまで整せい頓とんするのに、三回の睡眠を挟んだ。それが三日過ぎたという意味なのか、一日に三回仮眠を取ったのかさえ分からない。入眠のタイミングは分からない。妄想なのか夢なのか分からない状況で、不意に目が醒さめる。


    　巻かれていた筈はずの鎖は気付かない内に解かれていてリノリウムの床に放り投げられ、治療までされていて、そして食事が置いてある。何なのか、俺には分からない。あれだけの本数、全身に極太の針を貫通させられていたというのに、その痛みすら薄い。動くのにもそれほど支障がなかった。


    　そしてまた眠る。食後しばらくして意識を失う。かなり暴力的な入眠は、食事に薬物が混入されていると経験上、悟ったけれど、食わない訳にもいかない。


    　夢を見ているのか考え続けているのか分からないまま頭を働かせ続ける。


    　それからどうした？


    　確か山奥で優雅に蕎そ麦ばでも食いに行こうと思った気がする。


    　しゃれた時間の潰つぶし方を思いついたと俺ははしゃいでいた。


    　だが峠に入った途端、ガソリンが予備タンクに切り替わって、間違いなく立ち往生するのが分かった。戻るのは面倒くさかったから、アクセルを全開にして上着でハンドルごと固定し、猛烈に回転する後部タイヤを持ち上げて曲がり角で待ち、死角から曲がってきた対向車を目視した瞬間、タイヤを路面に落とした。


    　原チャリとはいえ全開にするとなかなか速度が出る。車が俺の放った原チャリにぶつかり、ハンドルを切り損ねて山肌に激突して止まったので運転手を引きずり出した。車はまだ動いた。エアバッグの中で呻うめいていた運転手を引きずり出すなり蹴けり回し、現金を奪った。総額確か五万円とちょっと。携帯は谷底に捨てた。


    　いっぱい蕎麦と天ぷらを食べよう、とわくわくしていた。


    　……それからどうした？


    　思い出せなくなる。また起きて、また眠る。針山地獄は再開されない。


    　俺を拘束するものは何もなかったけれど、だるくてだるくて動こうという気力が湧わかない。体力も落ちていると自覚している。


    　バニーガール。路地裏。


    　峠にある蕎麦屋は関係ない。俺の記憶は全く繋つながらない。


    　俺の名前は何だっけ。


    　玻は璃る人ひと。


    　玻璃人だ。


    　何でこんな所にいるのかは考えても仕方ないから考えない。あの時は蕎そ麦ば屋で蕎麦を食った。せいろで五枚。天ぷらも山盛りにした。俺はとても食う。知り合いには俺の二倍は平気で平らげる奴やつがいた。そいつの事も当然思い出せない。確か図ずう体たいのでかい男で。そして。それから。もっとだ。違う記憶。


    　どうしても整理された思考にならない。


    　不意に蘇よみがえってくる記憶は気まぐれで、そして目の前にある事すら認識していられない。そもそも俺はいつ、目の前にあった食事を食べた？


    　考えが纏まとまらない。


    　いつの間にか意識を失う。何時間失っていたのかも分からない。自我が崩壊していく。


    　バニーガール。


    　路地裏で見たバニーガール。


    　あれも幻か妄想の類たぐいだと思う。街中の、路地裏に立っているバニーガール。風俗店の呼び込みなら表通りにいる。


    　そして次に気付けば、また天井から吊つり下げられていた。大した痛みもない針山地獄がまた始まる。痛み、というのであればそれほどでもない。感覚が麻ま痺ひしているのは間違いない。耐えられないのは痛みじゃなくて、俺はこれから何をされてどうなるのか、何の為ためにこんな事をしているのか、その絶え間なく襲おそってくる強烈な不安だけだった。


    　男がいた。


    　バニーガールの隣に立っている。


    　スーツを着たビジネスマン風の男。


    「今日はお前、カ、やってみろ」


    　独特のイントネーション。


    「この前のテ、おポえたはツ」


    　バニーガールは針を握っている。極太の針を。


    　手元が緊張しきって、手首ががちがちに固まっている。その隆起した筋肉のカッティングは、細身にしては異常なレベルだった。よくある、痩やせているからという腕じゃない。鍛きたえた腕だ。そういう腕を持っている女を俺は知っている。


    　当然、知っているけれど名前は思い出せない。


    　だが男が、中国か韓国の生まれだろうという事はイントネーションで判断した。あればかりは日本で育っていなければ、どれだけ流りゆう暢ちように話せてもボロが出る。


    　中国人。


    　心当たりが不意に浮かんだ。


    　その俺の思考はすぐに混こん濁だくする。喉のどから血が噴ふき出してきて咳せき込んだ。


    「そこはちカう」


    　針を見る。胸板にまともに突き立っていた。


    「少しスれてる。肺に刺さっている」


    　バニーガールは躊躇ためらっているようだった。それが俺に対する慈悲や、単にこういった行為に対する気後れなのかは分からない。ただ、何にせよ、馴なれた人間にやられるより素人みたいな人間の実験台にされる方が恐ろしいに決まっている。


    　かなり苦痛に満ちた時間が過ぎた。


    　バニーガールは無表情で、淡々と俺に針を突き刺しているのだが、刺す瞬間に迷いがあるのが分かる。迷った分だけ、あれほど弱く感じていた痛みが痛烈に突き刺さる強さに変化する。そして横の中国人は違う、違うとダメ出しをする。


    　俺の血が、中国人がやっていた時より多く溢あふれている。つま先から下に溜たまっていく血の量が尋常じゃない。俺を殺す気はないのか、比較的、短時間で終わった。


    　どうしてこんな事をする、何の為ためだ、と訊ききたいのは山々だった。


    　口が動かない。問い質ただす、というのには気力がいる。その気力が湧わいてこない。


    　どうでもいいやと思ってしまう。
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    　そして気付くと、また全身に包帯を巻かれて横たわっている。今回は、動くのに苦労した。置いてある食事に這はって進む。食事をしなければ頭が回らない。だがどうせすぐ、また眠ってしまう。


    　眠りに入るまでの十数分、脳が活性化する。


    　脳の深い所に作用する薬物には覚かく醒せい効果が少なからずある。矛む盾じゆんしているようだが、これから眠ろうというのに、その寸前まで脳の回転数が劇的に上昇しそしてぶつりと止まるのだ。この機を逃のがさず俺は考えなければならない。


    　中国人について考える。中国人と俺の接点。つまり、俺の取り分、五〇〇〇万円。


    『銀行』に預けているその金。


    　元々は中国人マフィアの窃盗団が奪おうとしていた金だ。それを横取りした。そんな真ま似ねが出来たのは知り合いに恵まれていたからだとしか言えない。犯行容疑自体は、しくじったマフィアらに押しつけた。そして彼らはさっさと国外に出た。成功しようがしまいが国に帰る準備をしていたのだ。


    　そこまで知っていて、俺たちはその裏をかいた。


    　それに気付かれたのか？


    　俺から金を奪い返す気か？


    　だが金は『銀行』にある。そこまでは知らない筈はずだ。扱いあぐねているのかも知れない。取りあえず痛めつけて恐怖心を引き出し、薬物で脳の回転を鈍らせ、何かを喋しやべらせようと。いや、それはおかしい。何も知らない筈なら、俺や来らい霧むに目をつける動機もない。


    　時間切れだ。


    　頭が朦もう朧ろうとして目が霞かすんできた。


    　恐らく、気を失うように俺は眠る。今の考察を、次に目覚めた時まで覚えていられるかどうかさえ、自信がなかった。

  


  
    


    


    


    5.（MAN IN ROBES）

    


    



    　銘めい次じは俺らの仲間内では、おそらく最もフィジカル的に弱い。


    　この俺、道みち場ば怜れいよりも、だ。


    　俺は平均値の体に少しばかり鍛きたえている、という程度。体脂肪率は一五。翻ひるがえって銘次は、身長なら龍りゆう童どうと並ぶ癖くせに体重は半分。体脂肪率は二桁けたになった事がなく、仮に俺が蹴けっても手足が折れるのではないかという痩やせぎすの、顔色が悪い男だった。


    　だが俺は綿密な計画を打ち合わせるのに、他の四人はアテにしていない。


    　必ず銘次と最終的なやり方を決める。


    　銘次は株をやっている。そこそこ利益を上げていて、そのそこそこ具合が丁度いい。俺の『銀行』から最初に一〇〇万前後引き出し、それからちまちまと売り買いを繰り返して、月に多くて三〇万ほどの利益。


    　わざとやっているのかと思った事もあったが、大おお儲もうけなど考えずにやっているからだと銘次は言う。俺の『銀行』に金を無心に来ないのは、銘次だけだった。他の連中はそれなりに、『引き出し』に来ている。


    　来らい霧むなど酷ひどい物で、もう三分の一は目減りしている。


    　一〇〇万を元手に一人暮らしを数年続けている。生活費は自分で、株の利益から面倒を見ている。実のところ、仲間内では最も堅実なのかも知れない。


    　取りあえず分かっている事を報しらせ、俺の考えと摺すり合わせる為ために、銘次の部屋に来ている。一人暮らしで、狭いアパートの壁一面に、四枚のモニタが並べられている辺りはトレーダーの部屋という印象が強いが、全体的には小汚く物がちらかされた、典型的な引きこもりの部屋だった。


    「……どう思う？」


    　渡した資料を読み終える辺りで、そう訊きいてみた。


    　神経質で痩せぎすで、頬ほおがこけている銘次は、すぐには応こたえない。だけど、一刻ごとに変化する株価チャートにも目をくれていない。それなりに、俺の相談を真ま面じ目めに、最優先で考えてくれている。


    「バニーガールが来霧の首を切り落としたって噂うわさ」


    　ぼそりと銘次が呟つぶやく。


    「どこまで信用出来る？」


    「と、いうと？」


    「バニーガールに見えただけ、って線もある。もしくは、そう思わせた」


    「何の為ために？」


    「異常さが増す」


    　警察が最も苦手な犯罪者は、異常者だ。


    　思考が読めない。何をするのかルールが分からない。だから先読みも先回りも出来ない。


    　そういう異常者の犯行という説が警察でも有力な事は、資料から読み取れる。


    「それを演出した、という可能性」


    「何の為に？」


    「来らい霧むの首が落とされて、玻は璃る人ひとが掠さらわれた。それを全部偶然で片付ける事が出来る」


    「しかし選よりによって、何でバニーガールだ？　趣味にしちゃ目立つぞ」


    「そうでもない。移動する時はロングコートでも羽は織おっておけばいい。そもそもあの辺をうろついているジャンキー崩れの証言なんかアテになるか」


    「それにしたって、『女』ならともかく『バニーガール』だぞ。キャミソール姿の女を見間違えたって考え方も出来るが」


    「だから誰が殺したかなんてどうでもいい。犯人なんか誰だっていい。動機が一番重要視されるべきだ」


    「お前ってミステリ小説のトリック部分を読み飛ばすタイプだな」


    「ミステリ小説は読まない。イラついてくる」


    　動機。


    　それは俺も考えていた。


    　資料によれば、現場には二人分の血けつ痕こんがあった。そして来霧が最後に発信した相手は玻璃人だ。玻璃人がそこにいたと考えるのが正しい気がする。そして玻璃人は何らかの怪け我がを負ったが、死体にはなっていないし首も並べられていない。


    「……『例の件』に中国人マフィアが気付いたと俺は思っている」


    　俺の持論を言ってみる。


    　銘めい次じはしばらく考えている。また資料に目を落とす。


    「警察の捜査対象に中国人マフィアはないな」


    「繋つながりがないからな。やるにしたって来霧みたいなガキを、執念深く首を切り離すなんてのはそれこそ動機がない」


    「……俺たちだけが繋がりを自覚している訳か」


    「玻璃人を掠った理由もそれで分かる」


    「あいつを掠ったって金は出てこない」


    「拷ごう問もんにでもかければ、俺の名前が出る」


    「公安警察幹部の親がいるお前を、どうにかするのか、怜れい？」


    「そんなもんで引き下がってくれるんなら、父の日にロレックスサブマリーナでも買ってやりたいぐらいだがな」


    　その可能性は少し考えていた。


    　来らい霧むを殺し、殺す前に玻は璃る人ひとを呼ばせ、掠さらった。そこで脅す。金の流れがどうなっているのかを把握する。俺の名前が浮上してくる。だが、選よりによって俺に対して無茶を仕掛けるだろうか。


    「俺らを狙ねらってきているんなら、他にないな」


    　約三億の金。


    　それを六人で均等に分けた。正確には三億丁度ではなかったから俺が多少損をする形で、全員に五〇〇〇万ずつきっちり行き渡るようにした。


    　分けたが、現金をそのまま渡してはいない。他の連中は、使いたい時、何か買いたい物があった時に、俺からそれを引き出し領収書を書く。五〇〇〇万に達したらそれで終わりだ。そういう仕組みにしたのは、一度に大金を与えると、馬ば鹿かげた使い方をして足がつく、という理由からだった。


    　公安警察幹部の息子。


    　俺の、そういうポジションは、『銀行』の『頭取』としてみんなに信用して貰もらえた。


    　して貰わなくてはならなかった。


    　大金があるからといって舞い上がって貰ったのでは全員が迷惑をする。使いたい時に必要な額を書かせるという一手間を加えるだけで、無駄遣いはなくなったし、額の減少を他の五人と常に比べる事でむしろ節制すらするようになった。


    　そのやり方を提案したのは銘めい次じだった。


    　銘次はちょっとした纏まとまった金、それこそ一〇〇万かそこらが必要だっただけだから、それで良かったのかも知れない。一〇万や二〇万では物足りない程度の取引に使う一発勝負のタネ銭で、大幅に持ち金を増やした。一〇〇万前後なら税務署も出どころまでは深く追及しない。収益だって世間一般からしたら微々たるものだ。


    　その辺りのバランス感覚は凄すさまじい。


    　一番乱れていたのは来霧だった。たびたび、没を出して説得した事もある。高校生の女を口説くのに、何十万もするブランド物のバッグなど買ってやったのでは却かえって引かれると、何な故ぜか恋愛相談的な流れにもなった。実際は、そんな素すっ頓とん狂きような真ま似ねをされたら、こっちが迷惑するからだ。


    　俺は常々思う。


    　殆ほとんどの悪事は金が絡んで発生するのではないかと。金がないから人生を曲げてしまう問題が発生するのではないかと。


    　大金でなくていい。日々のんびりと好きなように生きていくというだけなら微々たる額。それを差し出してやるだけで犯罪は減るのではないかと。


    　勿もち論ろん、大金が欲しい、より欲しい、という人間は現れるだろう。しかしそれは持っている金に不満だからで、満足するだけの額はそう多くないだろう。例えば、月に二〇万前後。年収で三〇〇万に届くか届かないか。それを働きもせずに支給されたとしたら、この世はもっと楽しく造り替えられるのではないか。毎日、そんな益体もない事をほんの短時間だけ考える。俺の親おや父じが言う、年収一〇〇〇万だの一億だのという金は使い道を誤るリスクを内包してはいないだろうか。


    　実際、銘めい次じは現状で満足している。


    　より多く誰よりも多く蓄たくわえた金は人を滅ぼさないだろうか。俺が監督していなければ、来らい霧む辺りはそうやって滅びていったと思う。有限の金だというのに無限と錯覚して使いまくり、金が尽きて滅びただろう。使い切る前に首を切り落とされたのは同情するが。


    　世の中には信じ難い桁けたの数字になった金を手に入れる人間がゴロゴロいる。


    　大抵は犯罪としてそれを報しらされる。公的資金の私的流用であるとか、そもそも詐さ欺ぎであるとか。数百億、何兆円という額だ。上う手まくやっている連中もいるのだろうが、その違いは何だろうとも思う。


    　金は身の丈を超えると化け物になる。持ち主を喰くい殺す。


    　だから誰かが監督してやらなきゃならない。それが一つの対策だ。そして実際、今までは破は綻たんせずにやってこられた。俺は自分がそのぐらいの金を、真ま面じ目めに生きていけば稼げると分かっているから監督出来ている。


    　しかし破綻はよそからやってきた。それがこの金に関係しているのかは分からないが。


    「……中国人マフィアが、俺たちに金をかっ攫さらわれたのに気付いて報復に来たとする」


    「おう」


    「どこで気付いたと思う、怜れいは？」


    　そこだった。


    　最初に殺されたという事もあるし、来霧が下へ手たを打った、という可能性もある。こちらが幾ら出金を絞っても、来霧が金持ちヅラで『俺は金を持っている』だの『アホの中国人からかっ攫った』だの吹ふい聴ちようして回ったのでは意味がない。俺たちだって来霧の動向をいちいち観察している訳ではないのだ。


    　だからあり得る。汗っかきで丸顔で、スライムなんて陰で言われていたような奴やつだ。大金を手にしたとなってストレスを発散したくなっても仕方ない。予想済みのリスクだ。あいつを抱え込んだのは、地元のアウトローに妙に顔が利く、というだけの理由だった。


    　それは俺たちの計画に必要な要素だった。


    　絞れるだけ絞っての六人だった。


    「来霧が首を切られる前に、脅されたかどうかして玻は璃る人ひとを呼んだ」


    「俺じゃなくてか？」


    「そこだ。普通なら怜れいに連絡を入れる。何な故ぜか玻は璃る人ひとを呼んだ」


    「あいつらは、それなりに仲が良かったように見えたんだが、何か不自然か？」


    「仲が良かろうが、本当は嫌ってようが、玻璃人を呼んでも金の問題は解決しない」


    「つまり金の事は何も言われず、怖い、ヤバイ、そんな理由で電話をかけたって事か」


    「龍りゆう童どうは来てくれないだろうしな」


    「燐りん華かに至っては着信拒否だろうしな」


    　また考える。


    　考えるのに、傍そばにいて欲しいと俺が思う誰かは、仲間内ではやはり銘めい次じだ。頭がいいというよりも、俺の考えたい方向に、綺き麗れいに思考を合わせてくれる。


    「……しかしな、怜。仮に一番ずさんな来霧から足がついたとする。何でそれで中国人マフィアだ？　来らい霧むみてえなのが中国人の裏社会と関わりあるとは思えねえんだがな。むしろ国税庁辺りが順番としちゃ先だろ」


    「そうならないように俺が預かっている。多少、金遣いが荒くなったところで、家を買う訳じゃねえんだ、そうそう、目はつけられない。だから地味な浪費が却かえってアングラな連中の興味を引いたって事もある」


    「それにしたって、ガキにしては、ってだけで、世の中にゃもっと浪費しているのもいる」


    「そしてまさか、そんなバカっぽいガキがマフィアの狙ねらってた金、奪ったなんて思わない」


    「つまりどうにも不自然だ。警察だって困ってんだろ、殺人事件にしたって異常だし」


    「異常者の犯行って事になってる。何にしても続編待ちだ」


    「単巻で終わられたらそれこそ迷宮入りか」


    　怨えん恨こんの線がまだ残っている。来霧は嫌われながらも好かれる矛む盾じゆんしたタイプだ。みんなと仲良くは出来ないというだけの事だ。単純に、それこそ逆上したキャミソール姿の女にでも殺されたというならそれは多分、すぐに解決する。


    　玻璃人がいなくなっている事も、警察は都合よく忘れるだろう。偶然失しつ踪そうしたというだけなら、ただの失踪人だ。


    　警察は金というキーワードを知らない。俺の親おや父じですら知らない。


    　仮に知っていたら、必ずもっと不自然な動きが出る。何より俺が怒鳴られるでは済まないし、そういう親父の動揺が伝わってきて然しかるべきだ。単に、俺が警察の動きに興味を持っている、という事で片付けられている。


    　浮ついた興味本位でない事は丁てい寧ねいに偽装していた。将来は警察官僚になりたいのだとも言ってある。よく出来た息子を俺は演じきれている。


    「……三億、横からかっ攫さらった。その後にありがちな浪費から足がつかないようにも、何とか処理した。巧うまく行きすぎだと思ってたくれえだが、やっぱりそれが原因なんじゃねえか。大金奪われた恨みなんての、数年如ごときじゃ消えねえよ」


    「……何人か殺して強奪した金だしな」


    「恨みつらみは思い当たるだけで山ほどある。そのどれか一つが引っかかってこようが、もしくは全部の因果が結託して牙きばを剥むいてきたって俺は、そりゃそうだろうって納得するよ。何が納得出来ねえかって言ったら、牙剥いてきたのがバニーガールって事だ」


    「そりゃそうだけど」


    　銘めい次じの疑問はもっともで、そして全く答えが分からない。


    　気の利いた解釈は浮かばない。


    「たまたまいたんじゃないか、って思ってるけどな、俺は」


    「……そりゃ繁華街だしそんなカッコで呼び込みしてましたってなってもオカしかないけどな。何で裏路地よ？」


    「そもそも調べてみたんだが、そんな格好で呼び込みさせてる店はそこから結構遠い。呼び込みにしちゃ距離が離れすぎてる。偶然見かけた呼び込みの女を見間違えた、ってんじゃないんだ」


    「じゃあ幻覚か、やっぱり」


    「噂うわさの方はもう、殺人首切りバニーガールで広まってるけどな」


    　ばかげた話の方が真実、という事はよくある。


    　かといって何の確証もなしに逆張りしたって、不利なだけだ。それはただの反抗心に過ぎない。常に逆を張れる自分に酔っているというだけだ。勝ち目があり確証がなければ、それはただのギャンブルでしかなくなる。


    　要はどちらかに確証や勝ち目が見いだせない時は、常に視野を広く持ち、可能性を心の隅に置いておく程度の心構えを持つべきだという事だ。ばかげていても検証はする。必ず、それは手触りを確かめておく。


    「つまり怜れい、お前は『たまたまバニーガール姿の女が歩いてた』って言いたいのか？」


    「もしくは、本当にそいつが殺した」


    「何の為ためにそんなカッコしてんだよ」


    「知らん」


    「話にならんが、そのバニーガールを除いても、とにかく可能性は二つだ。偶発的な事件と、中国人マフィアの報復。後者なら分かりやすい展開になる」


    　玻は璃る人ひとが掠さらわれている。


    　あいつは全て吐くだろう。吐いてくれても構わない。意地を張られてもフォローしてやれる自信がない。仲間が誰で、どういう金の使い方をしているか。何な故ぜ、あいつらの強奪計画を事前に知り得たか。


    　玻璃人は知っている限りを吐いて殺されるだろうし、そうなれば俺たちが次に首を刎はねられるのかも知れない。


    「俺と、銘めい次じ。それに燐りん華か。俺たち三人は取りあえず引きこもる」


    「……龍りゆう童どうを囮おとりにするのか？」


    「あいつがそうしたがっていた」


    　そして襲おそわれて、龍童が殺されるという事を俺は想像できない。バズーカ砲でも素手で受け止めそうな男なのだ。それで釣られて襲撃を受ければ相手が俺たちを狙ねらっている事が分かる。巧うまい事相手を捕つかまえられれば、それこそこちらも拷ごう問もんしてやる。燐華辺りが抜群に巧い。


    　まかり間違って龍童まで殺されたとしても、狙われている事だけは確定する。


    　俺はそれを指示した訳じゃない。


    　龍童が、自分からやりたいと言い出した事だ。


    　あの目立つ男がうろうろとしていれば、狙っているなら襲わざるを得ない。俺たちは引きこもり続けるだけだ。燐華と銘次は玻は璃る人ひとに住所を教えていない。俺もまずいが、公安警察幹部の自宅に押し入るほどのリスクは後回しにする筈はずだ。


    　親おや父じの力を総動員で利用している。


    　それに俺はしばらく、銘次のこの部屋に泊めて貰もらう事にしていた。


    　家賃の半分を月払い、一か月いなければ日割り計算。しっかりしている。俺の安全もあるが、得た情報をすぐに銘次と考えてみたかった。俺たちの繋つながりは曖あい昧まいな合意よりも感情論よりも、銭勘定で割り切った上での連帯感がより強固となる。


    　犯罪で得た大金で繋がった同士だ。今更友情も仲間もない。俺たちは互いの繋がりを銭という数字で繋ぎ止め続ける。そしてそれはシンプルで冷静で、分かりやすい事この上なかった。


    「そう言えば来らい霧むの取り分が浮いてる。運用してみるか？」


    「俺は大きく勝てない。運用を任されても困る」


    「かといって俺に任されてもな」


    「増やすんじゃなく、俺らの金を守るのに使えばいい。俺らは今、ひょっとしたら危機に晒さらされている。来霧の取り分を使えれば、それなりに防御の選択肢は増えるだろ」


    　銘次はマルチモニタで上下動する株価をやる気なく眺めながら呟つぶやいている。


    「……それにお前はさ、怜れい。多分そういうの向いてるよ」


    「金を使うのがか？」


    「いや。他人の面倒を見る事。そうじゃなかったら何で一番面倒くさい金の管理なんか引き受けるんだよ。王様タイプなんだよ、お前は。俺とは全然違う」


    「王様ね。頭取よか気分はいいな」


    「俺なんか自分守る事しか考えてないからな」


    　勝ちに行くのではなく守る事を考えるのは銘次の長所だ。少なくとも大損はしない。こいつには欲というものがないのかと思えるほど、勝ちを求めない。きっと銘次にも欲はあるのだ。負けたくないという欲が。


    「それに玻は璃る人ひとの分が追加されるかも知れないんだろ？」


    「そうなった時は間違いなく、俺たちを狙ねらってきているって事だな」


    　同時に物事はくっきりと明確になる。


    　俺はリスクを負ってでも物事を明確にしたがるタイプだった。たとえそのリスクが、自分の首と命を奪いかねないとしても。

  


  
    


    


    


    6.YOU ARE IN ROCK（2）

    


    



    　針を刺す拷ごう問もんが止まった。


    　あのバニーガールが遠慮も会釈もなしに思うさま、俺に針を刺しまくってくれた。最後には随分上達していた。それからずっと、俺はかなり長い間、何もされていない。長い間といっても時間の感覚が全くないから、それが三日なのか一週間なのか一か月なのかも自信がない。


    　針山地獄は終了だろうか。


    　それともまた、俺が気を抜いた時に再開されるのだろうか。


    　全身に包帯が巻かれている。


    　腹は縫ぬわれている。縫ほう合ごうが思ったより大きい。手術でもしたんだろうか。


    　そういえば、医師のような奴やつがいたような気もする。幻覚かもしれないけれど、こうして医学的処置が為なされているのなら、本当にいたのかも知れない。


    　金髪の白人だった。


    　マスクと帽子を被かぶっていてもそれは分かった。中国人だけじゃない、という事になる。もしくは単に、そういう容姿の中国人か。言葉は一切発さなかったから、それは分からない。


    　注射を打たれる感覚は覚えている。


    　それは前からそうだ。


    　違うようになったのは、全身に血圧計みたいなベルトを巻かれるようになった事だ。そこからちくちく電気刺激が来て、全身の筋肉を痙けい攣れんさせる。筋肉痛が全身に広がり、そして消える。注射、電気刺激、食事。包帯もきちんと替えられ、恐らく、体も拭ふかれ、俺の健康状態にある程度気を使っているのが伝わってくる。


    　だから何かが分かるというのでもなかった。


    　相変わらず、脳はずっと霞かすみがかかっていて、推論というものを許さない。


    　間違いなくダウナー系の薬物。平衡感覚さえおかしくなるほどの酩めい酊てい感。そして異常な食欲。


    　こいつらが俺に何を求めているのかが分からない。


    　それが精神的な拷ごう問もんだというなら、ダウナー系の薬物など普通は処方しない。バッドトリップにでも入るならともかく、これでは放置され何も求められない事への不安が湧わいてこない。常にぼんやりとした多幸感の中にいる。


    　自分の名前すら忘れがちになるほどに。


    　何かを聞き出したいなら、俺をこの状態にするのは妙だ。


    　記憶すら曖あい昧まいになっていくというのに、これでは言いたくても言葉にならなくなっていく。じゃあただ痛めつけるのが目的かというと、それもおかしい。ここしばらく放置されているのは、間違いなく傷の回復を計算している。あいつらは、俺の痛んだ体をしばらく治療する事に決めているのだ。


    　何も分からない。


    　そもそも考える事すら出来ない。


    　食事におそらくは含まれている睡眠薬。入眠前に、矛む盾じゆんするように一瞬の明めい晰せきな思考回転が訪れる。その僅わずかな時間で、俺は元からそれほどよくない頭をフル回転させなくてはならない。怜れいや銘めい次じならもっと巧うまく何かを思いつくのかも知れなかったけれど、俺には無理だ。その一瞬は入眠と共に根ね刮こそぎ失われ、何を思考し何を口にしたかすら忘れてしまう。よく自白剤と呼ばれる薬物にも同じ効能があると聞く。


    　眠る為ために脳の警戒心と緊張が緩ゆるみ、枷かせが外れて回転し思考し無意識にべらべらと喋しやべり続けてことりと眠る。自白剤と睡眠薬は設計思想が似ている。だから拷問なのかな、これは、とも考える。記憶が飛んでいるのが恐ろしい。


    　自分が何かを問われた記憶も、答えたという確信も何もかも得られず、時と共に脳が軟化していき全てが朧おぼろに霞かすんでいく。


    　薬物の他は、ただ針を突き刺すだけだ。そして体が痛むとこうして、治療までしてくれる。ひょっとして俺は本当にとっくに死んでて、針山地獄に落ちているんじゃないだろうかとも思う。あそこも、風が吹くと体は治って永遠に責め立てられると聞いた。俺は仏教徒じゃないどころか、賽さい銭せん箱は盗むタイプだし、年末年始は鐘を夜通し撞つきまくってはしゃぐタイプなんだが、それでもやっぱり地獄に落ちるというのは納得いかない。出身地か国籍で決まるものなのか。


    　糞くそも小便も垂れ流しだ。


    　誰も片付けない。


    　俺も気にならない。


    　凄すさまじく不快な臭においと環境だという事は理解している癖くせに気にならない。むしろ排はい泄せつが俺の体内時計の針を刻むようで心地よかった。随分前から全裸の状態だ。傷に悪いのは分かっている。包帯を替えられる時に、体を拭ふかれているのも分かっていた。


    　立てない訳じゃないし、動けない訳じゃない。気力が湧わかないだけだ。


    　たまに立ってみるが、視界がふらつくとすぐ座り込んで、横になってしまう。


    　この空間の奥に便器と水道があるのは分かっていた。そこまで移動するのも面倒くさい。無気力さは間違いなく薬物がもたらすもので、俺という人格は不快さを感じなくなっている代わりに、より良い環境に逃のがれようというポジティブさも失っている。


    　動物園で飼われている動物だってもう少し気力がありそうなものだ。


    　傷が回復してくると、またあの針山地獄が始まりそうで、それを考える時、少しだけ逃げなければという気持ちが湧いてくる。それもすぐに忘れてどうでも良くなってしまう。


    　放水に晒さらされた。


    　久しぶりに感じた水圧の刺激が、ほんの少しだけ俺をまた明めい晰せきにさせる。


    　余りにも俺の周囲に溜たまりきった汚れを洗い流しているのか、俺に浴びせているのかまでは分からない。包帯は外され、俺の体にはまだ癒いえきっていない傷跡が、無数に穴として点在し、かさぶたは水圧に剥はがされ血がにじみ出す。全身が疼とう痛つうを帯びて不快になる。


    　不快さを久しぶりに感じ取った。


    　高圧洗浄機か何かで吹きつけられる水は奥へと流れていく。この床全体に傾斜が付けられているのに初めて気付いた。俺の垢あかや糞小便、食い残し、そういったものが床から剥ぎ取られ流されていく。俺の寝床みたいになっていたというのに、酷ひどい事をする。気に入り始めていたのに。


    　気が済むまで水で流している。俺の全身を洗い、その後は汚物の乗った水を排水溝へ届ける為ために吹きつけている。俺のことなど気にもしていない。気にしているのは、俺に針を「上じよう手ず」に貫通させまくっていた中国人らしき男の方だった。


    　そして俺の傍そばに来て、俺の体中にあいた傷と穴ぼこを観察しているのは、白人の方だ。今日はマスクをしていないから、顔が見える。特に何の感想も抱いだかない、平凡な白人の顔に見えた。映画なんかで、いつまでも役名を客に覚えて貰もらえない割りに、何本も脇わき役やくで出演しているというような顔立ち。


    　その薄青色の目を覗のぞき返した。


    　視線が合った。俺の、確かに意志を持った視線に白人が気付く。


    「……俺をどうしたいんだよ？」


    　そう言ってみた。言葉になった自信すらない。


    　俺を床に放り投げて、白人はおそらくは英語で、中国人に何か喋しやべりかけている。その返答も俺には何を言っているか分からない。俺に理解出来ない言葉で何か会話をされていて、それがきっと俺に関わる会話なのだろうなと思うと、途端に落ち着かなくなる。


    　今更だ。訳が分からないのも落ち着かないのも最初からだ。


    　それなのに、俺が今感じている居心地の悪さは新鮮さがあった。薬物の影響だろうか、意識を失って取り戻し、そして意志さえ蘇よみがえっている今のこの瞬間だから感じる、新鮮な不快さ。


    　返事が貰もらえるとは思ってなかった。


    　ただ喋ったら驚くだろうな、と思っただけだ。動物園の檻おりにいる動物だって、突然外の人間に話しかける事が可能ならそうするだろう。絶対に驚くと知っているなら、何の意味もなくそうするに決まっている。楽しいからだ。


    　意表を突くのは楽しい。


    　不意にそう感じた。それも今更だろうが、俺には素晴らしい閃ひらめきのように感じられた。


    　これ自体が、俺の精神が変調している何よりの証拠だ。くだらない閃きや何という事もない思いつきに、まるで革新的な発想に至ったかのように感動する。他人に絶対にそれは伝わらない。そして伝わらなくても全く構わない。


    　立ってみた。立てる。やる気がなかっただけだ。


    　やれば出来る。


    　やらずにいた事をやったというだけの事に達成感がある。


    「何なんだよお前らは、人掠さらって針は刺すわ、薬物は仕込むわ意味が分かんねえよ……！」


    　口が思ったより回る。声が出る。


    　白人がそれに驚いている。


    　叫んでやろう。さぞかし驚くはずだ。それがとても楽しい。俺が叫ぶとは思っていないに決まっている。何な故ぜなら俺自身が叫べるなんて思っていなかったし叫ぼうとも思っていなかった。この訳の分からない高揚感は間違いなくドラッグの作用だ。脳みそのバーストエラー。不意の興奮状態。自分の脳を回転させ加速させる感じ。まるで噛かみ合わない空回りが楽しくて仕方がない。


    「……てめえら……！」


    　叫びかけて不意に息が詰まった。腹から凄すさまじい激痛が沸き上がり、全身が痺しびれる。スタンガンを当てられるのと感覚は似ていた。腹にぶち込まれた傷。針じゃなくピンヒールの踵かかとを叩たたき込まれた跡。内臓にまで達しているような傷。


    　そこにバニーガールがいた。


    　体が小さくて気付かなかった。いつのまにそこにいたのかさえ分からなかった。ピンヒールが見える。履いている。それなのに足音がしない。間合いを詰めた、なんてものじゃなく、懐ふところにいると思った瞬間には、俺は打撃を加えられていた。


    　傷目がけての肘ひじ。


    　俺の全身は、その傷への追い打ちで麻ま痺ひし思考が切り裂かれた。何も考えられず、気付けば濡ぬれたリノリウムの床でのたうち回っていた。呼吸を整える。息が出来ない。肺を打たれた訳じゃないのに呼吸が不規則になる。


    　背中を思い切りつま先で蹴けり下ろされて、採集された虫みたいに動けなくなる。それこそ指一本動かせない状態になる。電撃のような一撃。


    　痺しびれた俺に、白人が乱暴な手つきで注射を加える。抵抗は出来ない。


    　血液が巡る。静脈に突き立てられた針からの薬物が半身を巡り心臓に達する頃には、俺の意識は千ち切ぎられたように途絶えるんだろう。


    「今のはよくやった」


    　褒ほめ言葉。俺にじゃないだろう。


    　それでも俺は自分に言われたような気がした。


    　だから次は、もっと驚かせてやろうと、そう決めていた。

  


  
    


    


    


    7.（STRANGE ANIMAL）

    


    



    　俺の生涯は多分、誰かと戦い、そいつを倒す為ためにある。


    　今はそれが出来る。自信もある。一〇年後も出来るだろう。


    　それが二〇年、三〇年となったらどうか。誰もが無理だと言う。そう考える。年には勝てないと。格闘家がそうではないかと。どこの格闘技に、還暦のチャンピオンがいるというのか。俺だってそう思っていた。


    　今は違う。


    　屁へ理り屈くつを言う訳ではないが、例えば昔の剣豪など、老人の方が達人であったりする。多少、話を盛っていたとしても、ある程度それはアリな話なのではないかと俺は考えている。何な故ぜなら剣豪は、刀を使っていたからだ。


    　刀そのものは手入れさえしていれば、千年後でも使い物になる。変わらぬ殺傷力を持つ。だからそれをどう扱うかという理屈の問題になる。


    　戦い方を変えていく。それがピークを過ぎた人間、老いというものに侵食され能力を失っていく人間が戦い続け勝ち続ける為にすべき事だ。それは多種ある選択肢の中で、地味ではあるが確実な選択であるとも思う。


    　格闘技がスポーツである以上、同じレギュレーションの中での比べ合いを求められる。


    　レギュレーションの中での競い合いならば、フィジカルの衰えを突きつけてくる加齢は命取りとなる。


    　だがスポーツではないならば。


    　俺が、レギュレーションというものに従うことが出来ないのは、それが大きい。何をしてでも勝て、というのならば、たとえフィジカルが衰えたとしても、それを補おぎなう術はある。しかしそれは、レギュレーションの中では許されない。ぶっちゃけた話、ピークにある世界チャンピオンの格闘家を、老人が倒すことだって出来る。


    　刃物で刺せばいい。


    　金かな槌づちで頭を殴ればいい。


    　車で轢ひき殺せばいい。


    　銃で撃てばいい。


    　毒を盛ればいい。


    　やりようなど幾らでもある。それは『相手を殺した方が勝ち』というレギュレーションならば反則ですらない。フィジカルのみに頼るのは勝手な自己満足に過ぎない。プライドと拘こだわりに過ぎない。そしてその人間の、勝手な価値観に過ぎない。


    　知り合いに、実戦派空手の黒帯という男がいた。相当熱心にやって段位も高かった。そいつは風俗店の店長をしていたが、金銭トラブルで数人のチンピラに刺されあっさり殺された。或あるいは恋人に振られ逆上し、相手の女を殺そうとした日本ランカー上位のボクサーがいたが、そいつは殴るどころか包丁で刺し殺そうとした。


    　俺はそれらを全て肯定する。


    　俺が、素晴らしく恵まれた体を持っているのは、勿もち論ろん自覚している。それでも俺は、それだけが最強で最良の方法だとは思っていない。これは選択できる方法の一つで、そして尚なおかつ、準備の必要と協力者を募つのる事の手間を些いささか省はぶける程度の有利でしかないと、そう思っている。


    　そう、思っていた。


    　俺の認識はある時、改められた。


    　俺の生涯は多分、誰かと『素手で』戦い、そいつを倒す為ためにある。


    　そう思い始めた理由だって、そもそもはこの恵まれた体にあるのも自覚している。ある時期までは、俺はそれでも、使えるならば、それがより良い選択だというならば、武器を手にし人を集め、毒を盛る事さえやるべきだと思っていた。


    　それを改めさせられた。


    　俺が今までに、敗北と死を感じ覚悟すらした戦いの相手は、米べい寿じゆを越えていた。


    　もうじき九〇になろうという年だったと後で聞いた。


    　筋肉は実は、相当な年月までトレーニングに反応する。筋肥大まではいかなくても、こまめな鍛たん錬れんを欠かさなければ、多少の劣化程度の維持に留とどめる事は出来る。それでも痩やせていく筋肉を保ちたければ薬物を使うという手段もある。


    　あとは、脳組織と神経反応の問題になるが、これも成長を諦あきらめ維持に徹するなら、動きはそれほど無残に衰えたりはしない。


    　とはいえ、その年齢で達人級の戦闘能力を維持するなら、それなりにやり方を考えるのが当たり前だ。スタミナという大敵がウィークポイントとなる。心肺機能だけは鍛きたえ続けたところで衰え続け、必死で維持したフィジカルに十全な動きを続けさせる事が出来なくなってしまう。


    　だから関節を狙ねらうだとか、急所に攻撃を集中させるだとか、相手の力を利用した受けに徹して、逆に相手のスタミナを摩ま耗もうさせるだとか、やりようを考える。


    　常識であって、ある意味、そうせざるを得ない自発的なレギュレーションでもある。


    　年には勝てない。それが決して覆くつがえらないと俺は思っていた。


    　覆るのだ。


    　あの相手は、関節も投げも使わなかった。打撃のみで俺を殺そうとした。殴り殺されるかも知れない、と初めて思った。


    　格闘技は体重のぶつけ合いだと俺が考えるようになったのは、あの一戦があったからだ。俺の方が遥はるかに大きく体重もあった。ただ届かない。俺の一〇〇に達する重さのうち、どれだけが相手に届いたか怪しい。インパクトの瞬間、三割も乗っていなかったのではないか。相手の体重はおそらく六〇前後。それを八割以上は乗せてきた。


    　乗った体重は速度によって乗算される。


    　肘ひじに乗る。膝ひざに乗る。指につま先にそして拳こぶしに乗ってその重さが俺に届く。


    　骨を三本折られ左腕が使い物にならなくなった。喉のどが潰つぶれて呼吸が困難になった。足を潰されなかったのだけが救いだった。


    　身の処し方は中国拳けん法ぽうを思わせた。


    　半身になって腰を落とす。掌てのひらを開き構えが固まらない。何より動き続ける。かといって発はつ勁けいのような『ゼロ距離打撃』とも違う。少なくとも加速させ動かしている。その場で体重移動を終えて最大の打撃を炸さく裂れつさせる、そういう類たぐいのものではなかった。


    　もっと大味な打撃だった。


    　回し蹴げりであるとかロシアンフックであるとか、そういう慣性と力を利用した説得力のある当たり前の打撃である癖くせに、理屈が全く分からない。体重を自由自在に関節という関節に乗せる事が出来るとでも言えば一番近いか。


    　肘や膝の一撃が、その一つ一つ全てが肩でまともにぶつかっていく体当たり、向こう見ずなタックル並みの重みを持っている。


    　簡単な話だ。


    　猛烈な勢いで飛んでくる砲丸を受け止めるバカはいない。躱かわす。仮にゆっくりと飛んできたとしても避よける。受け止めるだけでダメージがあるに決まっているからだ。それを理解するまでに、俺の全身は腕一本の破損と呼吸器系の不調を引き受けてしまっていた。


    　喉のどは不意打ちだった。少しは躱せた。だから完全には潰つぶされなかった。


    　左腕は酷ひどい有様だった。左腕を犠牲にして、俺はその相手が尋常じゃないと確認したのだ。俺の知らない戦い方をし、そして高齢と体格差というハンデをものともせず、俺を本気で殺しに来た。


    　相手は黒衣を着ていた。合気道に似た袴はかまを穿はき、上うわ衣ぎもゆったりとしていた。どのような体重移動と体の動きで、あの凄すさまじい打撃を生み出しているのかは、その黒衣に阻はばまれて読み取れなかった。


    　板の間だった。


    　一二畳ほどの小さな武道場に見えた。多人数での練習は考えられていない。ごく少数が乱取り稽げい古こ出来る、もっと言えば二人で戦うのに丁度いい、そんな広さの道場。趣味でガレージを持っているような感覚で武道場を造ったような空間。


    　俺の目の前にいたのはどう見たって老人だった。


    　小柄な、なんという事はない、よくいる老人だった。姿勢がしゃんとしている程度が些いささか不自然なだけの老人。髪は真っ白で、そういえば目が酷く充血して真っ赤だった。


    　今、俺がいるのは路地裏にある駐車場だ。土地の使い道が思い浮かばずに、数台の車を停とめられる程度に設しつらえられた小さな駐車場だ。


    　そして老人ではなく、バニースーツ姿の女が目の前にいる。


    　人通りもろくにない路地裏の駐車場。立地条件から駐車料金が馬ば鹿か高くなっていて、一台の車の利用すらない。地主も儲もうける心算つもりはないんだろう。そしてここは、俺の為ために設えられた特設リングに成り代わる。


    　女はルビーレンズのサングラスをしていた。


    　名前は知らない。言葉も交わしていない。


    　歩いていた。そして俺はここに来て立っていた。何もなければしばらくこうしていて、帰ろうと思っていた。そこに現れたのが、このバニーガールだった。


    　なるほど、聞いた通りのバニーガールだ。お決まりのウサギ耳の飾り、バニースーツにタイツ、ピンヒール、それに何より白髪と赤いサングラス。


    　俺がかつて殺した老人と同じ存在だと直感させられる。この女も老いているのかというと、そうじゃない。髪が白いというだけだ。ルビーレンズの向こう側にある目玉は、やはり充血しているのだろうか。そうに決まっている。


    　この女は、あの老人と同類だと俺は悟っている。


    　老いてあれだけの代物が、更に若返る。脳ではなく脊せき髄ずいが、肉体が悟っている。


    　だが若い分、経験が少ないかも知れない。どれだけつけ込めるか考えると嬉うれしくなってくる。ほんの数瞬だけ、俺とバニーガールは向かい合ったまましんとした静寂の時間を共に過ごした。


    　俺は全身に力を循環させる。


    　込めるのではなく、順番に関節と筋肉の動きと反応を確認する。ほんの一瞬で済む。


    　息吹ブレスが冷たい。吸い込む空気が冷ややかなのはいい兆候だ。俺の体温が周囲の気温を上回っている。その冷たさに満足してしまいそうになる。気持ちが緩ゆるみそうになる。


    　その瞬間にバニーガールは、半身のまま間合いを詰めてリードジャブを放ってきた。体重は乗っていない。当てることを最優先して最短距離で当ててきた。挨あい拶さつ代わりの一撃を、俺は容た易やすく横へ、体幹の外へ弾はじき飛ばした。


    　戦闘開始だ。


    　手首を掴つかんでやろうかと思ったがそこまで甘くなかった。リードジャブが二連発で叩たたき込まれる。触れた程度だ。痛みすらないが上下に散らされて鬱うつ陶とうしい。


    　それで距離を制圧された。俺の間合いを取ろうとすると、近づいても離れても放たれるリードジャブの打撃は途端に重く強くなる。そしてこの距離では俺の全力が発揮できない。


    　軽く触れるだけのリードジャブがあの連打のスイッチになる。逆に言えば、有効打にしてしまえば動きが乱れる。


    　有効打とは体重と距離、速度がかっちりと決まった打撃だ。それだけで相手を仕留められるという一撃だ。だが自分でも予想していなかった瞬間、ラッキーパンチのようにそれが決まると、逆に戸惑う。


    　だから戸惑わせてやる。俺の体に有効打を入れさせてやればそれでいい。


    　やり方は簡単だ。距離を詰めるだけ。牽けん制せいのリードジャブをストレートにしてやる。


    　俺は痛みを覚え、それなりのダメージも負う。そして引き替えに、俺は自分の距離を手に入れる。ヘタにクリーンヒットした事で、俺がそこから一歩下がるのを許してしまう。その距離を嫌がって、バニーガールが踏み込んでくる。繰くり出す鋭い右の鉤かぎ突づきが、俺の左脇腹を抉えぐって悶もん絶ぜつさせようとする。


    　回転系。


    　気付いたのは直感に過ぎない。先の先を読む。常に考えていられる筈はずがない。こちらは殴られ蹴けられしているのだ。繰り返した実戦だけが本能レベルでその先読みを可能にさせる。


    　鉤突きは躱かわした。この距離は相手にとって半歩ばかり、遠すぎる。リーチは俺の方が長い。ここは俺の間合なのだ。


    　だが躱される事は織り込み済み。本命は後ろ回し蹴り。或あるいは更に裏うら拳けん。バックハンドブロー。コンビネーションの芸術品みたいだなと感心するが、俺もそこまで好き勝手にさせる心算つもりはない。


    　後ろ回し蹴りの時点でキャッチする。それは鍛きたえられた脚から繰くり出された物ではあるが、平凡な後ろ回し蹴げりでしかない。あの老人ならこの時点で、受け止めた腕に支障が生じてしまっていた。


    　生きてさえいれば勝ち負けはどうでもいい。


    　負けたとしても生き残っていれば、代え難い経験値として俺に蓄積する。そして次は勝つ為ための方程式を考える事が出来る。よりスマートに、より効率的に、そしてより俺に相応ふさわしいやり方で。


    　キャッチした足を引き抜かれた。油でも染みこませてあるのかと思うほど、バニーガールのタイツが滑る。思っていたのと違う。それだけで俺のテンポは崩れ、一瞬の無防備が生じる。想定外の現象に戸惑ってしまう。


    　ここでクリーンヒットを許すほど、俺は甘くない。


    　すかさず右の、バックハンドブロー。俺の打撃だがこれはフェイクモーションだ。距離が近すぎる。大振りが当たるのは期待出来ない。本命は小さな膝ひざ蹴り。小さくていい。確実に当てる。俺の距離を保ち続ける。


    　膝を相手の腹に突き上げた瞬間、おかしな手て応ごたえがあった。硬く、同時に柔らかいという矛む盾じゆんした味わったことのない感触。無視して畳みかけるように左の鉤かぎ突づき。こちらは充分に体重が乗っていた。左拳こぶしに明らかな違和感。砂袋を叩たたいたような、俺の打撃が拡散されていく感覚。


    　まだ俺の攻撃は終わらない。むしろここからだ。


    　格闘技のキモは十手二十手先まで構築する定石というが、それはトリッキーな動きや不意の崩しに弱い。だから何通りも定石を用意する。だけどそれは余りにも手間がかかりすぎる。俺は恵まれた体を持っているのだから、むしろそんなものに囚とらわれずに直感で動いた方がいい。


    　だからきっと、俺はルールに馴な染じめない。定石はルールに拠よって決まる。


    　本来なら、これほどの体格差なら定石もルールもくそもない。ただ圧倒して勢いで巻いてしまえばそれでいい。それが出来ない相手がいる事を、俺はもう知っている。この女が同じタイプだという事も、分かっている。


    　体を下げながら肩を落とした。そして思い切り体当たりをした。バニーガールが後ろに吹っ飛んでいくが、またしても何かが砕け散ったような砂の感触。砂というよりも、グラスウールのような細かい金属の擦さつ過か音おんが肩に感じられた。


    　距離が空く。


    　構え直す。


    　俺はスタンスを大きく取り両腕を前後にしたストライカースタイル。


    　バニーガールは半身の小さく纏まとまったスタイル。顔を守る気がないような、低く前へ突き出した両手の構え。拳は握っていない。


    　中国拳けん法ぽう。


    　日本拳法でも構えは低い。だがその体重移動と、そしてフレキシブルに構えを変えられる体重移動は中国拳けん法ぽうのそれだった。一発の重さよりも手数を優先する。


    　やっと構えた。構えてくれた。格闘技、もしくはそれに準じた技を持つ者は、ちゃんとした試合でもない限りまず構えない。喧けん嘩かなら尚なお更さらだ。構えるまでもない、というのも勿もち論ろんあるが、そもそも構えの時点で定石の一打目となる。


    　それをするという事は、俺もバニーガールも、それなりに打ち筋を決めたという事だ。読み間違いから来る致命的な敗北を共に背負ったという事だ。


    　とっかかりが出来た。俺のストライカースタイルは素人が適当に物もの真ま似ねでそれっぽく構えているというふうのフェイクだから、相手に俺が『何を使うのか』を読み取らせてはいないだろう。何しろ、俺自身、どう攻めようか選びあぐねているぐらいだ。


    　……選びあぐねる？


    　タックルから寝技か？　関節の取り合いか？　カウンター狙ねらいか？


    　違う。まるで違う。俺があの老人から、命のやりとりをかけて教わったものはそうじゃない。迷いなく全体重のうち、少しでも多くを速度に乗せて相手に届けること。それだけのシンプルな技法。そこに迷いはない。


    　迷い考えるとしたら、あの、バニーガールの腹に打撃を与えた時の不可思議な感触だ。ダメージが通っている気がしない。あのおかしなバニースーツはそれなりに鎧よろいとして機能しているのかも知れない。タイツもそうだ。やたら滑る。


    　そうなってくると頭か。何一つ小細工の見受けられない、白髪の頭。その脳天に打撃を届かせる。胴は駄目だ。駄目だと俺の直感が告げている。戦って相手を倒す為ために産まれたとまで自負する俺の直感が。


    　バニーガールがコマ落としのように間合いを詰める。詰めた時にはその足が高々と振り上げられている。両足が交互に俺を、竜巻のように襲おそう旋せん風ぷう脚きやく。しかもそれに拳こぶしの打撃を加えたフル稼働。


    　金的。目。喉のど。腎じん臓ぞう。急所を狙ねらう打撃を加えてくる。


    　何にせよ必ず二連繋つなげてくる。こちらの攻勢をそれで止めてしまう。かといって下へ手たに受け一方に回れば、今度は倒される。中国拳法ならタックルではなく足絡みからの芸術的な倒し方を経てのマウントを狙ってくる可能性もある。


    　だから捌さばくのでは弾はじく。


    　受けるのではなく押し返す。


    　連撃を重視する故ゆえに一発一発は軽く、軽いからこそ急所を狙う。それを予測して押し返す。相手の打撃部位への小さなカウンターにもなる。当たる場所もずらせる。打撃の打ち合いだというのに、まるで柔道で崩し合うように相手のバランスを少しずつ少しずつ不安定にさせていく。


    　打たせるが打たせる以上の事はさせない。封じ込めながらこちらの一瞬を狙う。これは『打撃の組み合い』だ。打たせる事で相手を崩す。そしてこれらは全て前ぜん戯ぎに過ぎない。必ず本番が来る。


    　あの老人がそうだった。


    　腰を入れて打つ、などという生なま易やさしいものではない、全体重が打点に凝縮されたような重い一撃が。あれさえ入れればまず勝てるというシンプルかつ最強の打撃。自身を投げ出し放り込むような必殺の一打。


    　こうしてちまちまと俺を連打で封殺しているのも、その加速を得る為に過ぎない。


    　勿もち論ろん、本当に来るかは分からないが、俺は来なきゃ嘘うそだと思っているし、勝手に期待しているし、一人で興奮している。


    　回す。回す。回して回して回し続ける。まるで鎖くさり鎌がまだ。鎌か分銅かを投げ放つ前のように質量を極端に寄せていき、そして、それは放たれる。


    　それを待っていた。


    　回転に回転を重ね「遠心力」という事で説明したような気になっている規格外の一撃、俺の全てを打ち崩すような一撃を。俺の全身が水のように震え揺さぶられるこの瞬間こそ、俺の待ち望んだ瞬間だった。


    　踊れ踊れ。気持ちよく回転演舞を続けてくれ。舞い続けろ。


    　その先でお前の必殺が俺の必殺に転化する。あの老人を殺した時からずっと考えていた。


    　胴に何を巻いていようと知った事ではない。たとえ鉄の鎧よろいを纏まとっていても俺はそれを貫き通す。最大最高の一撃に対してカウンターを入れてやれる。ストライカーとしてこれほどの喜びはない。


    　俺はその誘惑を断ち切らなければならなかった。


    　残念で仕方がない。


    　本当に、とても、残念で無念だった。


    　この一撃に殉じて死ぬ訳にはいかなかった。発はつ勁けいの一撃を受け止めながら、俺はさもその打撃に屈服したように横倒しになる。女の自信ありげな表情が視界に映る。それを今すぐ打ち砕いて粉々に出来るのだという自負を諦あきらめなければならなかった。断っておくが、一生に一度打てるか打てないかという機会だったのだ。


    　横倒しに俺が倒れる。ずっと背中にひりひりとした気配を感じていた。


    　銃声が轟とどろく。


    　勝利を確信していた女の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむのを見て満足するしかない。


    　四一〇ゲージのスラグ弾をもろに腹に喰くらってバニーガールが吹っ飛んでいく。倒れながら俺は背後を確認する。


    　燐りん華かがご自慢の『判事』を構えて立ち尽くしていた。

  


  
    


    


    


    8.CROSSBOW BOLT

    


    



    『判事』を久しぶりに、人に向けて、人を殺すつもりで撃った。


    　私の鍛きたえ上げた腕は別に、ダイエットやプロポーション維持の為ためじゃない。いつかまたこの銃で人を撃つ為の準備として鍛え続けてきた代物だ。腕だけじゃなく全身をくまなく。龍りゆう童どうみたいに人を素手で殴りたくて鍛えてる訳じゃなかったから、そんなに目立たない。


    　龍童ごと撃ち殺そうと思った。


    　というか、引き金を引く直前に私が思っていた事は誰かに鉛玉をぶち込めるというそれだけの歓喜で、要するに誰でも良かった。


    　龍童は巧うまい事躱かわした。ああやって殴り合いに集中していても周囲に、ましてや背後からの銃口に気付ける。フィジカル面で龍童が化け物じみているのはよく知っている。あいつは鳥のように周囲の対流を肌で悟り蝙こう蝠もりのように微細な音を聞き取れる。


    　だから『判事』の放った熊くま弾はバニーガールの腹にまともに突き刺さり吹き飛ばした。次に装そう填てんされているのは鳥弾。蛇へび弾も熊弾もまだある。リボルバーは素晴らしい。


    　何しろ次に撃つ弾を選べる。


    　私は銃口を降ろしていない。両手で握ったグリップが微かすかに汗で滑る。心地よい。


    「アレまだ生きてるぞ、燐りん華か」


    「知ってる」


    　地面から聞こえてきた龍童の声。私はそちらを見ていない。吹っ飛んだバニーガールの方だけを見ている。銃口がぴたりと倒れた女に据えられているのが我ながらよくやれている。何しろ、重い。震えずに狙ねらいを定めているだけでもかなりの重労働だった。


    　トーラス・ザ・ジャッジ。


    『判事』の名を持つ回転弾倉式散弾拳けん銃じゆう。


    　約一キロとはいえ保持し続けるのは結構辛つらい。まして正確に、狙いをつけて、となると。


    　これをくれた米国人が『クソの役にも立たない』と言っていた銃だ。実際、拳銃としては確かにクソの役にも立たない。ライフリングが付いていないから弾丸が遠くまで飛ばない上に当たらない。銃身が短いから絞りも加えられず、散弾銃としても使い物にならない。


    　それでいい。私は掌てのひらで爆発するような刺激が欲しかっただけだ。殴った方が早くて確実という距離で弾丸をぶっ放したい。気持ちがいいからだ。


    　人に当てられれば尚なおのこといい。


    　そんな訳でもう一発、倒れているバニーガールにブチ込んだ。今度は散弾。龍童が慌あわてて飛び退のくのが見えた。この距離でも結構拡散するのは分かっているみたいだった。


    　倒れていたバニーガールもしっかり飛び退のいている。気を失ってはいなかったらしいけど、そのフリをしていた分だけ反応が遅れた。小細工をするからだ。熊くま弾ならそれでも躱かわされていただろうけど、今回は鳥弾だ。躱しきれない。


    　駐車場のアスファルトに食い込んで微かすかに抉えぐる。小さな鉄粒が跳ねる。


    　立ち上がったバニーガールの左腕から血の滴しずくが落ちる。ルビーレンズのサングラス越しにこちらを睨にらんでいる。左腕は持ち上がっていた。鳥弾の二、三発じゃ喰くらっても動かせる程度の傷だろう。小さな粒だ。仕留めるなら鉄塊そのものの熊弾を当てればいい。


    　そのバニーガールの姿が霞かすむ。動きが、速い。


    　目も眩くらむとはこの事だ。


    　手から『判事』が蹴けり落とされ、頸けい骨こつを一瞬でヘシ折られて死ぬ。


    　そんな私の死を止めたのは龍りゆう童どうだ。横から弾はじいて蹴りを返す。私を守ったというより、横からバニーガールを殺しにかかったとしか思えなかった。


    　もう一発撃つか、と思ったら制止された。


    「三発も撃つな、やかましい。目立って仕方ない」


    「今更でしょうが」


    「俺がやかましいって言ってんだよ」


    　要するに邪魔するなという事らしい。バニーガールは龍童に弾かれたまま近寄ってこない。顔を顰しかめている。その顔が微かすかに引き攣つっていた。
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    　横からの、龍りゆう童どうの蹴けりが効いたらしい。腹にモロに喰くらっていた。効いたぐらいで済んでいるのが凄すさまじい。私だったらあっという間に死んでいる。そういう力を体に宿せるというのは、とても羨うらやましい。


    　バニーガールはそれなりにやるんだろう。さっきまでの龍童との喧けん嘩かは見物していた。興奮してきたから近寄って無造作に引き金を引きたくなった。


    　力に対する渇望が、私の中にある。間違いなくある。


    　格闘技を習ったり、無む闇やみに体を鍛きたえたり、そういう事では満足出来ない。私が龍童みたいな体だったらさぞかし満足していただろう。私は残念ながら、たとえ何十年鍛えても、私が満足する力を得る事は出来ない。


    　子供の頃からそれは分かっていた。


    　男子でも女子でも、相手が誰だろうと私はすぐ殴りかかったり蹴ったりしていた。とても嫌われていた。やり返されてボコボコにされた事もある。女だというのに容赦されないぐらい、私は常にそういう事をしていた。


    　それに恨みはない。


    　ただとても悔しかった。私は、私が理想としている目標点に、どれだけ頑張ろうと到達出来ないのが分かって悔しくて堪たまらなかった。


    　それは女であるという事から始まり、骨格や筋肉量、体質、そもそもの才能、そういう様々な要素がこれでもかというほどに邪魔をして立ちふさがっていた。絶対に手に入らないものがなければ、私の欲求と渇望は満たされない。


    　自分ではよく分からないし自覚もないのだけれど、私はどうも可愛かわいいらしい。


    　見た目がいいらしい。


    　女に限らず、ルックスに恵まれるというのは喜ぶべき事なんだろう。私には、それがどうでもいい事にしか思えなかった。別にチベタンマスティフみたいな犬ヅラのデカい女でも私にとっては、むしろそっちの方が嬉うれしかった。


    　だけど私は小柄で、そして可愛らしく、口説かれやすくて要するにモテる。モテるというのは他人から評価を高くつけられるという事で、本来なら悪い気はしないのだろうけれど、私はどうしても力が欲しかった。


    　何よりも、圧倒的な力が欲しかった。


    　だから拳けん銃じゆうという選択肢が浮かんだ。別にどうでもいいと思っていた私のルックスが、初めて役に立つ事になる。クソみたいなナンパをしてきた米国人は、軍人だった。拳銃が欲しいと言ったら面白がられた。


    　拳銃、といったっていろいろある。


    　いろいろ撃たせて貰もらった。何を撃ってもそれなりに、反動がきつい。大口径のリボルバーが性にあった。火薬量を増やせば単純に威力は上がる。だが薬やつ莢きようのサイズが変わってしまい、また銃身も長くなる。結果として大きすぎる。


    　その頃には龍りゆう童どうとも知り合っていた。龍童の力を目の当たりにしていて羨せん望ぼうしていた。どうしても、拳けん銃じゆうレベルでも龍童と比較すると物足りない。大きくていいのならライフルでも持てばいい。ライフルなど持ち歩ける筈はずがない。私はその圧倒的な力を常に携帯して、自分の体の一部のように扱いたかった。


    　そして『判事』に決めた。スナブノーズの銃身はハンドバッグに丁ちよう度ど入るというのが素晴らしい。コスメグッズなどろくに入っていないからあとは生理用品ぐらいしか入らない、ブランド物のハンドバッグ。


    　龍童の一撃に匹敵する代物。炸さく裂れつする掌てのひらに収まるだけの力。


    　私はこの銃を保持して撃てるだけのトレーニングは続けていた。永遠に辿たどり着けない目標に向かう無駄な努力よりも、手の届く目標に切り替わったことでやりやすくなった。


    　そして人を撃ちたくなった。金などおまけに過ぎない。誰かを無慈悲に人を人とも思わず圧倒的に引き裂いてやりたかったからあの襲撃に参加した。他人の命や生活など、どうなろうとくそくらえだ。私は私が気持ちよく何かを達成したい人生を送ると決めている。


    　初めて人を撃った時の快感は達するほどの代物だった。ハンドバッグからこんな物が出てくるなんてあの相手は想像もしていなかったのだろう。ましてや躊躇ためらいもなく撃つとは。外れたけど散弾だった。あの距離なら散弾でさえあればまず何発か当たる。痛みが動きを鈍らせる。回転弾倉が次の弾を用意する。


    　そして動揺して動きを止めた相手を容赦なく撃ち抜いた。


    　破裂するというより、巨大な槍やりに引き千ち切ぎられたように相手の脳天が吹っ飛んだ。


    　私が男だったら射精していただろう。子宮が疼うずくとか濡ぬれるとかいう事もなく絶頂に達していた。つまり女はメンタルでエクスタシーを感じる生き物なのだという説を私は一例として肯定的に挙げる事が出来る。


    　龍童はどうなのだろう。


    　違う快楽なのだろうか。


    　快楽というより義務感に追われているようにも見える。そしてそのプレッシャーを楽しんでいるみたいにも見える。終わらない前ぜん戯ぎなのかも知れない。射精の瞬間は、どちらかが死ぬ時だけなのかも知れない。


    　私がさっきまで見ていたのは、互いが死のうとしている対たい峙じだった。


    　龍童かバニーガールのどちらかが間違いなく死ぬ。そういう戦いに参加したくて、つい、引き金を引いた。そして当てたというのにバニーガールはまだ死んでいない。余程タフなのかとも思ったけれど、私の熊くま弾を腹に撃ち込まれて死んでいないのはタフじゃ済まされない。熊の厚い脂肪と筋肉をブチ抜く為ための弾なのだ。人間などどれだけ鍛きたえたって貫通し内臓の殆ほとんどを持っていかれる。


    　何か巻いている。


    　とはいえ、そういう感じもしない。防弾にしろ防ぼう刃じんにしろ、そういう鎧よろいを纏まとっていたら、必ず寸ずん胴どうになる。動く度に違和感も出る。バニーガールはただのバニースーツ姿にしか見えなかった。


    　それでも、どんなに鍛きたえたって四一〇ゲージのスラグ弾、熊くま弾をぶち当てられて血も出ていない癖くせに、鳥弾の何発かが無作為に当たっただけで血が出るのだから、胴に何か巻いているのは明らかだった。


    　そしてバニーガールは逃げた。まさに脱だつ兎との如ごとく。


    　逃げる相手を撃つのに蛇へび弾はとても有効的だ。その背中目がけて無数の鉄弾を拡散させればいい。何発かは確実に当たった筈はずだったけれど、撃つなと言うから撃たないでおいてやった。龍りゆう童どうは追わないらしい。何か考えてる顔をしている。不完全燃焼丸出しの渋い顔だった。


    　私は『判事』の安全装置を戻してハンドバッグに仕舞った。


    　二発撃った。街の真ん中で。


    　不思議なもので、こういう銃声が問題になる事は滅多にない。死人が出ていれば別だ。この時間に銃声を聞きませんでしたか、なんて聞き込みを警察にされたらパンクの音でも銃声を聞いたと言い始める。


    　死体も出ていないのなら、巡回にでも出で会くわす不運がない限りそれを詮せん索さくされない。


    　多分、ドラマやアニメが悪いのだ。


    　本当の銃声がどんなものか周知させずに、独自の効果音を開発してそれを流布しているから、銃声なのか何なのか判断できない。自信もない。


    「……んで、なんなん、あれは？　噂うわさのバニーちゃん？」


    「知らん。歩いてたらくっついてきたから、やりやすい場所に移動した」


    「一人、首、刎はねられてんだからちっとは緊張感持てよ、オメー」


    「緊張感は常に持ってんだぜ、これでも。お前もだろ」


    「まあねー」


    　撃つ機会を常に待っている。


    　つまり使う機会を待っている私は、常に緊張し身構えている。


    「……弾、またせがむかね」


    「んな派手なもん使ってっからだよ、コストパフォーマンスが悪ィんだよ」


    「このぐれえじゃないと私の性欲が満たされねえんだよ」


    　まだ火ほ照てっている。撃てたが殺してない。ブチ抜いていない。前ぜん戯ぎで止められたセックス。性的な経験は、私はそれほど知らない。これが喩たとえとして適切なのかも分からない。それでも私がセックスというものを理解出来た時に、やっぱりそうだったんだ、と思いたい。


    「……ホテル行くか、龍りゆう童どう？」


    「……いきなりだな相変わらず。俺そんなに巧うまくねえぞ、むしろ雑だぞ」


    「雑でいいんだよそんなもん。お互いやりたいようにやって自己満足でいいんだよ」


    「んなもんじゃねえ気がするけどな」


    「女がそう言ってんだからそれでいいだろ。セックスが巧いなんてのはただの召し使いなんだよ、行くぞ、オラ」


    　龍童を蹴けり飛ばして歩かせる。


    　好き勝手にやって欲しい。


    　私の放つ『判事』の弾。それと同じぐらいの威力で私を貫き引き裂いて、私を貫いて殺して欲しい。何度も何度もそうして欲しい。私はセックスにそういう願望を持っている。愛でも快楽でもない。破壊したいという衝動が高まり満たされない時に私が感じるのは、私自身を同じぐらいの衝撃で叩たたき壊して欲しいという欲求だ。


    　ちなみにトーラス・ザ・ジャッジは自じ慰い行為にとても適している。


    　どう使っているかは秘密だ。それぐらいの慎みは私にもある。

  


  
    


    


    


    9.BUSHWACKER

    


    



    　携帯に電話をしてみると、繋つながらなかった。


    　深夜だ。トレーニング中という事もない気がして、何かあったかなと思い不安が過よぎり、一時間後にまた電話すると繋がった。別にプライベートに興味はないが、今は何かと気を回してしまう。


    「何してた？」


    「え？　セックス」


    「珍しいな」


    「俺だってたまにゃするよ」


    「それは別にいいんだが。まあそういう事なら邪魔して悪かった」


    「今は神経質にもなるわな」


    「燐りん華かにも繋がらなくてな」


    「ここにいるよ。何か用事なら代わるか？」


    「……相手、燐華か？」


    「何か急に発情したみてえで」


    　ああ見えて燐りん華かがいわゆるヤリマンじゃないのは知っている。相手は選ぶし、結構奥手なのではないかとも勘ぐっている。急に理由もなく発情するようなタイプじゃない。付き合っているのかとも思うが、聞いた事はないし、龍りゆう童どうがそもそも女を作りたがらない。その上、燐華は駐日米国軍人と付き合っている筈はずだった。


    　そして燐華が発情する理由なら俺は知っている。


    「何かあったか？」


    「例のバニーガール、来たぜさっそく」


    「お前ら二人が一緒にいたところを襲おそわれたのか？」


    「俺が全開でやってたとこに燐華が弾ブチ込んできやがったんだよ。避よけてなきゃ俺が撃たれてるところだ」


    　撃っただろうな、とは思った。


    　人を拳けん銃じゆうで撃つと燐華は異常に欲情する。それを知っていると言うべきかどうか迷ったのだけれど、別に言う必要もなかったので言わずにおいた。


    「それで？　相手はまだバニーガールに見える形をしてんのか？」


    　龍童と燐華が揃そろっていたのでは戦闘力が高すぎる。片方をこっちに回して貰もらいたいぐらいだった。この二人を相手に襲撃を仕掛けるなど、命がいらないどころかまともな死体になって残るとも思えない。


    「ふつーに逃げられた」


    「お前らが二人も揃ってて逃がしたのか？」


    「何だよ人を怪物みてえに」


    「怪物だよ、お前ら二人は間違いなく。よく逃げられたな、バニーガール。オメーの拳こぶしも通用しなかったんか？」


    「鎧よろいだな、ありゃ。バニースーツっぽいってだけで。考えてみりゃあよ、女子レスリングだって似たようなの着るしな。アレの装甲版って感じだ。ついでにタイツもおかしな素材でよ、どうしても掴つかめねえ。バカな格好っちゃそうだけど、それ言ったら大抵の格闘技、パンツ一枚で殴り合ったりしてんだしな」


    　龍童がそう言うのなら、そうなんだろう。その辺りはいい。誰がどんな格好をしていようと好きにすればいい。その奇抜な格好の奴やつが、龍童に食いついた事だけが俺の興味をそそっていた。


    　つまり間違いなく俺らを、的確に俺たちだけに的を絞って襲っている。


    　情報の漏もれを塞ふさぐにはもう遅すぎるという事だ。


    「……相手、中国人だったか？」


    「話した訳じゃねえからな。中国拳けん法ぽうっぽいの使うから中国人ってのも安易だしな」


    　龍りゆう童どうから聞く限りでは、至近距離から命中した燐りん華かのスラグ弾でも貫通できなかったらしい。トーラス・ザ・ジャッジなど所しよ詮せんは奇抜な散弾銃なのだから、撃ち出した弾丸はそれほど貫通力を持たないが、相手が人体ならどれだけ鍛きたえていたって効かないという事はない。ましてや、バードショットの粒弾は何ど処こかに掠かすって出血していたというのだから間違いはなさそうだった。


    「……分かった。燐華に代わってくれ」


    　燐華が電話口に出る。頼み事をしてあった。米軍人のツテでどうにか出来ないかという頼み事だ。金なら来らい霧むの取り分がある。


    「アレね。言ってみたら何とかしてみるってよ」


    　気軽にそんな返事を寄越す。龍童とセックスなどしておいて、要するにフラットに浮気をしておいて彼氏に結構無茶な頼み事を通させる。それは燐華の中で辻つじ褄つまが合っているんだろう。軍人とのそれは愛で、龍童とのそれは衝動の発散だ。相手がそれを知って納得するかは別として。


    「しばらく気をつけろ。あっさり首でも斬きられるんならともかく、玻は璃る人ひとみたいに行方不明ってなるとますます面倒になる」


    　気遣いや心配もあるが、物事をややこしくしないで欲しいというのもある。


    　通話を切って、考え込んだ。


    　中国人。中国人マフィア。


    　舐なめすぎていたか。俺らが真の標的だと気付かせてしまう隙すきはあったか。


    　来霧辺りの放言からか。しかしあいつだってそこまで馬ば鹿かじゃない。少なくとも真犯人は俺だ、なんて自白して回って自慢するほどの馬鹿ではない。そう信じたい。


    　中国人マフィアが狙ねらっていた金は、地下銀行の金だ。


    　非合法な、表に出せない金を纏まとめて本国に送金する。足がつくのを恐れてデータでやりとりはしない。密輸品のように現金を運ぶ。そういう計画があり、更にそれを横取りする事を俺は考案した。タイミングが実に良く、しかも俺らは逃げ切れる。


    　中国人といっても国土の広さから派閥は多数ある。有名なのは、産まれた場所だ。日本に渡ってきてどこどこの出身です、と言えば、その地域出身のコミュニティに編へん纂さんされて仲間となり、不慣れな日本の地で自分に適した仕事を回して貰もらう。


    　送金の為ために、現金を移動させ隠させたのは香ホン港コン系。


    　奪おうとしたのは黒ヘイ竜ロン江チヤン省出身のならず者。


    　その隙を突いた。


    　黒竜江省グループのマフィア達が襲撃をかけたのは、俺らが金をかっ攫さらった後だった。親おや父じが言うには、公安は完全に襲撃者達のマークに傾注していて、金の一時保管場所でしかない場所はノーマークにしていた。事前に警戒されて計画を中止される事を懸念したのだ。逮捕するには実行させなければならない。


    　そこに金があるのを俺は知っていた。


    　親おや父じは俺がそんな真ま似ねをする息子だとは微み塵じんも思っていなかった。


    　ここにいる銘めい次じ。それに燐りん華かや龍りゆう童どう。死んだ来らい霧むと行方不明の玻は璃る人ひと。そいつらと俺に接点がある事さえ悟らせてはいない。


    　人を二人殺した。


    　金を預かって守っている連中として処理した。ただの平凡な一家とは考えなかった。


    　それから素早く金を集め、小細工をしてから逃走した。綿密な逃走計画を何度も何度も試しての本番だったが、銃声二発を伴った割りには非常線すら張られていなかったから拍子抜けした。


    　あとから聞くと、警察内の派閥闘争も絡んでいたらしい。


    　警視庁公安部と警視庁組織犯罪対策部の慎重な譲ゆずり合い。


    　公安が、中国人マフィアの確保を最優先している以上、行動させなければならない。その前に標的の家に組織犯罪対策部が関わる事は避けたかったようだ。手柄の奪い合いになる。通報でもあれば別かも知れなかったが、それすらさせていなかった。


    　家の中には、そこの女房と娘が一人残されていた。


    　色んな金目の物も残されていた。俺たちは目もくれなかった。娘に何か性的な嫌いやがらせをしていた来霧は、玻璃人に殴り倒されて渋々引き上げた。玻璃人ぐらいで丁度いい。龍童にやられていたら、その場で来霧も死んでいる。


    　それに立ち去る前に、来霧にやって貰もらわなければならなかった事もある。


    　その家のＰＣから、知り合いのアウトローのメアドに片っ端から連絡を入れた。奪い放題の家があると。金目の物もたくさんあると。現金だってそれなりにあるんだろう。ついでに、縛り上げた女も二人いる。


    　そいつらが爆音を轟とどろかせてバイクと車で現れた頃には、俺たちは随分遠くまで移動していた。その一軒家は周囲から離れていて、隣は広い公園だった。しかも夜間立ち入り禁止。中に転がった死体にビビるだろうが、ああいう奴やつらはそういう無茶に度胸という箔はくを見み出いだす。次々と入っていって、家の中を荒らし回ったのは想像に難くない。


    　そこで漸ようやく、中国人マフィアらの登場だ。


    　何が何だか分からなかったに違いない。目当ての三億という金をあんな連中に奪われるのでは納得がいかなかっただろう。家の中に乱入した二〇人以上のチンピラが、数人の武装した中国人に殺され、蹴け散ちらされた。


    　挙句、火の手が上がった。


    　逃げるのに必死で置き去りにされた車にはガソリンが充分にあった。証拠隠滅には決定的な手段ではないが、それなりに効果はある。マフィア達は逃走したが、半数が捕まり残りも本国へ逃げ帰った。


    　捜査は混迷を極めたが、俺たちには何の関係もなかった。


    　誰に知られてもいなかった。


    　金もすぐに分けずに俺が預かり、その結果、全員の気を引き締め観察する事も出来た。


    　証拠隠滅は、チンピラとマフィアが総出でやってくれた。三〇人以上に踏み荒らされた現場を、中国人マフィアが何人か殺した上で焼いた。完かん璧ぺきだ。


    　捕まったマフィアも中国に引き戻された。どうなったかは知らない。


    　暴れ回ったチンピラどものうち逮捕された連中は極刑が二人、長期刑が数人。全て実刑でまだ出てこられない。事件は凶悪な強盗殺人事件として一応の解決を見た。母親と娘はまともな姿ではなく、全裸の状態で焼け死んでいたから死人に口なしだ。


    　無茶苦茶な事件として報道された。


    　無茶苦茶でいい。


    　筋道を立てて全ぜん貌ぼうを明らかにし、何となく皆が納得する結論を導き出す為ために、この家にほんの一時的に隠されていたブラックマネーなどというものは誰も見なくなる。公安筋は把握していただろうが、あれだけ荒らされると誰が持ち去ったのか、そもそも、そんなものがあったのか全く分からなくなる。


    　三つのグループが絡み合ってそれぞれに好き勝手をし、そして互いに関係がない。因果関係のない絡み合いほど捜査を面倒にさせる。真相究明なんかより、多数決で納得出来る結論を時には作り上げ冤えん罪ざいすら産んでしまう。それが俺の狙ねらった理想的な完全犯罪だった。発覚しないトリックを考えるよりよっぽどいい。


    　それが今更になって報復が来る。


    　中国人マフィアが俺たちに気付いて報復を開始した。


    　納得出来るようで何ど処こか引っかかる。


    　銘めい次じはデスクに腰掛けてマルチモニタを見ている。株のチャートは見ていない。この一軒家に引っ越してきてから、銘次は株をやっていない。借り手が見つからなかった一軒家だ。家屋自体はそれほどでもないが、庭が広く外壁が高い。


    　そしてカメラが至るところで作動している。


    　やくざの組長クラスが身を隠す為に造らせた城じよう塞さいのような一軒家だ。ここのところやくざも平和な限りで、使い道もなく空いていた物件を、一か月更新で借り受けたらしい。


    　来らい霧むの金を景気よく支払ってやった。


    　元から借り手のいない物件だから、それほど家賃も高くはない。俺の親おや父じの名前と、二つ、三つばかりの情報。それで事足りた。そして公安幹部の息子である俺には恩を売っておきたいだろうとも思った。


    　銘次が見ているのは、その設置カメラ全ての映像だった。マルチモニタはそれぞれが九分割され、違った光景を映し出している。勿もち論ろん暗視対応だ。昼間と映っている光景はさほど変わらない。


    「……三人来たぜ」


    「よくここを嗅かぎつけたな」


    「全員、特殊部隊みてえなカッコしてんな」


    「その割りにカメラを気にしてない」


    「どうでもいいんだろ。あと、ご丁てい寧ねいに三人とも国籍が違う特殊部隊のカッコしてる」


    「俺にゃ分からん」


    「米中韓かんだな」


    「日本は孤立してんなあ、おい」


    「武器は全員拳けん銃じゆうか」


    　銘めい次じは冷静にその様子を観察している。武装と武器を定義付けしている。


    「ミリタリーショップでコスプレ揃そろえたサバゲマニアって感じだな」


    「人んちに忍び込んでのサバゲは勘弁して欲しいモンだ」


    　俺はモニタに映る三人の侵入者を見ている。


    　顔はマスクに隠れて見えない。


    「一人でいいから殺すか捕まえるか出来るか？」


    「ハマってくれりゃあな」


    「こっちは玻は璃る人ひとを捕まえられてる。捕まえ返して対等だ」


    「捕まったって決まった訳でもねえだろ」


    「何にしても捕虜ぐれえいい情報源は他にねえさ」


    　銘次は夢中になってキーボードを叩たたき始めた。


    　この屋敷には襲撃者を撃退する為ための仕組みがそれなりにある。制御はここの部屋で全て可能だ。どれをどのタイミングで、どう作動させるか。当然、派手な方が有り難い。尚なおかつ確実性のある仕掛け。


    「三人全員、生きたまま捕まえてやる。怜れいは拷ごう問もんの巧うまい奴やつに、声かけとけ」


    「拷問ね」


    　俺は別の事を考えていた。


    　この襲撃の意味。


    　玻璃人が拷問か何かで口を割り、俺が金を持っていると知り、俺を狙ねらう。それはいいが、何な故ぜ俺がここにいるのを知っているのか。銘次一人に狙いを絞るにしたって大おお袈げ裟さすぎだ。二人を確保するのに三人。配置としては適当か。もしくはもう一人は待機しているのか。


    　この三人が中国人として。


    　中国人マフィアだとして。


    　俺らがまんまと金をかっ攫さらって面目を潰つぶしてやった連中だとして。


    　そもそも何ど処こから俺らを手た繰ぐった？　親おや父じですら気付いていない犯罪を。


    　そしてバニーガール。


    　こういう、特殊部隊装備で拳銃所持なんてのならいい。首を斬きりに来るバニーガールなんてのは異常に過ぎる。


    　ずばん、と屋敷の何ど処こかから派手な音がした。重くて大きい物同士がぶつかり合う音。


    「一体ゲット」


    　銘めい次じが笑う。


    　手はキーボードの上を蠢うごめくように素早く動き続けている。


    　仕掛けるのではなく、タイミングを計って手動で作動させている。


    　疲れるだろうが、銘次はそれが楽しそうだ。そして手動でこういう事をやられると、事前の予知が格段に難しくなる。トラップというより遠隔攻撃そのものだ。


    「一人ぐらい殺すか？」


    「大丈夫かよ？」


    　殺すのは簡単だが後始末が面倒だ。幸い、この借家には地下室がある。多分先客もいる。それにしたって考えなしにやれるほど甘くない。一人殺すと相手がいきり立つ場合もある。今はまだ金の恨みだけかも知れないが、仲間の仇かたき討うちなんて話にされると途端に厄介になる。襲撃してみましたがガードが堅くて無理でした、となれば諦あきらめる、という可能性だって充分にあるのだ。


    　モニタを見る。コスプレ感満載の格好をした三人組で、黒スーツなんか着ているのはいないしバニーガールも勿もち論ろんいない。一人、罠わなで足を折られている。途端に動きが鈍くなり、庭をうろうろするばかりで攻めあぐねている。


    　足を折られたのが、這はって外に行こうとしている。這ってでも外に行く、というのは、外に何か助かる手段があるからだ。カメラを回す。車が何台か停とまっていた。そのうちの一台、軽のワンボックスに転がり込む。


    　ナンバープレートも読み取れる。


    「追い返すだけにしといてくれるか」


    「液体窒素とか噴射する装置があってだな」


    「興味はあるけどやめとけ」


    　どんなやくざもんがこの家に住んでいたのか興味が湧わいてきた。過剰すぎる。趣味で造ったのかも知れない。往々にして趣味に走りすぎるものは需要が薄まる。


    　キーボードに指を走らせるとモニタの中で襲撃者二人が蹲うずくまっていた。激しくむせている。


    　銘次が言うには『防犯スプレーの直噴大容量版』だそうだ。液体窒素のインパクトには敵かなわないがなかなかこれはこれで凶悪すぎる。よたよたと、目と鼻を押さえながら二人も外へ戻っていく。


    「どうすんだ？」


    「お前のお薦すすめ通りに金を使う。ついでに親おや父じのコネも使う」


    「頑張れよ王様」


    「頭取で良かったんだがな」


    「金と情報と武力握ってんのが王様でなくて何なんだよ」


    　それはそうだが、また随分とみみっちい王様だなと思わないでもない。学級委員長か生徒会長程度の代物だ。何しろ、どれも俺個人の物じゃない。自由でも万能でもない。


    　親父のコネといったってさすがにＮシステムで照会まではしてくれないだろうし、俺もそこまでやりたくない。踏み込みすぎる。頼まれ事をされれば、人間、誰だって何でそんな事を頼むのか勘ぐるに決まっているのだ。


    　金さえ使えば調べ事をビジネスライクにやる人間なんてのはたくさんいる。勿もち論ろん、何もかもあけすけに事情を説明する必要はない。勘ぐるだろうけど、頼まれ事として深入りはしてこない連中。


    　よっぽどヘマをしなければ裏切られるという事はない。例えば『非合法な三億の金を隠したいんで手伝ってくれますか』なんて言ったら多分裏切られる。


    　その辺は俺だって馬ば鹿かじゃないので巧うまくやれる。レンタカーであっても借りるのには身分証明が必要になる。偽造も最近じゃ難しいし、偽造したならしたでそれなりに辿たどれる。


    　こちらから攻める手がかりが出来た。下へ手たに殺すなどして刺激するより、今はそれで良しとすべきだった。


    　銘めい次じの指がまだ名残惜しそうにキーボードの上を彷徨さまよっている。確かに俺も液体窒素で人が粉々になるというのを見てみたかったが、本当にそうなるのか分からなかったし、粉々になられても溶けた時に厄介そうだ。


    「しかしこの有様じゃしばらく外に出られねえな、俺は構わないけど」


    　銘次がぼやいたが、元々、外になど余り出ない奴やつだ。


    　食材だけ通販でまとめ買いして、生意気に自炊などする。


    「俺らが外であんなのに襲おそわれたら一ひと溜たまりもねえよ」


    「俺は出なきゃならないけどな」


    　燐りん華かとの段取りがある。


    　リスクを冒してまで必要かどうかはまだ判断がつかない。少なくとも、襲撃者の身元かその手がかりが手に入ればかなり違う。来らい霧むの金はまだ充分に残っているから持久戦には耐えられる。


    「……一応、再確認って意味でも言っておくけどな、怜れい」


    「何だよ？」


    「俺たちはお前以外はみんな、兵隊だ。いいとこ大臣であって王様じゃない。将棋と同じでな。俺たちの殆ほとんどが殺されたり死んだりしたとしても、お前さえ生き残っていればそれは勝ちなんだ」


    「……俺が保管してる三億の事なら、万が一に備えて共同で山分けできるようにしてやってもいいんだがな」


    「銭金がどうこうじゃねえんだよ、お前は公安警察幹部の息子で、俺たちにはない特権を持っていて、そもそも例の三億強奪だってお前がいなけりゃ実行出来なかった。その後の慎重な管理、適切な使用用途へのアドバイス、締める時はきちんと締める。それが出来るのはお前だけなんだ」


    「……褒ほめられてんのか、それは」


    「諫いさめてんだよ。何があっても何を犠牲にしてでもお前だけは生き延びろ」


    「ま、出来る限りは努力するさ」


    　銘めい次じはまだ何か言いたそうだったが、溜ため息いきと共に何も言わなくなった。


    　俺の持つ破滅願望と自暴自棄。間違いなく銘次は気付いている。だから諫める。


    　俺は王様ではあろうが、名君ではない。むしろ狂王だ。


    　俺の自己評価などこの際どうでもいい。


    　玻は璃る人ひとの金に手をつけるかどうかは、もうしばらく様子見だった。

  


  
    


    


    


    10.YOU ARE IN ROCK（3）

    


    



    　殺す。


    　そう思う事が多くなった。


    　過去にやらかした喧けん嘩か沙ざ汰た、見てきた刃にん傷じよう沙汰、そういうのを思い出しては現実と空想の区別がつかなくなる。記憶を反はん芻すうしているだけなのに過剰に脚色されていく。そういう時、自分を美化してしまいがちなのだが、おそらく俺は卑下している。


    　負けた記憶、殴られた記憶、いたぶられ嘲ちよう笑しようされた記憶、それが生々しく蘇よみがえり色彩はより鮮やかに浮かび上がる。だから殺すと思うのだ。殺してやろうと殺意が湧わく。怒りが滾たぎる。


    　無気力一辺倒だった俺が、体温が上がるほどに感情を高ぶらせている。


    　誰も来なくなった。食事が差し入れられるだけだ。全身の傷も、傷跡は残っているが塞ふさがった。明めい晰せきな思考力や集中力というものは減退し、妄想している時間が殆どになったが、それが怒りを呼び込んで全身を硬直させ呼吸すら乱す。


    　殺そう。殺してやろう。


    　相手が誰でも構わない。


    　虚空に向かって拳こぶしを突き出し、蹴けりを放つ。


    　格闘技を少しばかり習っていた。別に自慢出来るほどじゃないし、すぐ辞めてしまった。それでも動きは覚えている。人を殴って蹴り倒すやり方。その動きを力強く繰り返すだけで怒りが解消する。解消するそばから沸き上がってくる。サンドバッグでもあったらズタズタになるまで打撃を加えているところだ。


    　今も、壁を殴るのをどうにか堪こらえている。拳も足も砕け散るまで殴る蹴るを繰り返しかねない。別にそれでもいい。いいんだが、堪えている。


    　勿もつ体たいない。そう思っていた。


    　どうせなら破壊できる物をそうしたい。壁を殴って破壊出来るとはさすがに思っていない。理性というより、刷り込まれた常識がそれは無駄だと囁ささやく。そんな無駄な事に浪費するのは勿体ない。


    　誰か来い。誰でもいい。


    　人がいい。別に猫や犬でもいい。素手で叩たたいて殴って蹴って、つま先で引き裂いて噛かみ千ち切ぎろう。人間は犬や猫にも勝てないというが、それでもいい。とにかく血肉の感触を備えた物に向けて、この破壊衝動を叩きつけてやりたかった。


    　手や足が良く動く。結局のところ、技術は後付けに過ぎない。


    　強きよう靱じんな肉体と精神があればどう殴ろうと蹴ろうと、また殴られ蹴られようと、相当なレベルまで競り勝てる。


    　汗が尋常じゃなく噴ふき出す。心臓が破裂するように脈動する。その癖くせ、頭はずっと朦もう朧ろうとしていて、繰り返し繰り返し殺意だけをかき立て続けている。今、格闘技を再開したら結構なところまで行けるのではないか。


    　分かっている。


    　この感覚が何ど処こから来るのか、概おおむね想像はついた。薬物に決まっている。


    　興奮剤の類たぐいか。布一枚、身につけていない俺の股こ間かんがずっと硬直している。ブラ下がっているよりも邪魔にならなかったからそのままにしておいた。性欲などまるでない。ただの生理現象として勃ぼつ起きしている。


    　薬物にこれほど効果があるのなら禁止もする筈はずだった。他人を殴打し八つ裂きにしたいという意識が途切れない。人間は怒り続けてはいられない。疲れるからだ。飽きる、と言い換えても構わない。一通り、ある程度の時間、むかっ腹を立てていると不意にどうでも良くなる。


    　こうして動き回っていれば尚なおのことだ。その虚脱状態にも近い感覚がやってこない。後から後から感情が煽あおり立てられ、掻かき回され続ける。疲労のピークまで繰り返してぶっ倒れ、そのまま眠る。時計がないから尚のこと、限界まで動き続けてしまう。


    　目覚めると食事があったり、なかったりする。ない時は水を飲む。あればそれをむさぼり食う。いずれにしても、しばらくすると脳がフル回転に達し、動かずにはいられなくなってしまう。そして心身ともに擦すりきれるまで活動を続けてぶっ倒れる。体にいい訳がない。どんどん頭が悪くなっていく。元からいい頭じゃなかったが、ストレートに頭痛がするし吐き気と発熱も続いている。体調が悪いに決まっているのに、取り憑つかれたように動き続ける。動いた末でなければ一切落ち着かない。


    　気付くと何か喋しやべっている。誰かを罵ののしっている。


    　過去に嫌いだった奴やつや、好きだった女や、親や親戚や教師や、全然関係のない有名人、芸能人、とにかく頭に浮かぶ先からその相手を罵り、空想の中で引き裂き、虚空を殴り続けている。


    　俺はきっとおかしくなってしまっている。客観的に見ていたら、そのものだろう。ここには鏡もない。訳の分からない叫び声を上げて空中で暴れ回っている。完かん璧ぺきにアレだ。


    　人の形をした獣けものになりつつある。人の形をしているのが煩わずらわしいぐらいに。


    　誰か来い。来てくれ。


    　理性が残っているうちに来て欲しい。俺は生き物と戦う感覚を理性で味わいたい。それが俺の命取りになろうと、忘我で誰かを殺したって何も楽しくないではないか。フラストレーションははち切れている。その爆破スイッチは理性で押したい。


    　獣の割合が九割になった頃にそれが来た。微かすかな理性で、そこに俺は食いつける相手がいる事を察した。やっと来てくれたと思った。


    　僅わずかに残った理性で、暴力衝動を一瞬だけ抑え込む。


    　相手を理性で認識する。女だった。小柄な女だ。バニースーツにストッキング。白髪にルビーレンズのサングラス。ゆらゆらと、これ見よがしに揺れるヘッドドレス。ああもう言うまでもないではないか。


    　バニーガールだ。


    　肩から上は素肌だ。そして足元はピンヒールだ。あのピンヒールの一撃でケツをやられた事を思い出す。怒りが燃え盛る。僅かに残った理性がその炎に焼き尽くされて灰になっていく。そして八つ裂きにしてやろうと思う。


    　俺の股こ間かんはがちがちに勃ぼつ起きしている。この女を犯そうとかそんな性欲は全くない。


    　獣がウサギを狩る時に、性欲などあるものか。俺は今、獣に限りなく近いのだ。


    　ウサギの格好をしているのだから、ウサギとして扱ってやろう。食い荒らしてやろう。足を千ち切ぎってお守りにしてやろう。そうやって理性が薄れていく。


    　まだだ。もう少しだけ持って欲しい。揺れる耳飾りを睨にらむ。それは何だ。何の意味があって何の意図があってそんな物を付けているんだ？　バニースーツも黒タイツもピンヒールも良しとしよう。白髪にサングラスも構わない。そのヘッドドレスだけが、意味が分からなくてイライラしてくる。距離を取って立ち尽くしているバニーガールを睨み、苛いら立だちを意図的に高揚させていき、そして何もかも分からないまま奔ほん流りゆうとして解き放つ。バニーガールは受けに回っていた。今、俺から攻めさせてくれるのは有り難い。


    　一気にこちらから間合いを詰めた。俺の口から歓喜の叫びが溢あふれ出た。止められない獣けものの咆ほう哮こう。拳こぶしも蹴けりも出なかった。そういうシステマチックな、かつ競技的な技術など最も早はやどうでも良かった。ただ掴つかみかかっていた。横に飛んで躱かわされたが、それにも対応できる。ただ猛たけ々だけしく襲おそいかかり、襲いかかり続ける。すると勢いは生半可な技術を圧倒する。


    　喧けん嘩かで、格闘技経験者が負けるという事は珍しくない。ただの素人相手に。ましてやこちらは爪つめを立て、噛かみつこうとしている。体をぶつける勢いも俺が意志を持ってやるより鋭く荒々しくやれる。獣の形をした人、になりつつあるのだ。


    　計算しない分だけ度胸が据わる。おびえと心配、先々の組み立て、体力配分、何もかも考えの外だ。


    　突き出されてくる正面からの踵かかと蹴げり。ピンヒールがよく見える。全身が戦う為ために先鋭化し神経が過敏になり、凄すさまじい速度のそれに反応できる。回し蹴りで迎撃して横に弾はじき飛ばした。バニーガールの体が一瞬、バランスを崩す。リミッターの外れている俺の蹴りで振り回されたのだ。


    　足を戻す。バニーガールも戻すが俺の方が早い。早いはずだった。


    　軸足に使っていた右足。その右足一本でバニーガールが俺の懐ふところに飛び込んでくる。こいつもかなり強引だ。強引な勢いで、崩れたバランスを慣性で立て直した。だが俺は足を戻している。


    　気持ちよい程にフルパワーのショートフック。


    　バニースーツの腹にブチ込んでやった。いい感触がした。砂がさらさらと砕け散るような感触。肋ろつ骨こつを粉砕骨折させてやった感触。


    　いきなり、呼吸が出来なくなった。気付いた時には仰向けに倒れていた。激痛が喉のどに走る。むせる。喉仏を潰つぶされていた。親指を突っ込んできやがった。俺のショートフックをまともに喰くらって、その上で俺を弾き飛ばすほどの一撃を返してきた。


    　獣の割合が減った。理性が二割を超えた。状況を考えようとした。それでも潰れた喉から泡混じりの声を上げて俺は立ち上がる。


    　やれる。もう少し俺はやれる。この体格差で力負けするものか。


    　殺し合いだ。関節を取られたところで知った事か。その関節と引き替えに殺してやる。


    　放ったローがまた躱される。飛ぶように躱す。さっきから、ピンヒールだというのに全くと言っていいほど足音が聞こえない。ヒールが床から浮いているからだ。ずっとつま先立ちで、このバニーガールは戦っている。ストッキング越しに見える、バニーガールのふくらはぎにやっと気がついた。握り拳大ほどもあろうかという筋肉の隆起。


    　露出した、胸から上の肩や腕も、それほど太くはないが丸くカッティングが浮いている。痩やせているのではなく、脂肪層を押し上げるほど筋肉が埋め込まれている。その小さな体にどれだけ筋肉を埋め込んでいるのか。


    　だが限界は必ずある。俺がヘビー級には決してなれないように、このバニーガールが俺のウエイトに達する事はまずあり得ない。二〇センチ以上の身長差。


    　また懐ふところに来た。手打ちのジャブが顔面を抜いてくる。それなりにキツいが踏みとどまれない程じゃない。もう一度、拳こぶしで返すなどしない。これは格闘技じゃない。懐に、身長差が歴然としたバニーガールがいるのだ。


    　上から押し潰つぶしてやればいい。


    　強引に倒れ込んで俺の下敷きにしてやる。ついでに膝ひざを顔面に入れようと思ったが、ブロックされたのは伝わってきた。だがブロックしたという事は受け身が取れていない。このまま顔面を床に叩たたきつける。苦く悶もんが聞こえた。


    　目の前に、ストッキングに包まれた太ふと股ももの裏側が見えたから遠慮なく噛かみついた。足を奪ってやるというのもあるが、単純に噛み切ってやりたかっただけだ。食いたいとも思わない。俺の暴力衝動が噛み千ち切ぎるという行為に転化されたというだけだった。


    　噛みつくと予想に反して柔らかな歯は応ごたえがあった。舌の上に感じる味に違和感があった。オイルの味がする。歯応えも、肉を噛んだというより、柔らかすぎるゴムを噛んだような歯応え。俺の咬こう合ごう力は空回りし、太股がするりと抜けた。


    　同時に、下から跳ね返された。俺の体重をまともに持ち上げて、背筋の反りだけではね除のけた。転がって、体勢を立て直す。バニーガールの鼻が腫はれ、鼻血が噴ふき出していた。拭ぬぐおうともせず俺を見ている。兎うさぎの目みたいなルビーレンズをしたサングラスをそっと外す。


    　充血しきった双そう眸ぼうがそこにあった。


    　何かの病を得たような、異様な血走った目があった。その異様さを隠す為ためにサングラスをしていたのだ。俺の目も負けず劣らず充血しているだろう。


    　互いに獣けもので、そして人間じゃない。こいつらは何だって俺をこんなふうにしたのか。今の俺はここに来る前の俺とは間違いなく違うように、このバニーガールも見た目通りの小娘とは違い、だからこそだと漸ようやく自分に言い聞かせられた。


    　スパーリングパートナーだ。実戦訓練が出来る相手として俺はこんな有様にさせられた。バニーガールもきっとそうなのだろう。


    　俺の打撃が通る。通るというのに決定打に欠ける。


    　もっと俺にウエイトがあり、打撃に力が乗っていればまた違うかも知れないが、俺はウェルター級だった。あと三〇キロも増やさなければ俺の望む力は得られない。


    　さっきは肋ろつ骨こつを砕いている。動きは鈍くなる。今までのように跳んで躱かわす事は出来ないかも知れない。まだつま先立ちは維持しているが、バニーガールの首筋には汗がはっきりと浮かび上がっている。


    　俺の理性がじわりと戻りつつあり、逆に相手は獣になりつつある。


    　突っ込んできた。待っていた。


    　カウンターを入れる。容赦なく金的を打った。女でも悶もん絶ぜつする。そこには、内臓器官に繋つながる穴があるからだ。そこを打たれれば凄すさまじい激痛が襲おそう。


    　それなのにバニーガールは、俺の蹴けり上げた足を土台に、手を使ってこちらへ跳んできた。間違いなく全体重を蹴り上げるだけの、渾こん身しんの蹴りをカウンターで入れたというのに。


    　親指が俺の鼻を粉砕する。


    　仰のけ反ったところを、返しの左肘ひじが掠かすった。血が噴ふき出した。が、浅い。


    　肘は切れるとよくいわれる。尖とがっている物を力一杯擦こすりつけたら切れて当たり前だ。だがそれは深い傷にはならない。試合ならドクターストップだろうがこれは殺し合いだ。首の皮一枚を抉えぐられたぐらいならまだ戦える。


    　また距離を取る。ウサギの足の動きは衰えていない。今の動きにも精彩は充分すぎる。


    　肋ろつ骨こつが折れている動きじゃない。薬物で無痛化しているのか。それにしたって動きは鈍る。


    　折れていない。あの感触が何だったのかは知らないが、俺はあのショートフックがハズレだったのだと気持ちを切り替えた。


    「……俺の首は落ちてねえぞ、コスプレ野郎」


    　声にならないがそう言った。うなり声にしかならなかった。どうだっていい。そのヘッドドレスは何だ？　何なんだ？　取れ。いらねぇだろ。ふざけるのもいい加減にしろよ。


    　喚わめき続けている間にバニーガールの蹴りが来る。


    　ピンヒールの靴くつ底ぞこが奔はしって来る。


    　気にせず突っ込んだ。ピンヒールだけは躱かわした。どうあっても俺は力ずくで叩たたきのめしたい。足が無理なら、喉のどを噛かみ切ってやる。俺の喉からも血が大量出血しているが、動脈辺りがやられた訳じゃない。


    　胴タックルは習っていない。だが首相撲ずもうは知っている。クリンチからの膝ひざの連続突き上げ。相手の体格が小さすぎるが、その分捉とらえるのは簡単だった。思い切り、腹目がけて二発打った。またしても骨の砕ける感触。腹に打っているというのに。


    　俺はバニーガールを振り回して投げ捨てる。くるりと回ってバニーガールが立ち上がる。


    　さてどうする。


    　どうもこうもない。俺はただ思う存分暴れたいだけだ。


    　今の時点ですら充実感がある。もう殺されてもいいと言うほどに。


    　向こうもその心算つもりだろう。


    　こいつは獣人と、ウサギの格好をした異常者との殺し合いなのだ。


    　殺す。食い千ち切ぎる。素手で解体してやる。お前の臓物をベッドにして寝てやる。


    　同時に接近した。バニーガールは低い姿勢で、タックルを狙ねらうようにしていた。膝を合わせるのが定石だが、躱されるとこちらの姿勢が片足立ちになって崩れる。あえて受けて、受けた瞬間、上から潰つぶす。マウントのやりとりなど考えず、潰した瞬間、うなじの辺りを噛み千切ってやろうと決めていた。


    　獣けものの狩りは噛かむ事で決するのだ。


    　潰つぶす。


    　その瞬間、俺の腹が破裂した。中で破裂したのがよく分かった。潰すどころではなかった。腹にはバニーガールの掌しよう底ていが食い込んでいる。素早かった。まともに当てられた。だが潰すぐらいの猶ゆう予よはあったはずだ。


    　まるで鉄球か何かを打ち付けられたような感触。


    　ウエイトと、打撃のフォームから、最大の打撃というのは導き出される。それがまともに喰くらったものにせよ、これほどの打撃力はあり得ない。ヘビー級のハードパンチが、無防備な所に全力でクリーンヒットする。そのぐらいで漸ようやく追いつくような破壊力。


    　タックルではなかった。


    　この掌打をバニーガールは狙ねらっていた。


    　理性が八割方、戻ってきている。激痛が俺から獣を霧散させる。腹を抱えて転げ回る俺は、既にやや興奮気味の人間でしかなかった。自分の理性が吹き飛び、人間ではなくなったあの瞬間、俺は間違いなく浮かれていた。喜んでいた。もう一度そうなりたいと、激痛の中でただ願う。あのステージにもう一度戻れるなら他の事などどうだっていい。この女を食い殺せるのならば。


    　俺は、自分がここから出たがっているのかどうか、自分でも分からなくなってしまっている。

  


  
    


    


    


    11.CREEPING COIN

    


    



    　五〇〇〇万。


    　来らい霧むと玻は璃る人ひとの持ち金を合わせればそれは払える。多少余る。


    　玻璃人が掠さらわれていたとして、もし解放されたとしたら、少しばかりは残してやれる。流れによっては全員の金から必要経費として徴収し、玻璃人の損失を埋めてやってもいい。勿もち論ろん、助け出してやったという建前があるから、満額とはいかないが本人も文句は言わないだろう。


    　この額は手打ちとして計算した額だ。


    　向こうもまるまる三億を返せとは言わないだろう。言うかも知れないが交渉だ。何年も過ぎているから減っていても当たり前だし、そもそも、こいつらの金でもない。返す義理さえないが、向こうには面メン子ツを潰つぶされたという拘こだわるだけの理由はあるし、それに拘られていつまでもひっついていられたのでは堪たまったものじゃない。


    　何にせよ交渉の一手段としての現金だ。


    　これで納得して引き下がってくれるというなら、それでいい。


    　金で片付くのならそれでいい。


    　何にしたって金が目当てなら、先にかっ攫さらわれたという恥を雪すすぐという達成感として五〇〇〇万は充分だろう。こちらも怖いのですとでも匂におわせてやれば、武闘派の面メン子ツも些いささか回復はする。金の問題じゃないとなったらまた違う手を使う。これは瀬せ踏ぶみだし、正直、俺は金で終わればいいと願ってさえいる。


    　滞在先の割り出しは結構時間がかかった。


    　公的にレンタカーショップとして看板は出していない店で、顧客次第で身分証明も求めてこないような店だ。だが、そういう店をやっている連中は顧客を広く稼ぐ為ために中立の立場を取りたがる。敵にも味方にも貸すだろうし、貸してやっただけの義理しか持っていない連中だ。


    　また金を使った。


    　レンタカーを誰に貸し出したかを、暴力的な連中を雇ってそれなりのやり方で聞き出させた。友達が当て逃げをされた程度の口実は一応、添えておいた。五〇〇〇万は使い出があるが、こうバラ撒まいていると何かと不安になる。


    　俺がたまたま、公安幹部の息子だから金を持っているんだろう、というイメージが役に立った。友達にせがまれていい顔をしたいのだという見栄も付け加えておいた。おそらく、勘ぐるほどの隙すきは与えていない。


    　公安警察の親。


    　小さな頃は疎うとましかった。


    　親おや父じが何の仕事をしているのかさえ正確には教えて貰もらえなかった。身内にすら、隠す事が多いのだという。実際ただの警察官だと思っていた。ただ、お袋が早くに死んだ事もあって、それなりに親父は俺に胸きよう襟きんを開いてくれた。


    　これは秘密なんだが、みたいな前置きで話されたけど、ろくに家にもいなかった親父に突然そんな事を言われても、俺は何とも思わなかった。それは何か俺にとって、得になるのかな、とだけ考えていた。「だからお前も自覚をもって」みたいな話に繋つなげられても、俺に関係あるのかな、としか思わなかった。


    　中学の時に万引きバザーというのをやった。


    　みんなで万引きしてきて集まった商品を、学校の教室に夜中忍び込み、みんなで安く売った。回を重ねるごとにえらく高価な物が集まってきた。二束三文で売り払ったから大盛況だった。


    　何しろ仕入れ値はタダなのだ。競りでやらせるようになると、こちらの収益も、自己顕けん示じ欲を上回るぐらいの額になり始めた。


    　どうやったのか大型テレビやら宝飾品やらバイクやらまで並ぶようになると、もう金の話じゃなく仕入れてきた俺の腕前を見ろ、売り上げはともかく、俺はこんな物を仕入れてきたんだぞ、という自己顕示欲の展覧会にまでなっていった。


    　ネットじゃ足がつくからと内々で始めたものが、そこまで大物が並ぶようになれば破は綻たんは目の前だったが、俺たちはアマチュアイズムの終着点である破滅をむしろ待ち望んでさえいた。みんなで揃そろって破滅してこの遊びは最高に気持ちよく終われる筈はずだった。


    　俺だけが何の罪にも問われなかった。


    　理由なんか言うまでもない。


    　車内を見回す。俺の他に三人。運転手と、他二人。ハンヴィーの車内は十人でも乗れるが、ぎゅう詰めでも息苦しいし動きが取れないのも困る。三人とも一応声をかけたという程度の用心棒代わりだった。余り、俺に深くは立ち入らせないから、信用も出来ないし何ど処こにでも連れて歩けるという訳でもない。


    　燐りん華かのツテで米軍人の『彼氏』に以前用意させた車体だ。何かとあの軍人は役に立つ。もう一つの頼み事ももうじき叶えてくれそうだった。若い女にいかれたオッサンというのは大概だと思えるような事ですら、あっさり何でもしてしまう。


    　初期型のハンヴィーなどでかいだけで使いにくいが、これはこれで役に立つ。もう米軍も正式採用していないから、民間に下ろす中古を譲ゆずって貰もらった。信頼性はある上に安かった。これでもそこらで買えば一〇〇〇万前後の値段がつく車体なのだ。


    　乗り心地は悪いが、運転はバカでも出来る。


    　免許を持ってなくても勘でなんとかなってしまうというのがハンヴィーの強みだ。戦場でいつ何時、誰が運転するはめになってもいいように、そう造られている。


    　俺の他にいる三人はみんなアマチュアの悪党だ。


    　いずれ破滅する。イヤならさっさとプロになればいい。それは堅苦しいから、ぎりぎりまでアマチュアでいたがる。そして間に合わなくなる。まあ、こいつらが間に合おうと間に合わなかろうと、俺にはどうでもいいが羨うらやましさは間違いなく感じる。


    　アマチュアは破滅し失敗せざるを得ない。


    　プロは成功しなくてはならない。


    　だから羨ましい。俺はアマチュアとしての滅びと失敗を取り上げられたし、二度と目指す事は許されなかった。それだけに未練があり羨せん望ぼうが募つのる。


    　俺は三億という金を、プロとして掠かすめ取った。


    　何の冗談も遊びもそこにはなかった。完かん璧ぺきに仕立て上げた。


    　金が欲しかったのかというと、多分そうではない。そこの部分だけが唯一の隙すきだったけれども、動機などどうでもいい。仕事をどう仕上げてどれだけ結果を出すかだ。おそらく俺はそこに、微かすかなアマチュアイズムの残ざん滓しを全て叩たたき込んだ。


    　親おや父じが作った俺の人生の、その道筋への反抗を込めて。


    　こうすれば巧うまくいく、こうすればより得をする、という大人の判断を許容し、従って、その上で弾はじけた。揚げ足を取ってやったようなものだ。そもそも三億といったって一人頭五〇〇〇万円、真ま面じ目めに働けば誰一人殺さなくたって死ぬまでには充分稼げるだけの金でしかない。


    　そんなに俺は、あの中学の時の、ふざけた盗品セールに未練があったのかとも思う。


    　そんな他た愛わいもない事で人を死なせた。欲しくもない非合法な金も手に入れた。俺だけが罰せられなかったという負い目は微み塵じんもなかったけれど、助かった、ありがとうと親おや父じに感謝する気にもならなかった。


    　成功と呼べる人生はそんなに難しいとは思わなかった。


    　むしろ組み立てやすい。だから刺激がない。博ばく打ちに金を突っ込むような刺激が足りない。順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな人生は賢さかしすぎて無意味に嫌いや気けが差す。


    　他人から大金を掠かすめ取り、そしてその後も管理した。俺だけがリスクを背負うようなやり方は、それが一番正しいと思ったからだ。みんなが俺も俺もでは纏まとまらない。大金を管理し、せがまれるのに応じて少しずつ渡し帳簿をつけて。全体のバランスを常に気遣う。手間は俺が一人で抱え込む。


    　頭取なんて呼ばれていたが、実際、働いているのは俺だけのような有様だった。


    　みんな自分の都合で自分の分け前を気ままに要求し、それに応こたえてやりたまには絞る。やりすぎだと思ったらそう言って他の仲間にも確認する。金を全て持っているからといって俺が全て遣える訳じゃない。


    　銘めい次じだけが俺を王様だと言った。一人で王国を支えている王様。


    　一人で支えきれている程度のちっぽけな国がどこぞから攻撃を受けている。俺はその対応にかかりっきりの、えらく働く王様だった。もっと気楽であって欲しいとは思うが、その実、椅い子すにふんぞり返っているよりは楽しいのも確かだった。


    「道みち場ばさん」


    　名字を呼ばれた。助手席からだった。


    　暗くら闇やみの向こうからヘッドライトが迫ってくる。


    「……やっちまった方が早いんじゃないですか。俺らその気で来てますし」


    「あんまりモメたくない。いてくれるだけで充分だ」


    　もしやり合うとなったら、別途、金は払うと約束していた。そっちのボーナスを期待しているらしい。少し大盤振る舞いをしすぎたかと反省したが、やるとなったら殺し合いだ。それなりに気合を入れて貰もらわなければ困る。


    　だから、やりたくないとも言える。


    　俺が金を払って人を殺させた、などという弱みを握られたくない。それなりに仁義は分かっている連中だが、追い込まれればどういう棘とげになってこっちに刺さってくるか、分かったものではなかった。


    　あくまで念の為ためだ。


    　それに相手は、軽のワンボックスで来ている。モメるにしたって車ごと体当たりをした方がいいに決まっている。その為の多目的車両をわざわざ払い下げで用意して貰ったのだ。


    　ここで待ち合わせをしていた。


    　向こうがどう出るかが賭かけだったが、取りあえず話し合いには応じる気配のようだった。まさか横付けした途端に銃を撃ってくるような真ま似ねはしないだろう。持っているかも怪しい。今、こいつらは住み処かを追われて流浪の身の上になっている。


    　俺がそうした。


    　横に、すれ違うようにワンボックスが停とまる。ハンヴィーからは見下ろすようになる。


    　車高が高いだけでも随分有利だ。車体右の窓を開け、身を乗り出す。向こうも助手席から男が身を乗り出していた。


    「……何で私らの番号分かった？」


    「ガサ入れ喰くらっただろ。何であの隠れ家が分かったのかって訊きけよ」


    　何か相談している。声が大きい。


    　俺を殺すと言っている。


    「車降りろ。話する」


    「無理して日本語喋しやべらなくていいぜ」


    　中国語でそう言ってやるときょとんとしていた。お前らの私語も丸わかりだと暗に伝えた心算つもりだったのだが、通じていないらしい。こいつらは日本人に伝わらないと思って、平気で大声で本音を話す癖くせがある。


    　こいつらの隠れ家には入管のガサ入れがあった筈はずだ。揃そろいも揃って密入国者で、車の持ち主は日本人だった。こいつらに車を貸すだけで結構な額を取っている。そいつを締め上げるのも吐かせるのも警察にやって貰もらった。別に親おや父じを頼った訳じゃなく、公衆電話から密告しただけだ。


    　貸し主には結構な前科がある。


    　少しでも警察に目をつけられるとなれば、密入国者などすぐに追い出すに決まっていた。その辺りは、当て逃げされたとか言って親父にやって貰った。俺の悪事を何ど処こまで親父に把握されているかは分からない。こまめに用件を分けて、建前上の名目を付け足すのは欠かさなかった。


    　親父が全部知っているのではないかとたまに不安になる。


    　同時に、少しばかり楽しい。破滅をまた回避させるだろうか。今度こそ俺を放り出して終わりだろうか。それとも、警察幹部の地位を持った親父ごとの破滅になるだろうか。ただ淡々と勝つ人生の事だけ考えているより、よほど楽しい。


    　子供の頃に買って貰えなかった玩おも具ちやを、大人になってから買い直しても満足はしないそうだ。俺は中学の時に得られなかった滅びを中毒のように求めている。絶対に、二度と同じ感覚は味わえないと分かっているのに。


    「車を降りろ、日本人のガキが。見下ろされるのは不愉快だ」


    　中国語で怒鳴ってきた。音量がでかい。声を潜ひそめるのを忘れたらしい。


    「やだね。折角の有利なポジションだ、何で捨てなきゃならない？　お前らが勝手に車高の低い車に乗ってきたのが悪い」


    「手打ちにしたいって言ってきたな。その態度は何だ」


    「別にビビって手打ちにしたい訳じゃねえ。鬱うつ陶とうしいからもう諦あきらめろって言いに来ただけだ。お前らはとっくの昔にしくじってんだよ」


    「何人、俺らの仲間が逮捕されたか分かってるのか？」


    「知るかバカ野郎。お前らが抜けてただけだ」


    　プロならプロらしくすべきだ。つまり成功させるべきだ。ずさんな計画を立てて俺に先を取られるような間抜けはアマチュアそのものだ。こいつらは破滅して終わるべきなのに、まだのうのうと生きているばかりか、俺にちょっかいをかけてくる。


    　ハンヴィーの車内に視線を戻す。三人がやる気満々で待機していた。


    「……周囲を見ておいてくれ。別動隊がいるかも知れない」


    「違う車でですか？」


    「いや。……多分、個人だ」


    　龍りゆう童どうとやり合い燐りん華かの弾を喰くらって逃げたというバニーガールがいる。こんな間抜けどもと一緒に車で来るとは思えなかった。もう一度、ハンヴィーの窓から身を乗り出してワンボックス車を見下ろした。


    　中国人のおっさんは俺を飽きずに見上げ、睨にらみつけてくる。


    「金を奪い返すまでやる」


    「ねえよもう、金なんか。まだあると思ったのか？　遣っちまったよ」


    「知らん。三億用意しろ」


    「追われてる密入国者の分際で、俺から三億も脅し取ろうってのは強引だな」


    　金だけではなく意趣返しの意味合いもかなり比率は高かった筈はずだ。まだ金が残っているなどと思っているほど抜けてはいないだろう。


    「……お前らも俺の仲間を殺したんだから、もういいだろう」


    　これはカマかけに外ほかならない。


    　どう反応するか見たかった。戸惑ったような顔。


    「この前も襲おそってきたじゃねえか。別に中国人だからって律義にカンフーしなくてもいいんだぞ？」


    「カンフー？」


    　二つめのカマをかけた。ますます挙動不審になっている。


    　俺の方もちょっと落ち着かなくなってきた。こいつらが犯人であってくれれば、物事は簡単に終わっていたのだ。この顔は本当に知らないという顔に見える。それが却かえって、座り心地が悪い。


    　かといって何も知らない、という事でもないらしい。明らかに挙動不審になっている。何か隠している顔だった。


    「……俺からも訊ききたい。殆ほとんど同じ質問だ。何で俺の居場所が分かった？」


    　わざわざ移動した先を襲撃してきた。


    　俺を探り当てたのも大したものだが、そっちの方が凄すごい。俺の実家や、銘めい次じの元々住んでいた部屋を襲おそったというならともかく、移動した先を襲ってきた。もっとも、その所せ為いで襲撃に失敗した訳だが。


    　しばらく俺を睨にらんでいたおっさんの顔が、急に緩ゆるんだ。笑う、まではいかない。ただ殺意のようなものが消え失せた。気持ちを切り替えるに至った思考経路がよく分からない。金は一円も渡していない。と、なると意趣返しの方か。


    「間違いなく殺されるな、お前は」


    「首を斬きられてか？　カンフー使いは青竜刀も使うのか？」


    「それは何の話か知らん。俺はただ、聞いただけだ。俺たちが奪う予定だった金を先に掠かすめ取った挙句、証拠を強引に隠滅して、俺たちに罪だけなすりつけた連中がお前らだって事をな」


    「誰に？」


    「ル・シャオチョウ」


    　呂ル小シヤオ丑チヨウ。置き換えるのに時間がかかったのは、本当にそれでいいのか自信がなかったからだ。小丑とはピエロの事を指す。人の名前とは思えなかった。自分の子供に馬ば鹿かと名付ける親がいるものか。


    「ピエロでいいのか、それは」


    「ピエロで構わない」


    　英語に置き換えさせた。そこで初めて笑っている。俺を下から嘲ちよう笑しようしている。


    　言語能力を笑われたのではなく、もっと不愉快な何かだ。俺の死体を見つけたら、こいつはきっとこういう顔で笑うんだろう。


    「……そいつはカンフーを使うのか？」


    「ハイ・マスター・クラスだな」


    　わざわざ英語で言いやがった。しかも適当そうな英語で。


    　車内でごそごそしたかと思うと、こちらに、四角い紙片を差し出してくる。俺は少し躊躇ためらってから、その紙片を受け取った。口座番号と思おぼしき数字と、携帯電話の番号らしき数字が並んでいる。


    「俺たちはどうも動かされたっぽいのが分かった。もう、手を引く」


    　また笑う。


    「放って置いてもお前らは死ぬよ。ル・シャオチョウが直で手を下すんならな」


    「じゃあこの紙片は何だ？」


    「ここからは商売をする。俺らも手ぶらじゃ国に帰れない。金を用意して振り込め。シャオチョウに関して何か知りたくなってきただろ？」


    「三億はない」


    「用意できるだけ振り込んだら、その番号に電話しろ。額次第の話をしてやる」


    「お前らが電話に出ないって事は？」


    「もう一度同じ額を振り込んで貰もらわなきゃならないから、出るさ。だから用意できる金の半分でいい」


    「こちらが話を聞くだけ聞いて、残りを振り込まなかったら？」


    「また俺らを怒らせるだけだ。こっちも面倒だから引いてやると言っている。金の話でいいと言ってやっている。面メン子ツを潰つぶすなら、面倒が面倒じゃなくなる。何が何でもお前らに嫌いやがらせを繰り返す」


    　それはこちらとしても面倒だった。


    　こいつらは一刻も早く日本を出たいだろうが、金も手に入れたい。だからこちらに取引を持ちかけてきている。そんな戯ざれ言ごとを信用するのか、と俺の頭の中で警告が鳴り響くが、残念な事に龍りゆう童どうと燐りん華かがおかしなのに出会ってしまった後だ。むしろ何も起きていなければ、ピエロなんて名前の中国人に興味はなかったし、はったりだとはね除のけられもした。


    　用意できるだけの金を二回に分けて振り込めとはなかなかやる。


    　プロじゃないか、とこちらも笑いそうになってきた。


    　こいつらはきっちり形にして金にする。


    「お前らがどれだけ知っているか見当がつかない。値札も見えない」


    「ル・シャオチョウは有名人だ、俺たちの間ではな。俺は結構、奴やつの事を知っている。お前の事を直接教えて貰ったぐらいには親しい。……お前が自分の情報にどれだけ金を出すか、という話になるな」


    　いい担保ではある。


    　こいつらの状況と俺らの状況を考えても、アテにはなる。あとは幾ら振り込むかという話になってくる。それは考えればいい。そのぐらいの時間はある。何にせよ情報が足りないのはこちらの方なのだ。


    　ワンボックスカーが走り去っていく。


    　俺はハンヴィーの運転手に終わりだ、と告げた。


    「……何話してたんすか」


    　隣の奴に訊きかれる。お前の知った事じゃないと言いそうになったが、喧けん嘩か腰ごしになっても仕方ないし、強気に出てもしょうがない。俺はこういうところで強がるのがいかに無意味か分かっている。ただ冷淡でいればそれでいいし、払うべき金を払ってやれば解決する。


    　気にするな、とだけ答えたが不満そうだった。俺の返事がじゃない。この車内にいる全員があいつらをシメよう、そうしたい、と意気込んでいる。俺から金ももっと貰えるし、何より楽しいからだ。


    　短絡的で思慮の欠片かけらもないアマチュアどもに居心地悪く囲まれながら、俺は疎うとましさと同時に、こいつらを何ど処こかで羨うらやましく感じ始めていた。


    　金が欲しいのなら俺を殺してこのハンヴィーを奪えばいい。


    　そう、教えてやりたくなる。


    　俺が手の中に抱え込んで弄もてあそべる破滅の一つ。核保有国の元首はこんな気持ちにならないんだろうか。そんな幼さを持っている人間に国のトップは務まらないのかも知れないが。


    　俺は俺を監督しなければならない。


    　金ではなく自分自身を。


    　王様でも頭取でも何でもいいが、他人の面倒を見る事がそこに繋つながるというなら、俺は幾らでも働き続けてやるし、仲間でもない車内にいる連中の面倒だって見てやってもいい。結局俺は、それが好きなのだ。


    　このハンヴィーの改造されたトランクルームには、俺らの奪った大金が丸ごと隠されている。


    　移動する金庫室の中にいながら金が欲しいと言っている自分たちの迂う闊かつさを教えてやりたくて仕方がない自分を自覚し、そして押し殺している。

  


  
    


    


    


    12.MURPHY'S GHOST

    


    



    　携帯でアクセス出来るネットの動画を大画面に転送する。


    　のんびりと見ていられる。


    　広い板張りの１ＬＤＫ。スペースの殆ほとんどはトレーニング器具。と、いってもベンチと懸垂マシン、ダンベルとバーベル。サンドバッグ。そんな物だ。いわゆるマシンは懸垂以外は、邪魔くさいので導入していない。


    　トレーニングは週に二度やる。楽しいからだ。そうそうケンカもできやしない。体を動かし続けないとだんだん気が滅入ってくる。フィジカルというよりメンタルの健全を保つ為ためにトレーニングをする。


    　まずサンドバッグを叩たたく。全身の筋肉をそれで確認する。その動きで、やや弱いと感じた部位を細かく鍛きたえ直す。その繰り返しだ。俺の胸板で、龍の子供が躍動する。ばかでかい刺いれ青ずみを派手に入れて貰もらった。殻を破って産まれてくる龍の図柄。


    　俺の名前を模した。


    　不退転の決意でそうした。


    　俺の体が弱り、やせ衰え、もう戦えないと思う日が来た時に自分を許さない為ためにそうした。まともな社会生活というものを自分から取り上げた。俺は死ぬその時まで、龍りゆうの子供でありたい。その龍は、まだ生き生きと俺の胸で息づいている。


    　その間、ずっと大画面テレビには画質の粗い動画が流れている。


    　今回は総合系をチョイスしてみた。ミルコ・クロコップ対ケビン・ランデルマンの強引な試合展開を横目で見ながら、ダンベルをちょこちょこと動かして筋肉に的確な負荷を与える。燐りん華かは動画を、ぼんやりと眺めながらベッドに転がっている。


    　居着いてしまった。


    　俺は自炊をするのだが、ビルダー並みの極端な食事と、異常な量の炭水化物が交互にやってくるので燐華は付き合いきれないらしく、店屋物を取っている。


    　動画はランデルマンの強引なパウンドでの勝利で終わる。


    　ムラの多い選手だ。ミルコの方がトータルで優秀な格闘技者なのは疑いようがない。そういう対極的な組み合わせは、自分の得意分野に、強引にでも持ち込んで一気に片をつけるとなりがちで、クレバーな試合運びを意識したミルコの戦略的なミスとも言える。


    　もう一度やればまた違う結果も充分にある。


    　要するに一回やってどっちが勝ったからといって、即すなわちどっちが強いとは言い切れない。


    　それこそ、殺し合いでもするより他に決めようがない。やった本人が認めたというなら、話は別だが。


    　単純に言うとランデルマンは勢いとパワー。ミルコは技巧派で勢いよりリズムと確実性を重視する。


    「……龍りゆう童どうはこの人らに勝てる？」


    　素人がよく言う質問を平然とする。


    　答えに困る。


    「勝てるような気がするし、勝てないような気もする」


    「何だそりゃ」


    「ルールで戦い方も決められるし、その日の気分もあるし、それに俺はすぐ反則をしたがるからその時点で負ける」


    　例えば俺はもうストライカーでやると半ば決めているところがあるのだが、だからといって立ち技ルールでならとは言えない。そうなると投げたり首を絞めたりしたくなってしまう。我ながら難儀な性格だ。


    「……じゃあ、こいつには勝てないかなーってのは？」


    「相手のルールに合わせて戦う、って前提だよな」


    「まあそうだね」


    「全盛期のマイク・タイソン。エメリヤーエンコ・ヒョードル……あとイップマン」


    「何マンだか何屋さんだかは知らないけどタイソンは知ってる」


    「ルールがあるとキツいな。蹴けりくれてやれれば何とかなるんだけどな」


    「じゃあルールなしの、何でもありなら無敵？」


    「今は無敵っぽいな。この前の変なバニーガールが気になってるぐらいで」


    「今までの人生トータルだと？」


    「一人いたよ」


    「負けたの？」


    「たまたま勝ったみたいなもんだったな」


    「どんな化け物だよ、そりゃ」


    　怜れいは俺や燐りん華かを化け物だと言ったが、アレはそれ以上だ。


    　齢よわい九〇になろうとする老人。


    　俺はあれ以上の化け物を見た事がない。あんな男が存在した事すら信じ難い。俺は、今だって架空のスパーリング相手としてあの老人をイメージしている。


    「……俺らが襲おそった家、あったよな、燐華」


    「ああ、あの家？　三億ゲットの」


    「あの家に武道場があった。そこに恐ろしいのがいるってんで、それ目当てに参加したようなモンだったよ、俺は」
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    「龍りゆう童どうが負けてたら、私らも皆殺しにされてただろうね」


    「間違いなくな」


    　燐りん華かは、あの家を最初に訪ねた。道を聞きたいとか何とか言って。外見から怪しまれなかったのか巧うまい言い方でまるめ込んだのか、あの家は最初の化け物を招き入れてしまったのだ。


    　怜れいが俺に声をかけ、金を奪うという計画を持ちかけてきたのは、あの老人対策だったのだろうと今にして思う。俺で足りない分は、燐華と玻は璃る人ひとで補う。燐華には例の『判事』があったし、玻璃人もそこそこ、喧けん嘩かはやる。俺の補欠と怜の警護みたいなものだった。あそこに場違いにいたのは、来らい霧むぐらいだったけど、あいつにはあいつなりの役目があった。


    　中国人マフィアが、一いつ旦たん集めた金をその家に集積している。


    　それを横から攫さらおうとしている別のマフィアがいて、揉もめ事を避ける為ためにお互い顔色を窺うかがって束つかの間、空白状態が出来た隙すきを突いた。


    　俺らみたいな若造が、保管してある大金に気付くわけがない。


    　そう、油断していたのかも知れない。燐華を招き入れたその家の旦だん那なには、燐華がハンドバッグから「これなんですけど」などと地図でも取り出すような感覚で『判事』を取り出し、容赦なくぶっ放したという。


    　散弾を使っていた。なんと身を翻ひるがえされ致命傷には至らなかったという。


    　だが動けずにいるところを、スラグ弾で脳天をスイカみたいに叩たたき割られて即死した。


    　間髪容れずに俺が入る。その老人を捜す。奥にある武道場で、小さな、萎しぼんだような体で立ち尽くしていた。黒い胴衣姿で。皺しわだらけの顔は、まだ目が見えているのかさえ怪しかった。


    　俺がそこで何度も、敗北と死を確信しながら、それでもまだ動けると戦い続けていた時、惨劇は俺の預かり知らないところで始まっていた。金を運び出し車に積む。このまま中国へと運ばれていく筈はずだったブラックマネー。そんな物が何な故ぜ、こんな家に一時的にとはいえ保管されていたのか分からなかった。


    　考えている余裕もなかった。


    　俺は怪物をどう倒すか考えなければならなかった。


    　女房と娘の悲鳴が聞こえてきた時に、老人は動揺したが、その動揺は巧く突けなかった。その代わり、老人が戦闘スタイルを変更させた。なるべく時間をかけずに俺を倒す、というスタイルに変更させた時、俺は漸ようやく、勝機を感じ取れていた。


    　足を狙ねらい始めていた。俺のフットワークを奪う。しかしそれでは時間がかかる。急所打ちに関しては、狙われる場所が分かっていたから何とか凌しのいだ。一発一発が砲丸で殴られるような重さの打撃は防ぐのも雑にやると、その部位を破壊される。


    　俺は腰を落とし、体重をかけて、広く開いたスタンスで真っ向から受けた。これが一番、防ぎやすい。とはいえどんどん足は麻ま痺ひして痺しびれていく。


    　持久戦に持ち込まれたら、俺は粉々にされていた可能性がある。


    　異常に速くてそして考えられないほどに重い打撃を受け続けていたのだ。


    　俺の足が限界となった時、老人は一気に決めようとした。背後へ大きく跳躍する。つま先だけを使った跳躍は信じられない程遥はるか遠くへと飛べる脚力の奇跡だった。


    　待っていた。


    　跳ぶとは思わなかったが、リズムが乱れるのをずっと辛抱強く待っていた。


    　跳ぶ相手の足首を掴つかめた時、余りの嬉うれしさに笑い出しそうになった。笑っていたかも知れない。他人には笑みとは分からないような表情で、そうしていたかも知れない。勝った、と半ば確信していた。


    　掴んでしまえば小さな体の、多少重い老人に過ぎない。


    　反撃も脱出もさせない。


    　激痛にも構わず下半身に最後の命令を下して筋肉を稼働させた。全身くまなく力を解放して、枕まくらでも叩たたきつけるように、床の間目がけて相手の体を叩きつけた。何度も何度も叩きつけたかった。出来たのは三回だった。


    　俺はそれでもう限界だった。


    　なのに相手はまだ動く。どうなってやがるのか、さっぱり分からない。あの無茶苦茶な叩きつけられ方で受け身を取っていたとでもいうのか。それでも、這はいずりながら立つ事も出来ずに、跳ぼうとしていた方向に向かっていた。


    　俺は何も出来ない。座り込んで、待つだけだ。ひょっとしたら一撃ぐらいは返せるかも知れない。僅わずかでも体が回復したなら、その些さ細さいな一撃を叩き込もう。


    　老人は、壁際にあった白しら鞘ざやの日本刀を掴んでいた。


    　杖代わりにして立ち上がり、荒い息を整え血ち塗まみれになって潰つぶれた顔面をこちらに向けて立ち尽くす。すらりと、鞘の中から白刃が滑り出した。


    　そっちが本番か。


    　刀も遣えるというだけか。


    　勝負を焦って選択を間違えたのか。


    　何にせよ俺は動けなかった。


    　そして相手が、刀を右肩の上へほぼ垂直に立てる。いや、そこから更に上へ。


    　殆ほとんど背伸びをしているほどの、ただまっすぐに天空へ剣先を向けた大上段。


    　俺はただ見ていた。こちらへ向かって踏み込んできたのと同時に、前のめりに倒れるのをただ見ていた。それは確認するまでもなく、もう二度と動く筈はずはなかった。


    　刀で勝負を急がなければ。


    　あの打撃は完かん璧ぺきだった。その年であれを打てる。その年でストライカーとしてやっていける。俺はその事実を目の当たりにさせられて、感動すらしていた。人を殺したとさえ思わなかった。戦って、勝ったとも思わない。


    　ただ生きている。


    　どちらかで言うなら、負け残った。次がない、一回こっきりの勝負。


    　死んだ奴やつが負けなのだ、やり方を間違えれば勝てるものも勝てなくなるのだ。そう開き直る気分にもならなかった。


    　やがて騒ぎが収まる頃に、俺はどうにか立てるようになっていた。左腕が動かない。呼吸も巧うまくできない。多分、入院するはめになるだろう。長くならなければいい。毎日横になっていると筋力が衰える。


    　居間には、この家族の中で生き残った二人が転がっていた。


    　全裸で、縛り上げられ口に布をカマされている。どちらも綺き麗れいな母はは娘こだった。三十代と十代といったところか。よく見なかったから年齢までは把握出来なかった。老人が判断を誤るほどの対象。その時は家族なのかと思っていた。家族ぐらいでなければあの判断ミスはない。だがそれは、用心棒として雇われたのだと言うプロとしての自負からだったと後から教えられた。俺には、真ま似ね出来ない美学とルールだ。そしてそのプロとしての美学を、俺とその仲間はこれから、完かん膚ぷ無きまで粉砕してしまう。


    　二階から、来らい霧むが楽しそうに降りてきた。視線が、不ぶ躾しつけに親娘を視し姦かんしている。


    　娘の使っているＰＣから知り合いのアウトロー全員の個人メールアドレスにここの住所を送信し、家からかき集めた宝飾品や現金を画像に撮って添付。切り取り放題早い者勝ち。そんなふうに煽あおったそうだ。女の裸まで添付してある。面白がって集まってくる。この家から送信しているから、送信者は割り出されない。


    　俺は、戦いの満足感がドス黒く侵食される気がして、さっさと車に戻った。


    　怜れいが運転席にいる。


    「……どうだった？」


    「いい経験をさせてもらった」


    「死にそうだぞ、お前」


    「俺は生きてるし、相手は死んだ」


    　紙一重で、判断一つで俺が死んでいた。それは言わなかった。


    　ラゲッジスペースにある現金にもさして興味はなかった。まだ生きている事を勝ちだと誇ほこっていいのか分からない。例えば旅客機が墜落してたった一人生存したとして、それを旅客機の負けで俺の勝ちと言えるだろうか。生き延びたと言うだけなのではないか。


    　俺の戸惑いも気にせず、続々と仲間が戻ってくる。家をちらりと振り返ると、扉が開けっ放しになっている。派手なエンジン音がもう遠くから、何台にも連なり反響して押し寄せてくる。


    　助手席に燐りん華か。俺の隣に来霧と玻は璃る人ひと。


    「……銘めい次じは？」


    「どさくさまぎれに、家に火を点つけるそうだ」


    「大丈夫なのかよ」


    「その手の事はあいつに任せるしかない。あいつも、巧うまくやるだろ。自分から言い出したんだしな。俺らは騒ぎになる前に出る」


    　怜れいが車を飛ばし始めた。


    　疲れ切った体を背もたれに預け、背後を見る。外から見れば何も起きていない、郊外に離れた一軒家。


    　裸に剥むかれた母はは娘こを思い出して暗あん澹たんとする。見み逃のがせとは言わない。せめて楽に殺してやるぐらいの事は出来なかったのか。あの戦いを経た俺は、何となくそのぐらいの敬意は抱いだいてしまっていた。


    「……あそこまでやる必要があるのか？」


    「あそこまでやらなきゃ意味がない。不特定多数が押し寄せて落らつ花か狼ろう藉ぜきの限りを尽くして貰もらわなきゃ、証拠が出る可能性がある。なるべくぐちゃぐちゃにして貰いたい」


    「女二人も差し出してか？」


    「入り口の死体でビビって帰られても困る。ちょっと覗のぞいてみようぜ、ってなるからな」


    「なるかね、そんなに単純に」


    「なるさ。楽しいからな。自分たちが殺した訳でもないなら尚なお更さらはしゃぐ」


    　怜のそういう想定は、俺には今ひとつ理解できない。


    　だが怜がそう言うなら、そうなんだろう。


    　疲れ切って、考えるのが面倒になった。背もたれにかける体重を増やし、脱力した。全身、そこら中が痛かったから、疲れていても眠れなかった。折れている骨の数は十近いに決まっている。


    　明日集合、という事で、俺を除いた三人は帰った。


    　俺は離れた場所にある病院に連れていって貰う。


    　一時間ほどして病院に到着し、ロビーで待っていると、テレビの速報で民家が全焼、というニュースを流していた。


    　金は要らなかった。


    　あるというなら、分けて貰えるというなら、断る理由はなかっただけだ。


    　あの戦い。


    　あれだけでも俺は怜に感謝している。そしてあれ以来俺は、ずっとあの老人と戦い続けている。体に刻まれた記憶を頼りにシャドーを繰り返し、あの打撃が欲しくて立ち技ばかり続けるようになった。


    　サンドバッグを殴ると弾はじけて飛んでいきそうになる。


    　打撃力はある。それなりだ。大抵の相手は腹を蹴ければ内臓が破裂する。そのぐらいの力はある。だがあの打撃に及ばない。力ずくで同じ数値を叩たたき出しているというだけで、俺がこのまま老いていけば自然と弱まっていく。


    　打撃力の向上は筋トレを中心に、何とか動きを真ま似ね出来ないかと試行錯誤した。極端な話、体当たりと同じ理屈だろうとまでは見当がついた。だがまだ自信がない。あれほど効率よく、体重を打撃に乗せられない。


    　体中の質量が打突のインパクトに乗る。


    　例えば拳こぶしなら、全身が溶けて拳に流れ込むようなイメージ。


    　イメージだけで理屈は全く分からない。だが殴り合いなど結局は理屈じゃないとも思う。同じように手足が生えている同じ人間のやる事だ。何ど処こかに答えはあるはずで、それは考えるよりも絶えずイメージし続ける方が辿たどり着きやすい。


    　あれが遣えて当てられるのなら、どんな相手だろうと人間なら倒せる。


    　そしてきっと、幻想の中にだけいる幽霊のような相手との繰り返される戦いにも、いつか勝てるようになれると俺は信じていた。

  


  
    


    


    


    13.（RABBIT）

    


    



    　龍りゆう童どうがアホみたいにトレーニングを繰り返していたから構ってくれなくなって飽きてきたので、外に出た。


    　一人になると余り思い出したくない事がみるみる頭を過よぎって自己嫌悪の塊かたまりになる。龍童の分厚い胸板に刻まれたタトゥーすら思い出したくない。卵の殻を破って出てくる龍りゆうの子供が描かれたタトゥー。龍童という名前に合わせたのかも知れないけれど、私にはカリメロかなんかにしか見えなかった。何の為ためにあんな絵を好き好んで刻むのやら。年老いてしまったら恥ずかしいのではないかとか、そういう小こ馬ば鹿かにした感想しか湧わいてこない。


    　あの絵に抱かれていたという事が苛いら立だたしくて恥ずかしく、反省する。


    　それなのに、かつて人を撃ち殺した事は一切後悔しない。


    　反省する気もない。


    　大体、非合法な金を三億も隠していたあの一家だって、世間に顔向けできないような事をしていたに決まっている。もっとも、それがごく普通の一般家庭であっても、私はそんなに気に病まないと思うけれども。


    　私が後悔するのは迂う闊かつなセックスだけだ。


    　銃を撃つだけでもかなり燃える。人など撃ってしまうと抑えが効かなくなる。


    　割りと、誰でも良くなる。


    　ほんのちょっとだけ気になる程度であればそれでいいぐらいに、ハードルはないも同然の有様となる。私が、持ちかければ了承して貰もらえる程度のルックスで本当に良かった。断られるようではどうしていいか分からなくて、そのうち、見境なく通行人を撃ち殺して自分の脳天も吹っ飛ばすようになっていただろう。


    　よく鬱うつ屈くつや不平不満の表れとして人を殺すというのを聞く。


    　私も多分、その類たぐいだ。


    　他人に同情されるほどにはマイナスの鬱屈ではないというだけで、そして私は別に、他人に同情されたくもない。誰かを力ずくでねじ伏せたいという私の鬱屈は、肉体的に晴れる事がない。


    　他人に同情されたいとは思わないので、代わりに相手の事情を慮おもんばかったりもしない。


    　きっかけ一つで私は平気で発砲する。


    　誰かに銃弾を撃ち込む事が楽しくて仕方がない。やった後は異常に興奮する。もうこれは何かの疾病と言っていいんだろう。治療する気も、まるでない。今更だ。そのうち私は、散弾銃で誰かを撃ち殺して捕まるんだろう。


    　性せい癖へきだと言われるのも納得がいかない。確かに連結しているのだけれど、ワンクッション違う感覚が挟まっている。


    　まず暴力ありきなのだ。


    　他人を叩たたきのめす圧倒的な力を実感したい欲求が先にある。溢あふれてこぼれた分を拭ふき取るのに使うぼろ布のようにセックスが存在する。


    　それに私を包む自己嫌悪だ。銃を撃つ事に嫌悪はまるでない。その結果、人が死ぬ事にも。それなのに勢いでやってしまったセックスの事は思い出したくもない失敗としていつまでも頭の中に漂い、私の自意識を傷つけ続ける。


    　むしろ私は貞てい淑しゆくな方なのではないかとも思う。誰もきっと認めてくれないだろうけれど。


    　一人で夜道を歩きながら、携帯で『彼氏』に電話する。何となく申し訳ないので、しばらく世話になってもいいかと思っていた。散々、頼み事もしている。ロバートとは四年以上付き合っている。最初のうちは手も握らせなかった。


    　そもそも私の最初の相手は、怜れいだった。


    　私が初めて人を撃ち殺したあと、どうしようもなくなって誘った。あの感覚は何なんだろう、と今でも思うし理解も出来ない。絶対に恋愛感情ではなかったし、ましてや快楽の追求でもない。


    　人を力ずくでねじ伏せたいなどと願ってやまない私に神様が呪のろいでもかけたんだろうか。


    　ただ撃つだけでも、射撃場や山奥や、時には結構無造作に河原や、街中で撃った事さえある。人は死んでいなくても、私はそれだけで裸になりたくなる。誰かに抱かれたくなる。ましてや当ててしまったりしたら。完全に撃ち殺していたとしたら。


    　もうそれは耐えられない。


    　恋愛感情があって付き合っている相手にも許さないような事をしてしまう。ほぼ無造作で無作為に近いフィルターをかけて、誰彼構わずと言っていい選び方で。そして後で思い返して自己嫌悪する。


    　全く我ながらどうしようもない。


    　携帯は繋つながらなかった。勤務中かな、と思ってしつこくはしなかった。どのみち、後で必ず返してくる。私の事をとても可愛かわいがってくれている。好きとかの恋愛感情よりも、可愛がっている、というのが正しそうだった。だから銃が欲しい、なんて言っても渡してくれる。そんな物を欲しがっちゃだめだなんて説教はしない。


    　面白がっているのだし、面白がられているのなら私もそれでいい。


    　だから割りと適当な付き合いでも、四年も続いているのかも知れない。私の父親ぐらいの年齢で、多分、本国に奥さんがいる。どうでもいいから確認した事はない。ろくにやらせもしない私みたいなのを四年も相手にするというのは、殆ほとんどペット感覚に近い。その言い方が悪ければ、娘みたいな感覚、でもいいけれど。


    　たまに合意でセックス出来る娘。何とも気色悪くて素晴らしい存在だ。


    　携帯をしまってどうしたものかと考えながら夜道を歩く。私も馬ば鹿かじゃないから、人も車も多い通りを駅に向かって歩いていた。終電もまだという時間だから、人も車もどんどん多くなっていく。


    　また龍りゆう童どうの部屋に戻るか、家におとなしく帰るか。もう三か月くらい帰っていない。家出人として届け出られていてもおかしくなかったけど、うちの両親はとっくに私の事なんか諦あきらめているだろう。


    　私の取り分。


    　あの家を襲おそって、私が人を一人撃ち殺して得た五〇〇〇万円。殆ど遣っていない。


    　私は仕事をしたくなかったし、いざとなったら誰かに養って貰もらおうと完全にアテにしていたけれど、何となく遣わずにいた。欲しい物があんまりない。猟銃の免許でも取ろうかと思うぐらいだ。あれは、親と仲良くしていないと身分審査でハネられるそうなので、きっと取得出来ないけれど。


    　ロバートがかけ直して来るのを待って、駅前のロータリーで植え込みに座り込んだ。今日、行けないようなら、また龍童の部屋に戻ってもいい。あいつも鍛きたえる事しか頭にない様子なので、こっちから無理に誘わなければ襲ってくるという様子もない。性欲まで筋きん繊せん維いの強化に転用したいという気分が伝わってくる。


    　ああいう体に産まれたかったとしみじみ思う。


    　ぼんやりと携帯の画面を見ながら、龍りゆう童どうの雑なセックスを思い出す。ああいう身勝手かつ自分本位のやり方でいい。こっちもこっちで勝手にやる。とても丁度いい。ロバートなんかは気を遣ってくれる分だけ、少し疲れる。


    　ストリートミュージシャンがアコースティックギターを鳴らしている。


    　数人の客がいる。


    　タクシー乗り場にはまだ行列はないが、終電に備えてちらほらタクシーが列を成し始めている。駅には人が集まってくる。すぐ近くには交番もある。呑のみ会の帰りで上機嫌な集団、学生ノリではしゃいでいる集団。そういうまっただ中に私はいる。携帯の着信を待って植え込みに座っている。


    　だからまさかと思って自分の目と頭をまず疑った。


    　私から数メートル離れた場所にロングコート姿の女が立っている。小柄で、ひょっとしたら私より背が低い。ロングコートの裾すそから伸びた足が、濃い色のストッキングに包まれていて、エナメルの様なピンヒールシューズがネオンを反射させて鈍く色づいている。


    　開いたコートの下には、肩かた紐ひもなしのバニースーツ。素肌が覗のぞき鎖骨が見える。僧そう帽ぼう筋きんが逞たくましいのが分かる。


    　目立ちに目立ちまくっている白髪とルビーレンズのサングラス。そしてアホみたいなヘッドドレス。何なんだよそのヘッドドレスは。必要な物なのかよ。


    　呆あきれて、余りの事に携帯を取りこぼすところだった。


    　私の方に近寄ってくる。ピンヒールだというのに足音がない。踵かかとをつけずにつま先立ちで、それが身長を分かりにくくさせている。


    　どんどんと無言で近寄ってくる。


    　アホみたいな格好をした、無表情のバニーガールが、上にコートを羽は織おっただけの姿で雑踏をすり抜けて私に迫ってくる。何をする心算つもりなのか、全く見当がつかなかった。だってここにはこんなに人がいて、すぐ傍そばには交番もあって。


    　もうアホのバニーガールは目の前にいる。


    　コートの裾が翻ひるがえる。


    　植え込みの木が爆はぜた。何とか避よけるのが間に合った。


    　ピンヒールの踵を突き上げてくる変則前まえ蹴げりが、木をヘシ折る勢いで突き刺さっている。殆ほとんど転ぶみたいにして私は、考える前に本能でそれを避けていた。木の爆ぜる音で周囲の人間が注目する。


    　このバニーガールと私に注目し、足を止めようとして、そして自分には関係のない事だと通り過ぎる。


    　これ以上はまずい。


    　やるならやるで場所を選べというのだ。


    　つい暴発したというのなら、ここまでが限界だ。


    　バレる。


    　警官だってすぐ近くにいる。


    　間違いを認めて手を引いて修正するなら、これが最後の機会だ。


    　そんなふうにして相手の出方をまだ窺うかがっていたのが、私の鈍くさいところかも知れない。思い切り、殴り込まれたのを躱かわせなかった。容赦なく上から脳天目がけて打ち下ろしてきて、私の意識を一瞬、途切れさせた。


    　本気だ、このバカは。


    　悲鳴でも上げれば私の勝ちだ。警察にでも任せればいい。突然、襲おそいかかってきたコスプレ馬ば鹿かを逮捕して貰もらえれば一件落着だ。


    「……正気かこの馬鹿、舐なめやがって……！」


    　立ち上がって、喧けん嘩かを買ってしまった。


    　私も私で正気じゃない。


    　だけどまだ理性がある。ここで騒ぎを起こして、警察に調べられたら、ハンドバッグの中にある『判事』が見つかってしまう。周囲がさすがにざわついて足を止める。酔っぱらい同士の喧嘩でも見るみたいに距離を取る。もう警官も気づいている。


    　ハンドバッグを振り回して叩たたきつけた。中には約一キロの鉄の塊かたまりが入っている。


    　躱すだろう。躱したところをすかさず逃げようと思った。


    　見事に受け止められた。引っ張っても、離そうとしない。全力で引っ張っても微動だにしない。ストラップ部分にワイヤーを仕込んであるからそれ自体が切れる事もない代わりに、このまま拘こだわったら逃げられなくなる。


    『判事』を捨てれば逃げられる。


    　また新しい拳けん銃じゆうを。


    　とにかくここでの騒ぎはまずい。悲鳴を上げて被害者になればいい。早く悲鳴を。


    　泣き叫べばそれで済む。


    　絶対に私のハンドバッグを離そうとしない、このバニーガールの腕力が、私の心に火を点つけた。私より遥はるかに高いフィジカル。力比べでは絶対に勝てないほどの。それは私を嫉しつ妬とさせていた。


    　それは私が欲しかった体だ。


    　望んでも得られなかった体だ。


    　私より小柄な女がそれを持っている。しかも敵意を向けて蹴けりを放ち、脳天を殴られた。我慢出来るわけがない。


    　ハンドバッグを一度強く引いた。引き戻す反動で飛びかかった。それはさすがに躱されたけれど、元から目当てはハンドバッグだった。取り戻す事に成功した瞬間、私の頭の中には『このまま逃げる』という選択肢は雲うん散さん霧む消しようしてしまっている。


    　悲鳴も上げない。上げて堪たまるか。


    　ハンドバッグに手を突っ込んで『判事』の銃じゆう把はを握りしめた。


    　周囲の見物人は、女同士の他た愛わいもない喧けん嘩かだと思っている。このイカレた格好のバニーガールに付き合わされるのは、私まで恥ずかしくなってくる。


    　ここからお前らを日常から乖かい離りさせてやろう。見物していたのが運の尽きだ。


    　至近距離から『判事』を撃った。凄すさまじくよく通る発射音が駅前ロータリーの空気を震わせた。植え込みの木が見事にヘシ折れて、ばきばきと音を立てて横倒しになっていく。熊くま弾の一撃は、このバニーガールのピンヒールなんかよりも圧倒的に強い。


    　警官が二人、血相を変えてやってきた。苛いら立だたしかったからそっち目がけて二発目を適当に放った。鳥弾の散弾が炸さく裂れつする。数十発の細かい粒を一度に放つ鳥弾は、特に狙ねらわなくても当たる。殺せなくてもそれなりに痛いし怯ひるむ。何より、発砲にビビって周囲の見物客が逃げ始めた。


    　女同士の喧嘩を面白がって携帯のカメラを向けていた連中にも銃口を向けてやると、青ざめた顔で手を挙げる。バニーガールが、横合いからぶつかってくるが、逃げるという方法でスカした。躱かわすとかじゃなくただ逃げる。そうそう、それで相手の打撃は当たらなくなると龍りゆう童どうが言っていた。


    　警官を撃った。騒ぎにもなった。


    　あっという間に犯罪者だ。多分、実刑を喰くらう。


    　捕まってもいいけれど、どうせ捕まるならもっと撃ちたい。二発も撃って人にも当ててしまったのだ。私の中にある昂たかぶりは抑えが効かずに沸ふつ騰とうし吹きこぼれていく。もっと。もっと撃ちたい。手当たり次第に撃ちまくりたい。


    　取りあえず逃げに徹した。ここから離れたい。警官が撃たれたとなったら緊急配備もハンパない勢いになる。交番には警官が二人しかいなかったけれど、夜間パトロールで回っている連中もいるだろうし、よそから応援などすぐ来る。本来なら、捕まるのは時間の問題だ。


    　携帯が鳴った。


    　ロバート。


    　走りながら通話に出る。


    「今から迎えに来て」


    「急だな」


    　流りゆう暢ちような日本語。日本での任務経験は十年以上になるという。


    「基地の中に私、入れない？」


    「……何かあったのか？」


    「ちょっとやらかした。身を隠さないと」


    「どこにいる？　すぐには無理だぞ」


    　街の名前を言う。一時間はかかるという。一時間、警察とバニーガールから逃げ切ればいい。米軍基地の中に入ってしまえば、そうそう、手出しは出来ないだろう。警察も、バニーガールも。


    　あれが来らい霧むの首を切り落としたという殺人バニーガールなのか。


    　刃物は遣わず素手で来た。


    　だが相手は一人で、私より目立つ。


    　振り返ると、足音一つ響かせずにつま先立ちのまま走って追ってきていた。間違いなく私より早い。


    　三発目。熊くま弾を一発ズラして、次に装そう填てんしてある蛇へび弾を適当に撃った。鳥弾より更に細かく拡散性能が高い。つまりめくらましに最適だ。そしてまたしても発砲音。警官に居所を報しらせるようなものだけれど、このままじゃ追いつかれる。


    　一いつ旦たん、龍りゆう童どうの部屋を目指すか迷った。


    　龍童がいれば大分違う。その上、逃げ込んで助けを求めたとしてもおそらく龍童は罪に問われない。私が銃を撃った事も警官を撃った事も龍童には関係ない。友達の家に逃げたと言えばいい。その上で殺し合いになり龍童が勝ったところで、巧うまくいけば正当防衛だ。


    　蛇弾で少しは足が止まったのか、振り返るといなかった。


    　油断はしなかった。


    　ああいうタイプは曲がり角の先から不意に現れる。


    　裏路地を移動しながら考える。私は身を隠す算段を模索し始めている。それはバニーガールを殺す事よりも優先順位は高いが、結果としてそうせざるを得なくなっただけだ。相手は、どうなのか。何も考えずにただ襲おそってきたのか。


    　だとしたら私に何か恨みでもあるのか。


    　来霧が殺されたのは路地裏で、人目につかない場所だった。今回は衆目の中、堂々と襲ってきている。私に『判事』を撃たせる事が目的だったのかも知れない。私が、ああいう状況で逃げるのではなく撃ってしまう、というのを見越した上で。


    　殺人未遂と銃砲火薬類取締法違反。捕まれば十年は牢ろう屋やの中にいる。


    　五〇〇〇万で弁護士でも雇うか。そんな事はどうでもいい。逃げ切ってから考えればいい。


    　龍童の部屋。まず目指すはそこだ。


    『判事』のシリンダーを回す。撃鉄に親指をかける。そのままの姿勢で走り続ける。


    　熊弾だ。四一〇ゲージスラグ弾。


    　これで八つ裂きにしてやる。


    　物陰に隠れ、人通りを窺うかがいながら龍童の部屋を目指す。龍童にメールを入れておいた。詳しくは書いていられない。定型文の『ヘルプ』を挿入して送信した。取り急ぎ、何か起きているとだけは伝えておきたい。寝ている可能性が高いけれど。


    　パトカーのサイレンが山のようにあちこちから響いてくる。何台急行してきているのか分からない。人と車が密集している駅前での事件だった事が少しは幸いした。いくら交通規制をかけても動きは鈍る。


    　私の顔は見られているだろうか。


    　携帯で写真を撮影していたバカもいたはずだ。


    　五〇〇〇万で整形もするか。結構、気に入っている顔だというのに。


    　龍りゆう童どうの部屋まであと少し。


    　一〇メートル先には、立ち尽くすバニーガール。今度こそまさしくバニーガールだった。ロングコートを捨てている。見たところ、かすり傷ひとつない。右手には大振りの刃物。それで来らい霧むの首を切断したのか。


    　まるで不格好な牙きばだ。


    「……何だってそんな奇抜なカッコしてんの、お前？」


    『判事』を突きつけてそう訊きいた。距離的には絶対優位じゃない。『判事』の放つ弾はまっすぐ飛ばない事も珍しくない。仕組みとしては火縄銃とそう変わらない。


    　バニーガールは答えない。右手の、牙みたいなナイフを持ち上げる。


    　あの猛烈なつま先ダッシュでこちらに来てくれれば、願ったりだ。狭い路地なら横には躱かわせない。そして近づいてくれるほど当たる確率は高くなる。それでも外せば、もう私には打つ手がない。


    　一発撃った。横に少しだけ動いてその弾を躱した姿に呆あつ気けにとられた。


    　弾丸を躱すなんて信じられない。しかも余裕を持って。慌あわててシリンダーを回す。間に合うか不安だった。バニーガールはもうこちらに近づいてきている。みるみる距離が狭まってくる。残弾はあと二発。シリンダーを手で回した。五発目ではなく六発目で勝負を賭かける。


    『判事』は融通が利く。散弾の種類もそうだが、通常の弾薬も幾つか込められる。


    　しかも薬やつ莢きようの長いハイパワー系の弾丸を。


    　四五ロングコルト。長い薬莢にはその分炸さく薬やくが多く込められている。マグナム弾という奴やつだ。貫通力が高い。熊くま弾は通らなかったが、これなら通るかも知れない。


    　もう目の前にいる。


    　引き金を引こうとした瞬間、バニーガールが浮いた。狙ねらいが掴つかめなくなり戸惑った。空中に滞留したまま、バニーガールの右足が鋭く繰り出されてくる。まるで槍やりのようなピンヒール。私の右目に、そのピンヒールの点が大写しになりブラックアウトした。


    　瞬時に引き抜かれた。空中に留まっているうちに足を引き戻し、両足できちんと着地する。怯ひるむ私へ追撃の一打。


    　それはさせなかった。


    　私は怯ひるんでいなかった。


    　痛みが背筋を貫つらぬく快感となって押し寄せてきた。


    　そうだ。


    　私はこんなふうに、力ずくで戦いたかったのだ。子供の頃からずっと。


    　だから右目をブチ抜かれようと怯んだりはしない。バニーガールが着地した時、銃口は冷静にそいつへと添えられ、そして私は機械のように引き金を引いていた。


    　轟ごう音おんが裏路地に轟とどろいた。


    　腹にまともに命中し、バニーガールが吹き飛んだ。私は汗だくになり、右目から噴ふき出す血が頬ほおを伝うのを疎うとましく思いながら、シリンダーを動かして残った弾を準備する。四五ロングコルトは間違いなく貫通している。背後にあった路地の壁が爆はぜたのも見えた。


    　倒れているバニーガールにとどめの一撃。


    　その前に、バネ仕掛けのようにバニーガールが立ち上がった。反射的に、腹を見る。何かが砕けてぽろぽろと崩れ落ちていた。鎧よろいのような皮一枚。その下にボディスーツのような物を着込んでいる。


    　防弾云々じゃない。バニースーツ二枚重ねのうち、上に羽は織おった硬質のバニースーツを犠牲にして体をひねり、受け流したのだ。そこまでは理解出来た。やけくそになって弾を撃った。入っていたのは九粒弾。最も散弾銃としての威力を発揮できる弾。あの、腹に空いた穴に当たれば今度こそタダでは済まないと信じるしかない。


    　だがバニーガールは銃口寸前まで近づいてきていた。


    　拡散性が殆ほとんど役に立たない。とん、と押しのけるように銃口を逸そらすだけで一発たりとも当たらず明後日あさつての方向に飛んでいってしまう。全てコンクリート壁に吸い込まれて九つのささやかな穴になる。


    　これだけ騒げば龍りゆう童どうが駆けつけてきてくれて。


    　それは都合のいい期待だ。


    　全くどうしようもない程、都合がいい。


    　バニーガールの刃物はもう私の首に食い込んでいる。


    「……Eryu」


    　そう呟つぶやくのが聞こえた。何の意味やら考えている時間もなかった。和訳している余裕はないし、意味のある言葉なのかも分からなかった。もうどうでも良かった。私の取り分は、両親にでもくれてやって欲しかったけれど、それを怜れいに伝える時間もない。


    　首に食い込んでいた刃物を『判事』で強引に弾はじき飛ばす。


    　ついでに、靴くつ底ぞこで蹴けり飛ばして引き剥はがす。私がまだそんな事が出来ると思っていなかったのか、結構まともに入った。いや、さっきのロングコルトが効いている。どれだけ上じよう手ずに逸そらしたとしても衝撃はあった筈はずだ。


    　目の前が真っ赤になった。首から噴ふき出した私の血が、立体感を失った視界いっぱいに広がっている。ハンドバッグから弾を一発掴つかみ取る。シリンダーをスイングアウト。弾を込めて戻す。ハンマーを上げる。銃口を向けて引き金を引く。


    　ああ、くそ。


    　私の持っている暴力は何だってこんなに、行使するまでに時間と手間がかかるのか。仕方ない。身につけられなかった、身につかなかったのだから、もうどうしようもない。


    「Yong……Qidao……」


    　首を刎はねられた。


    　反対側から翻ひるがえってきた刃物で見事に切断された。


    　地べたに転がった私の、片方だけの視界。首を失ってもまだ『判事』を突きつけて引き金に指を置き、立ち尽くしている私の体が見える。意識がブラックアウトする瞬間、私の体が指を痙けい攣れんさせ、引き金を勝手に引くのが見えたのが、とても満足だった。

  


  
    


    


    


    14.YOU ARE IN ROCK（4）

    


    



    　拳けん銃じゆうは駄目だ。


    　使い物にならない。


    　いつ引き金を引いたらいいのか分からない。銃口を向けて引き金を引く。そうすれば勝手に当たる。そんなふうに思い込んでしまう。実際は、持て余す。いつ引いていいか分からないから何度も引いてしまう。とにかく撃っていれば当たると思い込み、撃ちまくって弾切れになる。


    　そして気を失う。強烈な打撃で。


    　バニーガールに弾が当たらない。


    　躱かわされているというより、俺が見当違いの使い方をしているという気分になってくる。何より俺の攻撃衝動も満たされない。これは、だめだ。道具はだめだ。素手で殴り、歯で食い千ち切ぎらなくては納得しない。


    　それも叶かなわない。


    　素手ではどれだけ俺が狂きよう奔ほんしようと届かない。


    　何かで相手を止めて、尚なおかつバニーガールを弱らせなければならない。


    　銃は駄目だ。とにかくあっという間に懐ふところに飛び込まれる。距離が離れていると今度は狙ねらった場所に弾が飛んでいかない。何だってこんな物を警察なんかは採用しているのか分からなくなった。全然駄目な武器だ。


    　当たればいいというなら何だってそうではないか。


    　日本刀を用意して貰もらった。


    　斧おのも鉄パイプも木刀もメリケンサックもチェーンも用意して貰った。


    　どれ一つ届かない。俺が使いこなせない以上に、バニーガールに届かない。この女の動きは異常すぎる。早いというより、絶妙にテンポを崩してくる。噛かみ合うという事がなく、やりきれたという達成感もなく、俺は苛いら立だちばかりを募つのらせる。


    　全身、何本の骨を折られたか分からない。


    　動ける程度にまで回復するとまた武器がある。


    　そしてまた違う場所を折られ、外され、叩たたき潰つぶされる。


    　痛みは鈍く、動きに違和感があるのも他人事だ。時折、激痛が走る事があっても、それはほんの数分で治まってしまう。俺に投与され続けている薬物の効果が途切れる隙すき間まのようなもので、恐らく俺が理性というものを取り戻せている瞬間でもあるのだが、余りの激痛に理性など未練の一つもなくこちらから放り出してしまいたくなる。


    　ずっと脳を騙だまし続け、破壊し続けていなければ俺はもう耐えられなかった。


    　曖あい昧まいなまま廃人になり続けるより他に道がなかった。


    　まともな俺を取り戻す事は、あの激痛を受け止める事だと体が覚えてしまっている。絶対に耐えたくないほどの激痛だ。


    　医師みたいな白人が俺の怪け我がを治療し、薬物を投与する。


    　この男ですら俺は同じ人間とは思っていなかった。


    　自分を人間だとすら思っていなかったのだから、当たり前だ。


    　ただ淡々と俺の治療をこなす。俺もそれに感動を覚えたり感謝したりはしない。こいつが治すから俺の地獄は終わらないのだ。かといって殺せとも思わない。俺には欲が出来てしまった。唯一の巨大な欲望に突き動かされている。


    　あのバニーガールを食い殺す。


    　殺せなくてもいい。


    　爪つめを立て、噛みつき、拳こぶしを入れ蹴けり潰し、とにかく何でもいいから一撃、血の噴ふき出すような一撃を入れてやりたい。


    　それだけに突き動かされている。


    　まかり間違って打ち倒してしまえば、俺は間違いなくあの女を食うだろう。


    　あの女の腹を裂いて顔を埋うずめ、内臓を食い千ち切ぎる想像は、やるべき義務として俺の中に課せられている。だからこそ動ける限りは動き続け、挑み続ける。だから体を治して貰う事など、当然の事でしかなかった。


    　既に自分が、何でここにいるのかとか、どうしてこんな目に遭うのかだとか、一切考えなくなっていた。記憶すら朧おぼろで、自分の名前さえ忘れそうになる。その代わり、おそらく俺は今、以前の俺とは比べものにならないぐらい凶暴で、そして強くなっている。


    　錯覚ではなく、筋肉が間違いなく太くなっている。


    　出来なかった動きが出来るようになっている。


    　理性と知能を磨すり潰つぶして肉体と神経に変えている。


    「同情するよ」


    　医師がいつだか流りゆう暢ちような日本語でそう言った。言いながらおかしな薬物を注射していたし、俺の依存症も治そうとはしないのだから勝手なものだ。


    「お前にじゃなく体に」


    　何を言っているのか分からなかった。


    「壊れていくのを、壊れるために治すのは辛つらい」


    　何となく言いたい事は分かる。俺は壊される為ために治されている。そして薬物がなければ生きてさえいられない。


    　不治の病にかかった人間を取りあえず生かして、生かし続けて、その間もみるみる体は壊れていく。そういう状態なのかも知れない。少なくとも精神状態は、『ここから出たい』とさえ思わなくなってしまっていた。ここから出たら、薬物が手に入らない。


    　じゃあ何の為にここにいるのか。


    　そもそも何でここにいるのか。


    　それは一切関係ない。考えもしない。ただ刹せつ那な的に目の前にある事だけをやる。


    　武器があればそれを遣う。


    　なければ素手で挑みかかる。


    　獣けものが狩りをするのに理由を考えないのと同じで、俺の本能レベルにまで浸透している暴力衝動だけが俺の生きる全てだった。


    「お前自身には全く同情しない」


    「してくれとも言わない」


    　まだ話せる。返事をしてみたら、声が出た。声を出せるかどうかなんて考えもしなかった。言語能力は失われていない。喉のどが痛いのは、喉を一度突かれた時に受けた怪け我がが治りきっていないだけだ。


    　鮮明じゃない俺の言葉を医師は事務的に聞いている。何となく気分が悪い、とだけ言っている患者に応対する顔だった。


    「お前はひとつの家族を皆殺しにした。金の為に」


    「知らない」


    「話を聞いただけで吐き気がする」


    「じゃあ殺せばいい」


    「私は医師だ。治せるものは治す」


    　何の話を始めたのか理解が出来なかった。


    　そしてどうでも良かった。


    　俺を個人的に嫌おうと憎もうと、やるべき事をやってくれればそれでいい。傷を手当てし、俺を痛みと苦しみから救ってくれる、俺の脳を焼き焦がす薬物を注射してくれればそれで充分だ。


    「お前、もう長く生きられない」


    「どのぐらいあるんだ、俺の余命は」


    「多分、数年」


    「長いじゃねえか」


    　俺は心底そう思っていたが、医師は諦あきらめ顔で首を振っただけだった。


    「因果応報。そういうものらしい」


    「難しい日本語喋しやべるじゃねえか」


    「私はそういうものに関与したくなかった」


    　医師が俺から離れていく。途中で携帯を受けて、そのまま着信を切った。俺に構わず話せばいいものを。あのモブみたいな顔の外国人が、どういう事情でここにいて俺を治療して面倒を見ているのか知らない。知らないし興味もない。だけど、向こうは俺の事をしっかりと分かっている様子だった。


    「おっさん、次の武器は？」


    　俺の不意の質問に、医師は戸惑っていたようだった。


    「何か注文でも？」


    「ナイフがいい」


    「何を遣っても、お前、あの子に勝てない」


    「ナイフがいい」


    「自殺でもするのか？」


    「死ぬならとっくに死んでる」


    　ナイフと言われた途端に俺の自殺を考慮し始めた。アホか。やるなら銃の段階でやってる。それからも、幾らでも死ねた。死にたい、というネガティブな思考だけは、欠片かけらも俺の中に湧わいてこない。あるのはただあのバニーガールを殺したいという衝動だけで、それは間違いなく、他人がどう言おうとポジティブな感覚だった。


    　前向きそのものだった。


    　あの女を殺したい、八つ裂きにしたいというポジティブ。


    　その殺意がとめどなく溢あふれ出るから、俺は自殺などしない。


    　ナイフという単語の閃ひらめきは、俺をよりポジに寄せた。使い慣れているからだ。使い慣れていた事を思い出した。銃だの日本刀だの、いきなり渡されても困る。馴なれている物がいい。それであのバニーガールのおかしな衣装を切り裂いて丸裸にしてやろう。


    　ああそうだ。


    　思い出してきた。


    　不意に欲情してきた。神経の興奮が促す勃ぼつ起きではなく、性的な興奮としての勃起は久しぶりなような気がした。俺はナイフで服を切り裂く。とても上手に切り裂ける。相手の体には傷一つつけずに、衣服だけを。


    　女を犯すという行為を思い出した。


    　俺の中で最もポジティブな行為と思考。絶対に何一つ間違っていない記憶を思い出した。


    「俺のナイフだ。持っていた奴やつだ。取り上げただろう。あれを持ってこい。なくしたなら同じ形のを持ってこい」


    　一人でけたけたと笑い出しながらそう言った。


    「お前はナイフなんか持っていなかった」


    　すげなくそう答えて医師はいなくなる。俺は記憶なのか妄想なのかも分からない世界で思考を繰り返し、全裸で勃起したまま、甲高く笑い続けている。


    　思い出した。


    　えらく強い爺じい様さまが守っていた家族とやらをやっと思い出した。


    　だがあんな女はいなかった。あそこにいた女は、二人だけだ。どっちも死んだ。母親と娘だった。俺の経歴の中でも最高の体験だった。よく覚えている。忘れる筈はずがない。それともどこからか作り物の記憶になっているのかも知れない。


    　ナイフだ。ナイフさえあれば、俺は女になど絶対に負けない。


    　それを忘れていた。


    　それを思い出した。


    　もしくは確信した。


    　そうあるべきだと勝手に盲信した。


    　俺はもう箍たがが外れている。獣けものの割合が多くを占め続けている。女を犯すという行為を忘れていたのが、俺の間違いだった。それさえ思い出せば、俺はきっと獣になった自分を制御できる。


    　来らい霧むの首だって俺が刎はね飛ばした。


    　時間をかけてそうした。来霧。誰だ。何だ。俺のナイフ。そんな物持っていたのか、俺は。自分で自分の事が分からなくなる。記憶の錯誤と混乱が俺の脳髄を掻かき回す。違ったような気がする、と言い聞かせると途端に不安になった。俺は折角、心地よい妄想を育てておきながら立ち止まろうとし、立ち止まろうとした途端に言いようがない不安にかき乱されてきた。


    　俺は俺が持っていたナイフの事だけを考える。それだけで落ち着いてくる。


    　何も持たないまま右手を動かす。


    　グリップを開いてブレードを取り出し、手首を返してまた畳む。手首を返し続ける。架空のブレードを開き続ける。あのナイフさえ返して貰もらえれば俺はあのバニーガールに一撃浴びせられる。


    　そう信じ込む。


    　信じていられればそれだけで立っていられる。


    　戦う事も出来る。


    　生きていられる。


    　その為ためにならどんな無茶な妄想だろうと俺は記憶として肯定する。反論したり茶々を入れてくる奴やつがいたら全員殺す。その為にナイフが欲しい。金属で、銀色で、それさえ持てば誰だろうと刺し殺して犯せる道具。それは俺を無敵の生き物に変化させてくれる。


    　ああ、そうだ。


    　俺が持っていたのはきっと、蝶のバタフライナイフだ。

  


  
    


    


    


    15.A SIGN ON THE DOOR READ: "MONSTER ALLOCATION CENTER."

    


    



    　しばらく事態が落ち着くのを待った。二、三か月か。


    　まさか燐りん華かがやられるとは思ってもみなかった。勿もち論ろん、一番危なっかしかったのも確かだが、火力でいえば文字通り最強と言っていいかも知れない。龍りゆう童どうだって『判事』の弾をまともに受けたら死なないまでもしばらくは動けなくなるだろう。


    　これで二人。玻は璃る人ひとも入れていいなら三人。


    　半分がやられた事になる。特に燐華をやられたのが痛い。


    　龍童と燐華はどちらも頼れる前衛配置だ。予備で玻璃人もそこに配置できる。それが今や一人となってはさすがに心細い。もっと強く、燐華に身を潜めるよう言うべきだった。水筒の水が半分になったのと同じだ。もう半分しかない。まだ半分あるというポジティブさは、俺には思考放棄としか思えない。


    　もう、半分しかないのだ。


    　砂漠を乗り越えられるかどうか不安になってくる。


    　俺もそうそう、引きこもってはいられなかった。銘めい次じは元から出る気がない。事が解決するのをただ待っている。あの誰も寄せつけない一軒家の中にいればそれでいいと思っている。俺もそうしたいが、それを許さない空気は感じられた。


    　お前が何とかしろ、何とかするんだろ、という空気。


    　そして俺は、それに反発したりはしない。どのみち、どうにかしなければならないのだ。そしてその為ために、みんなの為に働くのが俺の役割だとも思っている。


    　そもそも話を持ちかけて段取ったのも俺だ。


    　これは俺の作品と言っていい。みんな俺の言う通りに従ってくれたし、金の管理も任せてくれた。だから発生したトラブルの始末も俺が引き受ける。そして俺は、正直な話、後始末や管理、事故対応、そういう役割がそれなりに好きだった。


    　他人に任せたりただ待っていたりというのは、性に合わない。


    　ハンヴィーの巨大な図体を転がして、龍りゆう童どうとの待ち合わせに向かう。燐りん華かは駅前で堂々と襲おそわれた。あいつにとっても計算外だっただろう。俺にとっても計算外だ。そんな場所で襲われたのでは堪たまらない。


    　銘めい次じのように引きこもるのが一番利口だ。あの場所も既に割れているのだけれど。


    　だから燐華は、さっさと米軍基地の『彼氏』の所にでも保護して貰もらうべきだった。


    　燐華も、俺とはまた違うものの、引きこもって嵐あらしが過ぎ去るのを待つという性格ではなかったし、何より凶暴性を抑えきれないという隙すきがあった。『判事』があるという自負もあっただろう。


    　燐華が警官に容赦なく発砲したと聞いた時は、感心したぐらいだ。


    　相手がルール無用で来ているのだから、思い切れなければ対抗できない。もっとも、その上で燐華は首を刎はねられているのだから、あいつも遂ついに力負けしたという事だろう。それはそれで、少しばかりは満足のいく終わり方だったのではないかと思う。


    　俺が満足する終わり方は、何だろう、と自問する。


    　終わらせない事。


    　結局はそこに辿たどり着く。殺されないよう、破は綻たんしないよう、発覚しないように必死で努力する。俺は破滅に憧あこがれているが、それを自ら選び取る事はしない。抗あらがって抗ってその結果、破滅する事こそが理想だった。


    　だから俺は、燐華本人の意志はどうあれ、戦って死んだという結末には羨うらやましささえ感じる。あの女は、戦いたかったのだろうから。


    　待ち合わせ場所はやはり駅前にした。


    　この前の事件があってから警備が強化されている。不意打ちだった時と違って緊張感が半端じゃないほどに高まっている筈はずで、さすがにまた、目立つ姿では襲ってこない、襲おうとしても事前に防がれる可能性が高くなっていると踏んだ。


    　龍童はロータリー付近で、無事に突っ立っていた。


    　ハンヴィーを横付けして助手席に乗せる。龍りゆう童どうの巨体でも余裕が充分にあるほどの車内スペース。車体の横幅が殆ほとんど法定内ギリギリのサイズだ。細道などにはとても入れない、ごみごみした日本の道路には不向きの車体は龍童ぐらいで似合っている。モデルチェンジで最新型はもっとコンパクトになっているが、ただのラグジュアリー車に寄ってしまって、ハンヴィーとしての意味がなくなっている。


    　米軍払い下げの初期型こそが本物のハンヴィーだ。


    　龍童は助手席に収まって、溜ため息いきを吐ついた。俺はまたハンヴィーを転がし始める。


    　しばらく会話はなかった。


    「……見てたのか、燐りん華かがやられるところを？」


    　そう切り出した。それは電話で聞いている。


    　龍童がまた溜息を吐く。


    「見てたよ。あれだけ表で騒がれりゃ、近くの連中はみんな見る。俺だけじゃない」


    「殺人バニーガールが都市伝説から明確な存在に昇格したな」


    「あれだけ目撃者がいりゃあな。動画撮ってたのまでいたよ」


    　バルコニーから、龍童は階下の路地で行われていた殺し合いを見物していたらしい。


    「助けようとは思わなかったのか？」


    「間に合わなかったからな」


    「助けるとかよりも、駆けつけて、俺とも戦え、って言い出すタイプかと思ってたよ」


    「それでも良かったけどな。むしろ、俺の部屋まであのまま来てくれりゃ良かったが」


    「警察も総出で出張っていた。そこまで長居はしなかっただろうな」


    「それに俺は、燐華が勝つと思ってたんだよ」


    「何でまた」


    「一発、命中させてる。散弾じゃなくて切り札のマグナム弾だぜ。ところがこれが、殆ど怯ひるまない。……多分、あのバニーガール姿ってのがそのまま装甲の類たぐいなんだ」


    「水着タイプの装甲か？　何の冗談なんだよそりゃ？」


    「小こ馬ば鹿かにして水着っつうけどな。前にも言ったけどレスリング選手も似たような格好してるの、何でだと思う？　四肢の動きを制限せずに、内臓の詰まった胴を隠せるからだ。それを鎧よろいとしてリファインするのは、それほど間違っていないと思う。体を一枚板で覆うんじゃなくて、じゃばらみたいにパーツ分けしてるな。それなら動きにもついてくる。それにかなり薄い」


    「薄い装甲がマグナム弾で貫けなかったのか？　鉄てつ扉ぴでも貫通するぞ、あの弾は」


    「まともに受けなかったんじゃないか。踊るみたいな動きしてたし。……それにしたって、体のラインを崩さないほど薄いとなると一ひと溜たまりもないだろうがな、普通なら」


    「それが何で通じない？」


    「……俺が、バルコニーから眺めてた時には、燐華の首には刃物が突き立っていた。燐華はそいつを弾はじき返して、撃ち切った弾を再装そう填てんした。狙ねらいを定めて引き金を引こうとした時に、首の反対側から、首を刎はねられた」


    「……それが？」


    「つまり撃ち切っていた」


    「全部躱かわされたんだろ？」


    「それもあるが、だとしたら装甲は無傷だ。最後に燐りん華かが撃った弾が命中して共倒れになった。どういう意味か分かるか？」


    「分からん」


    「装甲が限界を迎えていたんだ。しかも死体が弾を撃ってくるなんて思わないから不意を突かれた」


    「死体が弾を撃つなんて事はあるのか？」


    「死ぬと関節が収縮するからな。引き金に置いていた指が縮んで引いちまったんだ。想像もしてなかったんだろうな。何ど処こに当たったかは知らないが、間違いなく一撃当てた。倒れたまま動けずにいたから、効いてる」


    「……装甲以外の場所に当たった？」


    「よく見えなかったが多分、モロに土手っ腹に当たってたよ」


    「それで死ななかったのか？」


    「これがまた手際よく救出が来て、車に乗せてさっさと逃げちまった。アレがなけりゃ警察に捕まって一件落着だっただろうな」


    「何で効いた？」


    「そこなんだがな。多分あれは薄さを追求するために自壊式の装甲を採用してる。衝撃を受け止めるでも滑らせるでもなく、当たった部位が過剰に破壊される事で衝撃を拡散させている。何度か打撃を当てて、燐華のマグナム弾でやっと逃げたところで気付いた。俺が打撃を当てた時の感触も、似たようなものだったしな」


    「オートバイのヘルメットみたいなもんか」


    「それにきっと近い」


    　自壊式。オートバイのヘルメットは受けた衝撃を受け止めるのではなく、自壊する事で内部を守る。当然使い回しは効かなくなるが、その分、衝撃の拡散性能は高い。それにしたって龍りゆう童どうの打撃を受け止めた挙句、『判事』の一撃も耐えたというなら、それほど繊せん細さいな代物でもなさそうだったが。


    「つまり『判事』の弾丸で限界になっていた装甲に、首を刎ねたので一息入れてたところに、首なしになった燐華からの一発をもろに食らった訳か」


    「燐華の執念勝ちだな」


    「つまり、厄介なバニーガールは手負いになってる可能性が高いか。勝てそうか？」


    「腹、殴らなくても倒す方法なんざ幾らでもある。……だがなあ、怜れい。そもそも、あいつらは何で今頃、こんなにピンポイントに俺らを狙ねらい始めて、殺して回ってるんだ？　金を寄越せって話か？」


    　俺が黙る。


    　俺のミスを白状する話になるからだ。


    　それでも言わなきゃしょうがない。


    「……俺らが金、奪おうってやっただろ」


    「そこからかよ」


    「そこからなんだよ、これが」


    　金で買った情報に裏付けも取った。支払った金はあいつらの渡航費用と治療費、滞在費その他を自分で計算して出した。ルートもそう違ってない筈はずで、それを端数切り上げで払ってやった。つまり前金分で、あいつらの帳簿はプラスマイナスゼロか、ややプラスに収まるようにしてやった。それでも赤字だというなら、もうあいつらのやり方が間違っている。何にしたって、後払い金を含めればまるまる黒字か、最悪でも赤字ではなくなる。


    　そういう取引をした。


    　電話口で舌打ちをされるぐらい、俺はちゃんと計算した。


    　こっちだって素人ではないのだ。


    　結局、一〇〇〇万とちょっと溶けた。五〇〇〇万まで覚悟していたのだから上出来だ。


    「あの時、俺が得ていた情報は、国内に溜ため込んだ三億を電子送金出来なかったトラブルと、それを一時、現金で預けるって事だ。それは、横取りしようとしていた連中の情報からの逆算で、時間的にも精査してる余裕がなかった」


    「言い訳たあ珍しいな」


    「そう聞こえたならそれはそれで仕方ねえ」


    　実際、言い訳なんだろう。預ける先が一見、ごく普通の一般家庭だったのは隙すきを狙ってのカモフラージュだろうと甘く見ていた。それに龍りゆう童どう以外は滞とどこおりなく進んだ。やたら強い爺じい様さまがいたというだけで、それも俺らは見ていないから、現実味がなかったし、証拠も隠滅した。


    　警察の方で元々、捜査が進んでいて、襲おそうところを押さえる予定になっていたのを利用したから時間の余裕がなかった。横取りの横取りなのだ。タイミングを逃のがす訳にはいかなかった。成功すれば、行き場がなくなった連中に罪を被かぶせる事が出来る。全員逮捕はされないだろうから、尚なおのこといい。奪われた金は、捕まった何人かが何を言おうと、逃げた奴やつらが持っていったと警察は解釈する。


    　現場は、地元のチンピラにむちゃくちゃにさせた。


    　挙あげ句く、焼いた。生き残りの家族はいない。踏み荒らされた上に焼かれたのでは、俺らの証拠も出ないと踏んだ。出たとしても、逃げた中国人マフィアにお仕着せられる。実際、奴らは最近まで何が何だか分かっていなかった。元から、逃げる理由には事欠かない連中だから、警察の矛ほこ先さきが向けば取りあえず逃げる。


    　金も奪ってないのに、金を奪ったとされて追われる。捕まればそこで終わりだが、逃げるに決まっている。逃げるから、俺らの存在はますます隠いん蔽ぺいされる。


    「元々、あの家が裏社会の金庫みたいになってたのは知ってた。しばらくそういう話もなかったけど引き受けたらしい、くらいの事はな。それで終わりだ。誰がそんなところをいちいちほじくろうとするんだ？」


    「いや、別に怜れいが言い訳するこっちゃねえけどよ。俺らはただ従っただけで、お前ぐらい考えてお膳ぜん立だてしてくれた奴やつはいねえんだから文句なんか誰も言わねえよ」


    　俺が言う。


    　一から十まで俺が立てた計画なのだから、ここに来て足を掬すくわれたのも俺の所せ為いだ。もう半分が死んでる。銘めい次じなど一人頭の取り分が増えたぐらいに思っているフシがあったけれど、取り分など俺は元からどうでもいい。


    　完かん璧ぺきな計画。完璧な事後。俺が求めているのはそれだった。


    「……んで。バニーガールはいつ出てくるんだ、その話は？」


    「呂ル小シヤオ丑チヨウならすぐ出てくる」


    「あの鬼みてえな爺じい様さまの娘か何かか？」


    「あの爺様はたまたまあそこにいただけで、あの家自体は何代遡さかのぼっても日本人だ。だから意味があった訳だが。第二次大戦中から各国のアングラマネーを預かる仕事してたって家柄だ。国籍が違うなんて凡ミスはしねえよ」


    「たまたま来てたってのは、銭金の管理か何かでか？」


    「そりゃ三億って金だ。おっかねえのが見張り番に来る。それが呂商会の小丑。……小丑ってのはピエロとか、半端者とかバカって意味でな。間違っても名前になんかつけない単語なんだと。小丑ってのは屋号みたいなモンだな。あいつは代々、呂小丑であいつが何代目かは知らん。とにかく、中国じゃそれなりに顔が通ってるこぢんまりしたマフィアのボスだ」


    「いいね。楽しい話になってきた」


    　龍りゆう童どうが助手席で笑っている。俺は全く楽しくない。


    「こぢんまりしたマフィア、というか組合に属してない個人商店みたいな悪党らしくてな。呂って家は。つまり用心棒稼業だよ。腕っ節で商売してるような店が殴り殺されましたなんてクレームどころか廃業モンだ。そりゃ銭金関係ねえからな。店としちゃ自腹切って対応しなきゃならん」


    「……そんな入り組んだ話、事前に察知しろったって無理だろ」


    「かもな。ただ、呂商会は割りと有名だったらしいから、もっと熱心にやってりゃ警戒ぐらいは出来たかも知れない」


    「時間なかったんだろ？　しゃあねえよ」


    　龍りゆう童どうはあくまで俺が考えすぎで、自分を責めすぎだと思っている。


    　俺も正直、探っていたところでそこまで辿たどり着けたかは分からない。むしろ一〇〇〇万ちょっとの金でそこまで教えて貰もらったのなら、一番近道だったとも言える。引き替えに、仲間を半分に減らすはめになったが。


    「……大体よ、俺も燐りん華かもそのうちくたばる、いい死に方しねえって自覚してたしよ。玻は璃る人ひとや来らい霧むに至っちゃ本人の意志に関係なく殺されても仕方のねえ奴やつだし。銘めい次じはそんな感じでもねえけど、とどめさして家、燃やしたのあいつだしな。んでもって怜れいは主犯だ」


    「何が言いたい？」


    「俺らはみんな、殺されてもしょうがねえ生き物なんだから、いちいち殺されたって事、気にしなくていいと思ってな」


    「俺の失点に思えて仕方ない」


    「仲間の命をそう考えるってだけで、怜は充分クズだよ。クズにならずに生きてられただろうにって思うんだがな。銘次なんかもそうだけど。……俺ら四人は、クズにならざるを得なかった。仕方ねえよな、そうしたかったんだから。真ま面じ目めに働いて社会に迷惑かけないで、なんて無理なワケよ」


    「俺だってそうだ」


    「何でそんなふうになったかね、怜は」


    　中学の時の、万引きセール。


    　言ったらバカにされそうで黙っていた。それはきっかけに過ぎない。もっと色んな要素が絡み合っていて、その結果、クズとしての俺がここにいる。考えてもみればいい。特に欲しくもない金を奪って、罪を他人になすりつけて、知りもしない一家を丸ごと惨殺した。そのお膳ぜん立だてを組み立てたのが俺なのだ。クズでなくて何なのだ。


    　死ぬのはいい。


    　殺されてもそれは仕方がない。


    　だが俺は最後まで、俺の計画を成功に導きたい。その努力を怠おこたるのは、そもそもこんな暴挙を計画して実行した事実を無意味にする。それは親おや父じに屈服する事と同じだ。あなたに言われた通りに俺は賢く綿密な人生の一環にこの犯罪を組み込みましたよ、と言ってやりたい。


    　その上でなら喜んで首を吊つられよう。精一杯やった末の結論として受け入れよう。


    「……で、その呂ル商会が血ち眼まなこになって調べたんだな、俺らの事を」


    「よく分かったな」


    「諜ちよう報ほう能力じゃあこの国よりあちらさんの悪党が上だよ。勿もち論ろん、あの件じゃ俺らが表には出てなかったワケだが、不自然さはある」


    　例えば、腕っ節で鳴らした呂商会のトップが正面から殴り殺された事。これは相当に不自然だ。誰でもやれる事じゃない。ましてや主犯とされているチンピラの群れには、絶対に無理だ。


    「……不自然さってのは相手に調べさせる隙すきになる。目の前の検挙率上げる事だけ考えてる警察よりゃよっぽど真ま面じ目めだよ」


    「怜れいの親おや父じよりもか？」


    「所しよ詮せんは公務員だよ。上からやれって言われたのをマークするのが関の山だ」


    「情報のリークは親父さんからだろ？　よくバレなかったな」


    「巧うまくやった、ってのもあるが、バレてても良かった。何も言ってこないならそれでいい」


    「言ってきてたら？」


    「興味があったと言えばいい」


    「納得するのかよ、それで」


    「するよ」


    　それは断言出来る。親父の行動基準は、俺に得な人生を歩ませる事だ。これが三兆円ともなれば話は違うが三億程度のアングラマネーと破滅を天てん秤びんにかけるような馬ば鹿かげた、『損』な真ま似ねはしない。親父の、唯一の隙だ。


    　それは本来なら隙にならない。まともに大学を出て官僚にでもなれば、リスクなど背負わなくても稼げる額だ。普通はそうする。もう人生どん詰まりで出来なくなったというならヤケクソで実行するかも知れなかったが、俺には充分に可能性がある。


    　リスクと破滅こそを求めるようになった俺の自じ虐ぎやく心しんを親父は理解していない。


    　俺は親父が示す正しい道に、クソの一つでもまき散らしてやりたいだけなのだ。その上でお前の思い通りに走ってやろうという、小さな、他た愛わいもない反抗心だ。それでも俺は、その反抗心が俺の中で愛おしい。


    「……お前が殺したのもそうだが、呂ル商会の目玉商品てのは、それこそ歴代バケモンみてえに強かったらしい。日中戦争じゃ白兵戦で何人殺したか分からなかったってよ」


    「そんなのが日本で何してんだよ、来ないだろ普通」


    「戦争だからな。終わった後は、金稼ぎだ。昨日まで殺し合ってた同士でも握手しなけりゃ始まらないし、そもそも個人レベルで喧けん嘩かしてた訳でもねえ。商売人てなそういうもんだろ」


    「あの爺じい様さまの名前は？」


    「知らん。マフィアどもは破は軍ぐんって言ってたな」


    「何だそれ」


    「凶兆の星マイルフイツクだとよ。北斗七星のはしっこの星だ」


    「また大層な名前だな。仇あだ名なかね」


    「だろうな。その星の方向に向かっていく軍隊は負けるらしいぜ」


    「俺は全力で戦って死ねるなら、勝とうが負けようが本望なんだよ」


    　龍りゆう童どうはそれでいいだろう。


    　金だって、自身の肉体鍛たん錬れんに集中できるという額さえあればそれでいいのだ。どんなに才能を秘めた人間でも、金を稼がなければ生きていけないのだし、いつしかそちらが本命になって本来やりたかった事など忘れてしまう。幾多の才能がそうやって潰ついえていく。龍りゆう童どうはあの騒ぎに参加して、自身の格闘技理論を覆くつがえすほどの強敵と巡り会い、そして生活費まで工面できている。


    　龍童に、このハンヴィーに現金が全て納まっていると教えても、俺を殺したりしないだろう。


    　自分の肉体を鍛錬できるだけの金さえあれば、龍童はそれでいいのだ。そしてそれは、俺みたいな管理人に管理されていた方が何かと都合がいい。


    「……で、あのバニーガールが次の破は軍ぐんか」


    「クレーム処理に菓子折り包んでやってきた、とっておきのタマだろうよ。おかしな鎧よろいに刃物付き。首を切断して晒さらすのは呂ル商会のやり口だそうだ。うちがやってますってのアピールせにゃならんから、必ず首は落とす」


    　復讐というより示威行為なのだ。だからわざわざ燐りん華かを、あんな目立つ場所で、目立つ方法で襲おそった。ただ殺すのではなく我々がやったのだと、失敗した責任は取りますよという謝罪広告だ。


    　暗殺のみで攻める方がよっぽど楽だろう。手間のかかるリスキーな事をしている。商会としての信用問題だからだ。そこにもやはり、隙すきがあるかも知れない。例えばわざわざ目立つ場所で燐華を襲ったのがそうだ。巧うまい事逃げ道は確保していた様子だったが、それにしたってリスクが高すぎる。


    　プロとしてのけじめをつける為ための示威行為には、アマチュアの行き当たりばったりが混ざり込んでいる。本来なら誰にも知られずこっそりと毒殺でもすればいいのだ。ただ殺せばいいというものではない、厄介な縛りが見える。


    　お陰で色んな情報が探れるようになっている。呂商会が動いていると分かっただけでも大きな隙なのだ。アマチュアは足を掬すくわれる事も気にせず目立とうとする。


    「……見た感じどうだったんだ、そのバニーガールは」


    「上から見てただけだからな。とは言え客観視できたのは収穫だったな。ああして見せられると動きはまさにそのものだよ、あの爺じい様さまに。体格も似たようなもんだったしな」


    「ただの中国拳けん法ぽうの動きじゃない？」


    「ない、とまでは断言出来ない。そもそも相手が燐華だからな。もうちょっと格闘技やってる奴やつとやり合ってくれりゃ分かるんだが、拳けん銃じゆう持った女相手の動きじゃ、よく分からん。玻は璃る人ひとが確かキックと総合やってたから、あいつと殴り合ってでもくれりゃ違うんだが」


    「玻璃人だけ『行方不明』ってのも俺は気に入らないよ」


    「意外と旅行行ってるだけだったりしてな。あいつそういうとこ気まぐれだし」


    「だったら金の無心ぐらいしてくるだろ」


    　全員の大きな行動も、金を管理していれば把握出来る。


    　二日や三日旅行に行ったというなら俺も気にしないし、そもそもそこまで管理しきれない。これほど長期に亘わたっていなくなるのなら、当然、金が必要な訳で、少しは俺に送金しろと言ってきても不思議じゃない。


    「情報が、圧倒的に相手の方が上だった。こっちはいいように人を減らされた」


    「少しはやり合えるくらいにゃなってんの？」


    「中国だけじゃなく各国のアングラマネーを引き受けるって連中が相手だからな。ツテがどこまで広がってるかわからん。わからんが、死んだ人間の仇討ちだとか面メン子ツだとかじゃそうそう他よ所そも従わない」


    　金だ。


    　そういう時に一番分かりやすいのは金に決まっている。


    　しかも表に出ない金。俺が今、このハンヴィーの中に隠しているのと同じ類たぐいの金。何ど処こかに隠しておかなきゃならないし、管理もしなきゃならない。そして俺らを潰つぶし終わった後、スムーズに受け渡しが出来なきゃならない。


    　死んだ人間に、簡単にコントロール出来るとは思わない。


    　コントロール出来るとしたら遺産として合法でなくてはならない。他の方法も考えてみたが、多分、それが一番楽だ。それに合法の金である方が価値は高い。俺がわざわざ金を管理して小出しにしていたのは発覚を恐れたのが一番の理由だし、銀行に預けてないのもそれが理由だ。合法の金にはそんな神経を配らなくていい。


    　例えば土地。不動産。俺たちが火を点つけさせたあの家の登記がどうなっているのか調べるぐらいの手間をかけておくべきだったと後悔している。そこから辿たどれる別の不動産屋だってある。俺が今こうして向かっている場所もそうだ。


    「……で？　その呂ル商会日本支店ってな、まだ先なのか？」


    「かなり田舎だ。高速に乗る」


    「そんな所から通って襲おそいに来てると思うか？」


    「違うだろうが、確認しておくのもいいし、こっちから攻めるってのもいいアピールになる。だからお前についてきて貰もらってる。俺だけじゃどうしようもないからな」


    「この目立つ車で殴り込みたぁな」


    「楽しいだろ？」


    「かなり楽しいね」


    　燐りん華かも玻は璃る人ひとも来らい霧むもいない。俺と銘めい次じはほぼ、使い物にならない。龍りゆう童どうだけが今のところ、俺が使える最強の武力だ。そしてバニーガールが手傷を負っている可能性が高いというのが唯一の巻き返し点。


    　呂家の組織力は、個人商店というに相応ふさわしく大がかりな物ではないし、影響力も金で売られる程度だ。呂ル小シヤオ丑シヨウ一人が異常に強くて恐ろしいというだけで、使える仲間を連れていない可能性が高い。だからあの中国人らに銘めい次じの隠れ家を襲おそわせたのだろうし、龍りゆう童どうは自ら襲った。


    　ならもう一度襲って貰もらうだけだ。


    　ハンヴィーは隠れようと思ったらこれほど邪魔な車もないが、敵陣を突破するには向いている。龍童一人では、万が一、龍童が負けた時にまた俺の情報が少なくなる。その上、手札を大幅に削られる。


    「……ところで、あのバニースーツが極力、動きを制限しない装甲だっていう苦しい解釈はともかく、ヘッドドレスってのは何だ？」


    「そりゃさっぱり分からんが、どうせなら付けてみたかったってんじゃないのか？」


    「完全に遊ばれてるな、そりゃ」


    「遊びで首、刎はね飛ばされる方の身にもなれって話だよな」


    「遊びか本気か知らんが、勝てるか、龍童？」


    「遊び気分のうちに付け込みたいってのと、本気になってくれってのが半々だよ、何にしたってルールがないなら俺の得意分野だ。少なくとも体重は俺の方が重い」


    　勝機が単純化されているのはシンプルでいい事だ。迷いがない。


    　高速を降りて山道に入る。


    　信号もない緩ゆるやかなワインディングロードだが、狭い。対向車でも来られたら、ハンヴィーではすれ違えそうになかった。仮に逃げるなどの事になったら、そういう相手は踏み潰つぶして進むしかない。ダンプでも来られたらどうしようもないが、トルク勝負で押し返せるぐらいの力もハンヴィーにはある。心配すればきりがないが、想定しておくのも悪くない。心の準備はそれなりに重要だ。
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    　考え始めると可能性は網目のように分岐し広がっていく。


    　正解を一つでも多く知っていなければそこで迷う。足が止まる。


    　力ちから業わざで抜けなければならない。


    　公道から逸それて、舗装されていない道をハンヴィーで突っ込む。やや傾斜した登りだ。行ける場所まではハンヴィーで行きたい。そういう話であれば、この車はかなり選択肢が広がる。何しろ軍の多目的車両だ。


    　決して心地よくはない道をしばらく走ると、均ならされた路面を噛かんだのが分かった。そのまま走っていくと、あばら屋そのものという平屋建てが見える。それなりに大きいが、山や林に溶け込むみたいに外壁も見えないから、どの程度の大きさなのか分からない。見えている家屋だけなら、二階建ての一軒家をバラして並べたぐらいの大きさだった。


    　こっちから飛び込みに来てやった。


    　向こうはどう対応するか。こっちから動く事で見えてくるものもある。


    　ハンヴィーを停車させると、龍りゆう童どうが降りた。俺は降りない。運転席で、エンジンを止めずに待っている。二人で降りても仕方がない。龍童は呑のん気きに呼び鈴のボタンなど押している。何の反応もない。そもそも音が鳴っていない。


    　人の気配というものがない。


    　銘めい次じが今いる家のように、襲撃者対策が完備されているというふうでもない。本当にうち捨てられたという感じの家屋だった。龍童があちこち眺めてから、こちらに戻ってくる。運転席の窓を開けてやると身を乗り出してくる。


    「裏に、地下室っぽい入り口があるな」


    「本命か引っかけか迷うところだな」


    「……試しに入ってみるか？」


    「いや、乗れ」


    　助手席に龍童を戻す。空き家かどうかなどすぐに分かる。シートベルトを締めた。


    　思い切りアクセルを踏み込み、ハンヴィーの鼻先を玄関先に突っ込んだ。勢いではなくトルクで破壊していく。まるで工事車両だ。ブルドーザーがゆっくりと砂山を突き崩して持ち上げていくように、締め上げるように玄関を破壊して一いつ旦たん後退し、また突っ込んでいく。家全体が揺らいでいた。崩れる寸前に見えた。家屋が軋きしみを上げて壊れていくというのに、ハンヴィーはまるでダメージを受けていない。まるで鉄の塊かたまりだ。


    　破壊した玄関から、土間が大きく見える。


    　何も仕掛けはなさそうだった。誰かが出てくる様子もない。


    　凄すさまじい粉ふん塵じんが煙のように舞い上がって視界を埋めるほどになる。幾ら叩たたき壊したとはいえ、人が住んでいたらここまでの埃ほこりは舞い上がらない。ゴミならともかく埃だ。手つかずで放置していた証拠だ。


    　上うわ物ものは本当にただのあばら屋そのものと思って良さそうだった。ハンヴィーを動かし、裏にあるという地下への入り口とやらまで付けた。観音開きの扉が、地面に対してやや斜めに据えられている。地下倉庫の入り口のように思えた。


    「あれはさすがに壊せねえだろ」


    「……開けたらドカン、なんて仕掛けはねえかな」


    「そんな仕掛けしたら住めないだろ」


    　それもそうだ。龍りゆう童どうがまたハンヴィーを降りて、入り口に近寄っていく。俺は相変わらずハンヴィーの車内に留とどまって、それを眺めていた。観音開きの扉は簡単に開いた。ここからだと中がどうなっているのか見えない。


    「ハシゴがある」


    　龍童がそう言った。スロープではなくハシゴというなら、ただの倉庫でもなさそうだった。倉庫なら荷物の運搬を考えてもハシゴなど使わない筈はずだ。


    　龍童の姿は躊ちゆう躇ちよもなく中へ消えた。


    　俺は車の中でじっと待つ。開きっぱなしだった観音開きの扉が、やがて勝手に閉じた。こんなところだけ電子制御。気付かれているのは織り込み済みだったが、誘導されているようで落ち着かない。だからといって一緒に行く訳にもいかなかった。


    　耳に異音が届く。巨大なモーター音。


    　ハンドルに手をかけながら緊張する。アクセルをいつでも踏み込めるようにする。パーキングからギアを戻してブレーキを踏み込んだ。モーター音は金属の質量が動いて止まる音で停止した。


    　また静寂が戻る。パーキングに戻してエンジンを切った。もっと音が必要だった。


    　何が起きているかを探り取る為ための音が必要だった。


    　何かが倒れる音を連続させながら、誰かが歩いている足音がする。


    　足音は家の中から聞こえてきていた。ぱりん、とガラスを踏んで割れる音は、俺が叩き壊した入り口に足音が辿たどり着いた証拠だった。再びエンジンをかける。いつでも動けるようにする。位置はお互いに分かっている。


    　出てきた瞬間、轢ひき殺してやる。


    　ハンヴィーで轢けばどんな人間だろうと殺せる。


    　家を回り込んで現れた人影に、俺は眉を顰ひそめた。人間か？　と不安になった。まるで動き回る死体みたいなものが現れたからだ。全裸で、右手にナイフを持っている。血ち塗まみれのバタフライナイフ。そこから弾はじけた血ち飛沫しぶきを被かぶったように、体が、右腕を中心に赤く染め上げられている。


    　ふらふらと歩いてくる。生きているように思えない。全身に傷があり、膿うんで、出血して、そして消えない傷となっている。それにしたってあの筋肉はどうだ。体脂肪がぎりぎりまで落ちているせいで全身に血管が細かく浮き上がり、歪いびつな発達をした筋肉。まるで美しくない偏かたよった醜みにくい姿。ついでに勃ぼつ起きし続けている。悪趣味の塊かたまりだ。


    　黄色く濁にごった目が、薄汚く伸びきった髪の隙すき間まからこちらを睨にらんでいる。


    　血ち塗まみれの、全裸の死体みたいなのが、こちらへゆっくりと歩いてくる。


    「……玻は璃る人ひと？」


    　顔が似ていた。


    　雰囲気が、玻璃人に似ていた。だが何をどうしたらこんなふうになるというのだ。


    　本当に殺された玻璃人が墓から蘇よみがえってうろついているとでも言われた方がまだ納得出来る。


    　クラクションを鳴らした。窓を開けて呼びかけはしなかった。向こうは全く、俺の事に気付いていない。というか明らかに何も分かっていない。クラクションが引き起こしたのは、ただの敵対反応でしかなかった。


    　玻璃人が、人の声とは思えない奇声を上げて、ハンヴィー目がけて襲おそいかかってきた。

  


  
    


    


    


    16.ROTTING CORPSE

    


    



    　突っ込んでくる玻璃人にハンヴィーをカウンターで当てた。


    　丁度、押し返すような感じになる。避よけようともしない。自分から壁に突っ込んだようなものだ。加速はそれほど出来なかったが、玻璃人が転がって倒れ、そして痛みも何も感じていないかのように立ち上がる。右手のバタフライナイフを決して離さない。


    　獣けもののような勢いで飛びかかってきて、運転席の窓に張り付き、ガラスに爪つめを立て、バタフライナイフを叩たたきつけてくる。その程度では硬質防弾ガラスのこの車はびくともしないが、血ち糊のりが派手に付着し続け気分が悪い。


    　玻璃人の爪つめが何枚か、剥はがれて血糊でくっついている。


    　歯まで突き立て始めていた。ルーフに齧かじりついている。もう呼びかけてどうにかなりそうな状態じゃない。振り回そうにも、ハンヴィーは少しばかり大きすぎる。振り払うほどの加速をここじゃ得られない。


    　だからあばら屋目がけて突っ込んだ。


    　派手に壁が突き破られる。めりめりと家全体が軋きしむ。迷わずアクセルを踏み続ける。ハンヴィーの吐き出す化け物じみたトルクが、この車両をネジ込むように家の中へと、接触する物全てを強引に破壊しながら突っ込んでいく。


    　家の中へ完全に入った。


    　まだ走る。倒れてくる壁や柱が、ハンヴィーの車体をさすがにへこませ、そして幾つかの樹脂パーツを割っていくが、構っちゃいられない。とにかく突き破りながら直進し、家を強引に貫つらぬいて大穴を穿うがち、また表へと出た。


    　この暴挙に玻は璃る人ひとが耐えられる訳がない。壁を突き破っても何とかしがみついていたが、室内に入った時には倒れてくる壁や柱に引っかかって外れていた。


    　車体を斜めにして、軋きしみ続ける家屋を睨にらむ。


    　今にも崩れようとしている家屋に穿たれた大穴の向こうに、手足をおかしな方向にねじ曲げた玻璃人が、まだバタフライナイフを握ったまま立ち尽くしているのが見えた。


    　もう一度突っ込む。次は完全に轢ひかなくてはならない。あれはもう手遅れだ。何か叫んでいるが、もう俺には理解出来ない言語になっているし、そもそも何らかの意味がある音なのかも分からない。


    　玻璃人が殺されるのは仕方ないとしても、俺が殺すというのは後味が悪い。


    　仲間内では、一番長い付き合いだった。


    　中学の時に、一緒に悪さをしていた頃からの付き合いだった。俺だけが助かり別の道に移され、玻璃人はそのまま堕落していった。玻璃人を助けたいと思って、襲撃に誘って金を分けたという話じゃない。


    　俺はただ、玻璃人のような人間は、大金を手にしたら変わるのかどうか見たかっただけだ。そして何一つ変わらない玻璃人を見て、俺は安心していた。堕落し続けていられる人間。破滅を回避しようと小こ賢ざかしい事をしようなどと、そもそも考えない。


    　それは死ぬまで変わらない。


    　実際、変わらなかった。


    　だがその破滅を俺は横から見ていたかった。直じかに手を下すなど意に反する。


    　仕方ない。


    　このまま走り去ってもいいが、龍りゆう童どうを見捨てて走り去らなければならないほどの脅威でもない。天てん秤びんにかければ、龍童の方が遥はるかに価値のある人間だ。正気に戻ってくれればそれでいいのだが、多分、それは叶かなわないだろう。


    　もう後戻りできないという体にされてしまっていた。


    　龍童でさえ、今の玻璃人には手を焼くのではないか、という有様だ。玻璃人がどれだけ真ま面じ目めに努力をしたってそんなふうにはなりはしない。限界というものがある。その限界を超えたというなら、健全な肉体も精神も引き替えにして焼き尽くしているに決まっている。


    　家はずっと軋み続け、その音は大きくなるばかりだ。


    　放って置いても、この家は崩れる。


    　その中から抜け出られると厄介だ。もう一度、家の中で轢ひいておくのが望ましい。


    　少しばかりの躊躇ためらいが、俺にアクセルを踏み込ませるのを遅らせた。


    　その躊躇った一瞬、軋きしみ続け崩れようとする家屋の中で、玻は璃る人ひとの体が揺れた。横から飛び出してきた影に蹴けられ、首を踵かかとで貫かれて横倒しになる。横倒しになった傍そばからバネ仕掛けのように立ち上がり、横から出てきた影にバタフライナイフを振るい続ける。


    　間違いなく首を突き刺されていた。


    　それでまだ死なない。


    　粉ふん塵じんが舞い煙が立ちこめるようになっている中で、玻璃人が戦い続けている。


    　バニーガールと渡り合っている。


    　二人纏まとめて轢き殺す。


    　それに気付くのが遅くなるほど、俺はその戦いに見入っていた。バニーガールは、紛まごうことなくバニーガールそのもので、何ら誇張もなければ見間違いようもなかった。


    　ハンヴィーで突っ込んだ。加速は鈍い。思い切り踏み込んでもいきなり速度は出ない。だが壊れた家屋に穿うがったルートをもう一度辿たどる分には、さっきよりは加速する。人間二人を纏めて轢き殺す分の加速は得られる。


    　家屋が倒壊する。


    　倒壊する中をもう一度ハンヴィーで貫いていく。とにかくこの手で轢いておかなければ安心が出来ない。柔らかい物を巻き込んだのが分かった。普通の車ならその場で動けなくなる質量を踏み、そしてハンヴィーのトルクは強引にそれを砕いて駆動力を維持し続ける。


    　家を貫いた。


    　背後で家屋が完全に倒壊していく。


    　充分に離れてからハンヴィーを停止させ、大きく息を吐き呼吸を整える。


    　停とまったハンヴィーの前輪フード部分から、玻璃人の生首が慣性で飛び出してくる。木こ立だちに転がっているその首は、髪が引き千ち切ぎられて頭皮が抉えぐれ、そして首の断面は綺き麗れいに切り裂かれた傷だった。


    　首を刎はねられている。


    　慌あわててハンヴィーを旋回させた。旋回半径が大きい。この車を繊せん細さいに操るのは骨だ。表はまだ広かったが、裏まで来ると何度も切り返さないと正面を向けられない。その途中で、ルーフの上に衝撃が来た。


    　小さな衝撃だった。家を貫いた時とは比べものにならない些さ細さいな衝撃。


    　そしてまたステップ。


    　ボンネット上に降り立つバニーガールの姿を確認した時、俺はまだハンヴィーを切り返しきっていなかった。明後日あさつての方向を向いていて、アクセルを踏んでも木立に激突するだけだ。さすがにハンヴィーでも山林は突破出来ない。


    　もたもたと体勢を整えている俺にはお構いなしに、ウィンドウ目がけてバニーガールの踵かかとが連続で蹴けり下ろされてくる。


    　玻は璃る人ひとがどう頑張っても、傷もつけられなかった代物に、みるみる小さな傷が穿うがたれ、そして広がっていく。ウィンドウが白く曇っていく。細かい罅ひびが広がり連なっていく。切り返しだけとはいえ相当振り回している筈はずなのに、ボンネットの上から揺るぎもしない。蹴りまで放ってくる。


    　間違いなく化け物だった。


    　こんな相手とやり合えるようになっていた玻璃人の変へん貌ぼう振りがどれだけのものか、晒さらされてみるとよく分かる。燐りん華かが苦もなく捻ひねられても仕方がない。来らい霧むに至っては相手にもならなかっただろう。


    　龍りゆう童どうだ。


    　龍童でなければこの化け物は正面から相手が出来ない。


    　武器があっても無理だ。燐華は散弾銃を容赦なく使っても殺されたのだ。


    　ここには龍童はいない。


    　俺は『判事』を持っていない。


    　似たような化け物にまでなった玻璃人も歯が立たなかった。


    　殺される。


    　背筋を恐怖と歓喜が貫いていく。終わりたくないという思いをねじ伏せて、強制終了させられるという歓喜。俺は何もかもをやりきって、そしてしくじって、その責めを漸ようやく負わされる。


    　親おや父じでもこの窮地は救えない。


    　ここから逃のがれるとしたら、俺は自分の力で、自分の手札でどうにかしなくてはならない。


    　ウィンドウを、ピンヒールの踵が貫つらぬいた。ハンドルを操る俺の手に、ガラスの欠片かけらが飛んでくる。細かい粒状の破片。強化ガラスはみんなそう砕けるように出来ている。その粒がどんどん増えていく。ハンヴィーを振り回し続けながら、左手を開けて手を伸ばす。


    　滅びるのはいい。


    　殺されても仕方がない。


    　だがそうされないよう、俺は全力を振り絞る。あらゆる手段を用意し、準備して、その上で踏みにじられるというなら喜んでそうされよう。俺の預かり知らないところで手を回されたり、特別扱いはうんざりだ。


    　死なない体で戦場に行ったって何も楽しくない。安全な場所で椅い子すにふんぞり返って、王様ヅラしたまま処刑されるのも勘弁ならない。


    　ガラスが大きく砕け、白く曇っていたウィンドウがまた景色を見せてくる。馬ば鹿かみたいなバニーガール姿の女がピンヒールでハンヴィーの窓をこじ開けてくる。至近距離で見ると、凄すさまじい発達を遂とげたふくらはぎが、タイツ越しからでも良く分かった。


    　まるで握り拳こぶしをまるごと二つ詰め込んだみたいなふくらはぎ。このバランスの悪いハンヴィーのボンネットに、つま先立ちで片足立ちだ。


    　充分に開いたウィンドウの向こうで刃物が輝いた。全身を使って、俺の首を刎はねにきている。そのナイフが俺の首に到達し、俺も玻は璃る人ひとの隣で、同じ犯罪を働いた者同士、仲良く首を晒さらされる事になる。


    　それも悪くはない。それが結果だというなら、それでもいい。


    　俺の右手はもう、ハンドルを握っていない。解放されたウィンドウは、こちらにとっても障壁がなくなった事を意味する。そしてナイフを突きつけ切りつけてくるよりも、或あるいは強引にそのまま蹴けりを放ってくるよりも、俺の指が引き金を引く方が遥はるかに早い。


    　龍りゆう童どうは銃弾を躱かわす。


    　燐りん華かの弾は殆ほとんど当たらなかった。


    　俺の弾ならどうだ。


    　凄すさまじいリコイルショックと膨大な熱が腕の中で発生する。骨まで響くような振動を押さえ込む。恐怖と高揚が、引き金をいつまでも引き続けて全てを吐き出し続ける。連続発射される九ミリ弾が三〇発。最初の数発でバニーガールを弾はじき返していたが、俺の射撃は止まらなかった。


    　タクティカル・マシン・ピストル。


    　ＴＭＰ。


    　フルオートサブマシンガン。


    　俺が用意した全力の防衛機構。燐華に頼んで米軍の『彼氏』とやらに横流しさせた。公機関向けのフルオートモデルの方が密輸しやすいのが皮肉だった。民間向けのモデルよりも誤ご魔ま化かしやすい。お役所仕事の隙すきはどの国でも変わらないらしい。


    　一発だけなら躱せても、連続三〇発の射撃を、しかも至近距離という状態で、こちらに向かってのめり込んでいたタイミングで、足場が悪い中で、これだけ揃そろっていて躱せるはずがない。


    　バニーガールの胴体に数発当たったのは目視した。


    　もっと違う場所にも当たっていておかしくない。巧うまくいけば脳天を割っている。


    　しばらく、興奮した意識を押さえ込むのに必死になった。弾き飛ばされたバニーガールが再びこちらに向かってくる気配はない。ハンヴィーの車高は高く視認領域は広いが、足元が却かえって見えない。車体の下に倒れているのなら目視できない。


    　車内に飛び散った三〇個の薬やつ莢きようがまだ熱い。触らないように落ち着いて、弾倉を交換した。予備弾倉は一つしかない。


    　弾はもう少しあるが、詰め直さなければならない。


    　左手で弾倉を交換し、フォアグリップを左手で握って固定する。特殊樹脂で出来たグリップを握る両手が汗で滑り、震える。凄すさまじい疲労が襲おそってくるのを頭を振って払いのけ、戦意を保ち続ける。


    　やがてモーターの駆動音が聞こえてくる。


    　質量を持つ金属が動く音。


    　地の底に沈んでいき遠ざかっていく音。


    　エレベーターの駆動音。玻は璃る人ひとが現れた時と真逆の音。


    　逃げられた。


    　逃がしたのか、こちらが見み逃のがして貰もらえたのか、まるで自信がない。動どう悸きが激しくなる一方で落ち着かない。しばらく待って、その間に、空になった弾倉に三〇発の弾を詰め直してから、ハンヴィーの扉を開けた。そっと地面に降り立つ。人の気配はまるでしない。


    　木こ立だちの根にぽつんと置かれた、玻璃人の顔と目が合った。


    　九ミリ弾の連射で叩たたき割ってやりたい衝動を抑え込む。


    　倒壊した家屋の中でまだ作動しているらしいエレベーターを探しに行く。


    　引き上げてもいい。このままハンヴィーで逃げ帰ってもいい。だが押すべき時に押さなければいつまで経たっても守りのままだ。こちらから攻めると決めたのならば、とことんまでそうするべきだ。


    　無茶はしない。


    　だが何ど処こからが無茶の領域なのか、俺にはもう判断がつかなくなっていた。

  


  
    


    


    


    17.CONTRA-DEXTRA AVENUE

    


    



    　ＴＭＰを握って構える両手が強こわばり、痛くなってくる。


    　緊張しすぎだ。そうは思っても力が抜けない。どうしようもない。エレベーターを降りてからずっと、回廊を一歩歩くだけでも唾つばを飲み下すのさえ難しくなってくる。血ち糊のりが点々と続き、それは次第に太く大きくなっていく。間違いなくあのバニーガールに手傷を負わせている。


    　何ど処こかで治療しなければならないという傷だ。


    　治療中を襲おそえれば、勝機はある。引き返せば良かった、という思いと、早く見つけ出して弾をブチ込んで終わりにしなければという思いが相反して繰り返される苦痛は、足取りを更に重いものにした。


    　扉がある。


    　施せ錠じようはされていない。籠こもった血の臭においが凄すさまじい。回廊の照明は高く造られた天井にぽつぽつとあり、視界は確保されていた。ただ空気の流れが悪く、息がしにくい。僅わずかな対流を感じ、部屋の中に吸い込まれ、また吐き出されてくるのが分かる。部屋の中には換気装置ぐらいはあるんだろう。


    　引き返せ、と俺の中で警報が絶え間ない。


    　途絶えない。


    　龍りゆう童どうを見捨てる事に気後れしている訳ではなかった。落ち着いて考えれば、概おおむね引き返した方が僅かに得なのも直感している。だがここは博ばく打ちの誘惑に勝てない。一気に物事を決する事が可能なのだという、僅かな可能性に命中させたくて堪たまらない。


    　博打をやる奴やつは頭が悪い。


    　何十万と消費して、数万程度の『当たり』を引き当てて驚喜する。


    　理屈じゃ計れない娯楽だ。金が欲しければ働けばいいだけの事だ。そんな事は誰だって分かっている。俺だって分かっている。だがその僅かな可能性の中で引き当てられたとしたら、それは損も得もない。引き当てる事こそが目的なのだ。


    　賢い判断、正解というのはとてもつまらない。


    　一日働いて五〇〇〇円しか貰もらえないとしたら、そんな仕事をやっていられるかと誰だって言うかも知れない。しかし博打で毎日五〇〇〇円勝ち続ける可能性よりも、毎日その仕事をやっていた方が間違いなく確実に金は貯たまっていく。


    　そういう事ではない。


    　それはプロの考えるあり方だ。


    　破滅を内包したアマチュアに憧あこがれ続ける俺の思考は、博打をしたがる本能を抑えきる事が出来ない。


    　扉を開けて銃口を突きつける。血の臭においが、噎むせ返るほどに立ちこめている。天井についたエアコンは駆動していたが、この臭いを消し切れていない。部屋の真ん中に、白衣の男が転がっていた。血の海の中に、俯うつぶせに。


    　一発撃って生死を確かめようかと思ったが、弾が勿もつ体たいないし音も出る。そっと近づいて蹴けった。足で、血ち塗まみれの顔をひっくり返して確認した。白人の、地味な顔をした男だ。喉のどを抉えぐられて死んでいる。


    　綺き麗れいに切断されたというよりも、本当に力任せに抉られたという荒々しい、雑な傷口だった。


    　周囲を確認しながら、膝ひざを血塗れの床につける。


    　男の胸元やポケットを左手で確認する。片手で持つＴＭＰはやたら重く、自分自身が頼りなくなる。燐りん華かのように、銃を扱えるだけ程度にはトレーニングをしていれば良かったと今更、後悔する。


    　武器はない。


    　財さい布ふが出てきた。カードケースも。何枚かのクレジットカードに交ざって身分証が入っている。


    　Ｒ・Ａ・ビショップ。


    　米軍の軍医兼広フラ報ツク。何でそんなのがここで死んでいるのか、考えても分かる筈はずがない。離れたベッドには血ち糊のりが付いているのが見える。俺は死体から離れて、そちらを確認した。乾きかけていたビショップの周囲にある血糊と違ってまだ生々しい。近くの床には、九ミリ弾が二発、転がっている。


    　包帯と消毒液。糸と針。


    　自力で傷を拭ぬぐい、弾を摘出した。


    　もう少し俺がアクティブに動けていれば、絶好の機会を襲おそえていた。だが仕方ない。確実に、傷は与えている。二発も九ミリ弾を受けていたのなら、重傷に決まっている。安静にしていなければすぐに傷が開いて出血する。巧うまくすれば、身体能力に影響する傷かも知れなかった。


    　シーツで汗を拭う。一いつ旦たん、ＴＭＰを置くとやたら腕が軽い。一キログラム半程度とはいえ、もう持ち上げたくないというほど重く感じていた。いつまでも汗を拭ふいていたくなる。それから、気を取り直して握り直す。


    　更に先へと進む。


    　血糊はなくなったが、ほぼ一本道だ。トイレやバスルームが据えられているのを確認しても、ここで生活していたと考えて間違いはない。個室も何部屋かある。食糧倉庫もある。それらの何ど処こにも、人の気配はなかった。


    　半開きになったままのシャッターを抜ける。突然、広い部屋に出た。臭気が凄すさまじい。


    　床に、落としきれない汚れが幾つもこびりついている。壁際に幾つか棚があり、箱が並んでいるが、リノリウムの敷かれた床は殆ほとんどが何もない空間だった。何の為ための部屋なのか見当がつかない。部屋の隅には、水道と便器まで置かれており、ますます意味が分からなくなってくる。水道も便器も捨てられているのかと思うほどに汚かった。


    　不快な空気の漂う、開けた部屋をそっと横切っていく。


    　音が聞こえてくる。


    　肉が肉を叩たたくくぐもった音。部屋の奥へと近づくほどに、大きくなっていくが、明めい瞭りように聞こえるという程の音量にはならない。その音に吸い寄せられるように俺は歩いていく。両手に握ったＴＭＰが、酷ひどく頼りなく感じられてくる。


    　龍りゆう童どうのように生まれつき宿っていつでも使える肉体ではない。


    　燐りん華かのように惚ほれ込んでこれを撃ちたいという信頼と愛着もない。


    　ただの武器だ。使い慣れていないサブマシンガンに過ぎない。それが酷く不安だった。


    　奥の壁に近づく。そこにもシャッターがある。電子制御式で、赤く『開放』のスイッチが見える。押すのが躊躇ためらわれた。シャッター一枚を隔てた向こうの熱気が、こちらに侵食してくる。俺が入り込んでいいのかという熱量がそこにある。


    　無視して押した。熱量に怯おびえるぐらいなら帰ればいい。


    　音を立ててシャッターが開いていく。


    　熱気と血臭が押し寄せてくる。


    　通路は短かった。その先にまた空間がある。そこで、血ち塗まみれで打ち合いになっているバニーガールと龍童がいる。殴り合い。蹴けり合っている。申し合わせもないのに寝技に移行し絡み取り絡み合い続けている。


    　ただ自分の体重を乗せて血塗れになっている。


    　血塗れで、擦さつ過か傷しようと打撲傷に塗れ、そして互いの体をぶつけ合って摩ま耗もうしあっている二人の原始的な争いは、純粋な闘争に思えた。バニーガールの衣装はぼろぼろに崩れて見る影もなく、今なら弾を撃ち込めば、アンダーウェアを簡単に貫通するだろう。


    　龍童に至ってはもうとっくの昔に気を失っているのではないかと思うほど、目に意志を感じない。意識が飛んだまま動き続けている。バニーガールのハイキックも拳こぶしももろに喰くらって、それで尚なお、たじろがない。


    　動きが速い。俺の知っている龍童の動きよりも速く、そして回転する。


    　バニーガールはまだ躱かわしている。理性があり意識もある。その分だけ受けに回る事が多いが、的確なカウンターを叩き込む。


    　それなのに龍童は倒れない。


    　戦い続けている。

  


  
    


    


    


    18.THE HIGH MASTER

    


    



    　昔から格闘技は長続きしなかった。


    　すぐに反則をしてしまう。


    　ボクシングを習えば蹴けりたくなったし、柔道をやれば殴りたくなった。キックボクシングをやれば投げたくなった。ストレスばかり溜ためてすぐに続かなくなった。


    　何をやっても期待されたし、そこそこやれると自分でも思っていた。


    　それに何より、格闘技は楽しかった。人を倒す、という行為はとても楽しかった。コーチなんかにはよく、本気でやっていないと怒られたものだ。闘志というか、怒りや執念といった負の感情が、戦っている時の俺にはない。楽しそうにしているか、不満そうにしているかで、勝ちに行く事を楽しんでいるのは不ふ真ま面じ目めに見えたらしい。


    　総合格闘技は長く続いた方だったが、結局ジムには通わなくなった。ルールは何にしてもある。俺はルールに従いたくない。最終的にはラウンド制にすら従わなくなってしまう。本当に向いていない。


    　ひょっとしたらプロレスでもやるべきだったのかも知れない。


    　楽しんで戦えた気がする。


    　選択肢になかったから試した事はない。


    　ふっと今、そんな事を考えていた。次はプロレスをやってみよう、と思った。


    　掌しよう底ていが飛び込んでくる。霞かすむ視界の中でキャッチした。顔面が腫はれ上がって切れている。目の中に血が入ってくる。幸い、骨はまだどこも折れていない。キャッチした右の掌底を抱え込んで極きめながら。


    　また滑る。滑るというより、折り目のつかない紙で折り紙をやれと言われているような不自由さとやりにくさがある。それがまた燃える。


    　バニーガール。


    　呂ルとか言ったか。


    　ル・シャオチョウ。


    　相変わらずのバニースーツにピンヒール。白髪にサングラス。全く意味が見いだせないクソみたいなヘッドドレス。小こ馬ば鹿かにされている気分になってくる。その意味では挑発としての機能ぐらいは果たせているのかも知れない。


    　地下をうろついていたら現れた。上で、何やら盛大に物音がしたなと思った後だ。怪け我がをしていた。血を流していた。それでも動きに遜そん色しよくはない。俺だって手加減する心算つもりはない。やりたいから、やれると思ったから俺に姿を見せたのだろう。燐りん華かが与えた傷にしては些いささか派手だったが、上で怜れいとやり合ったのだろうか。


    　怜もなかなか、やる。それでもここにバニーガールがいるという事は、死んだのだろうか。行方不明の玻は璃る人ひとを死んでいると仮定すれば、後は銘めい次じと俺だけだ。


    　バニーガールはまるで体重など持たないようにこちら側へと詰め寄ってきて、不意に体重の乗った打撃を加えてくる。油断していると足を掬すくおうとしてくる。この前の時よりも動きが速い。


    　一度、腹にいい蹴けりを入れた。


    　ふわりとした手て応ごたえしかなかった。効いていなかったが、感触は衣服と肉体のそれだった。鎧よろいで受け止めるのではなく受け流した。まともに入れれば、この前のようには行かない。俺の磨みがき上げたストライカーとしての技術全てを込めて放ち続けるが、この前よりも当たらない。


    　軽いジャブや前蹴り、ローは勿もち論ろん当たる。ここぞという打撃で芯しんを外してくる。


    　こちらもそうしている。


    　スタミナは相手の方が減りが早い。もう顔色が死人のそれだ。それでもまだ強こわばった顔で笑えている。こっちは笑う余裕がない。老人であった相手にさえ、俺は殺されかけた。それが若い相手となれば勝てる算段すらつけられない。


    　当時の俺なら。


    　今の俺ならまた違う。たとえ相手が若返ろうと。


    　体重と体格で上から圧倒してやっている。それなのに倒れない。怯ひるまずにいなす。そしていい打撃はバニーガールの方が入れてくるからそれにも耐える。圧倒的有利から、見た目だけなら五分の状態にまで追い込まれる。


    　打撃を流すのがとにかく巧うまい。


    　クリーンヒットさせない技術、とでも言うのか。これだという打撃も手応えがそうじゃない。結局、腹に入れた一発の蹴りだけが、唯一のクリーンヒットで、それすらも大して効いていない。


    　そして連打が来る。回転を加えたトリッキーな連打。


    　バニーガールが何ど処こにいるのか一瞬、分からなくなる。右にいたり左にいたりする。その怪け我がでその顔色で、そのフットワーク。薬物でも叩たたき込んでいるとしか思えない。恐らく死ぬ気でそうしている。その心意気に俺も応じなくてはならない。


    　一〇メートル四方ほどの、コンクリート壁に囲まれた部屋。見事に何もない。天井には照明と、カセット式のエアコンが二つ据えられている。換気はしているだろうに熱が凄すさまじい。何かが崩れる音が、上から小さくいつまでも聞こえてくる。


    　たまには受けに回るか、と思った。


    　攻めてばかりだ。


    　俺はそもそも攻めるのが好きなのだから仕方ない。


    　今でも続いている稽けい古こ事が合気道なのは、きっとそのシステム自体に興味がないからではないかと思う。すぐ忘れてしまう。使う気にもならないのに、教わっている時はとても楽しい。


    　今のバニーガールの打撃は一撃で俺を打ち倒せるような代物じゃない。


    　まだあの、みょうちきりんな打撃は使ってこないが、あれ以外なら受けても大したダメージは残らない。あれはモーションで分かる。加速させているなというのが伝わってくる。その一撃を当てる為ために小刻みな連打を繰り返されるから、避けられなくなる。


    　下から弧こを描いてカケ蹴げりが飛んでくる。一つ一つが芸術的な動きだ。


    　敢あえて蹴らせてみた。


    　顔を打たせずに、前へ出て肩で止めた。するとすかさずジャブが入ってくる。止めた蹴りもすぐに戻されて膝ひざへの打ち下ろしに変化する。そして掌しよう底ていが腹。後ろ回し蹴りがもう一度腹。どれもこれも弱くはないのだが、俺が怯ひるむほどじゃない。


    　攻めさせるとタチが悪い。


    　カウンターを入れる隙すき間まがない。油断すると滅めつ多た打ちにされ続ける。ちょっと待てと言いたくなるほど連続する。非常識極まりない連撃に晒さらされて、少しばかり意識が遠のいていく。だがこれは全部、布石だ。これで倒れるならそれでいい、倒れなければその次がきちんと用意してある。


    　打撃の積み重ねのその先に、本命の一撃がある。


    　俺が本気で呑のまれなければ繰り出してこない。


    　演技をする必要はなかった。打たせてみたらこの有様だ。試合だったらスタンディングで止められているぐらい一方的だ。こうなって巧うまくやれるか分からないが、まあ、しくじったらその時だ。死ぬなり何なりすればいい。


    　人を倒したくて生きてきたんだから、倒されて死ぬなら万々歳だ。


    　もう見えて感じているものが現実なのかも分からなくなっている。この状態であれを躱かわせというのも無茶な話だ。警戒して、ここまで追い込んだ上でなければ打たなくなっている。事前に一度やり合うというのも考えものだ。


    　バニーガールの腰が僅わずかに落ちる。あれほど繰り返していた連撃のテンポがズレる。ほんの数瞬だけ動きが止まる。呂ルの全身が関節を回し、右拳こぶしに回転力を加速させて乗せてくる。強烈な打撃は体重移動ではなく回転力が生み出している。


    　右拳が内側にねじれながら入ってくる。


    　要するに銃弾と同じだ。至近距離から、殆ほとんどゼロ距離から引き金を引かれて放たれる拳けん銃じゆうの弾。咄とつ嗟さに手刀でバニーガールの手首を、払うように打つ。これで払いのけられないのは分かっている。


    　ほんの少しだけずらせばいい。


    　銃弾を避けるのではなく、銃口を逸そらせばいい。


    　理屈はそれだけだ。バカでも分かる理屈だ。出来るかと言ったら、なかなか出来ない。怜れいが、俺が銃弾を避よけるのを不思議がっていたが、弾を避けてる訳じゃない。銃口を逸そらしているというだけの事だ。弾は曲がって飛んできたりしない。バニーガールの拳こぶしもただまっすぐに伸びてくる。


    　全身の回転による加速が、伸びきった拳の先で炸さく裂れつする。


    　その加速した拳に手刀を添える。バニーガールの拳は逸れないが、俺の体は微妙に逸れる。重心が右拳から外側にずれる。添えた手刀で握り込む。手首をそっと握り、そして内側へ回転していた流れを邪魔せず、過剰に外から加速させてやる。


    　外からもっと力を加えてやる。


    　限界まで加速させていたものを更に。


    　適切だった筈はずの数字は俺が加えた外からの力によって過剰となり発散しきれなくなる。俺はバニーガールの手首を握ってねじ上げた、それだけだったが、手首から肩まで全ての関節が粉々になる程のアームロックと同じ効果を発揮していた。


    　過剰な力を発散させ打ち消すために、バニーガールの全身が自ら空中を舞った。咄とつ嗟さにそこまでやれる。同時に俺の手を打ち払おうとさえしてくるが、もう遅い。俺の手は右手首をがっちりと握り込んで離さない。


    　半回転するようにバニーガールが舞った。


    　そして俺は自分がしくじった事を悟る。


    　あれほど、これほどまでに狙ねらっていたカウンターの更に上を行かれたのだという屈辱が湧わいて出て苦笑いすら浮かばない。本当に苛いら立だって舌打ちした。俺は俺自身を馬ば鹿かかと罵ののしるより外ほかなかった。


    　バニーガールのこの一撃が、回転に回転を加えた鎖くさり鎌がまそのもの。俺はその先端、鎌か分銅部分を掴つかんだ気になっていながら、その実、鎖部分を掴んで、得意げになっていた。


    　鎖鎌の鎖を掴んだらどうなるか。


    　掴んだ部分から折れ曲がり、分銅が遠心力を得て俺に直撃する。


    　そしてそのようにして、バニーガールの蹴けりが、頭上からつま先を立ててくる。手首を掴んでいる分、俺も芯しんを外すようには躱かわせない。


    　右手首が、俺の掌てのひらの中で粉砕される音が伝わってくる。両手で掴んで雑ぞう巾きんを絞るように捻ひねって砕いた。同時に、脳天に突き立てられたつま先が俺の全身を麻ま痺ひさせる。


    　ただ蹴られたという衝撃ではない、電流を流されたようなショックと痙けい攣れんが俺の全身を伝い、手の中に掴み込んでいる筈の手首さえ実体を失った。実際、俺はその時には握力を失っていた。


    　たたらを踏んで後ずさった。


    　頭ず蓋がい骨こつが割れたような感覚があった。


    　一度、割られた事がある。車で撥はねられた先に鉄柱があったという不運の重なりで割った。その時の相手は全員、二度とまともに歩けない体にしてやった。だから割られる感覚は知っていたが、ちょっと違う。より体の奥まで響いてきて、全身が関節から崩れてばらばらになってしまいそうな感覚。


    　この蹴けりを脳天に当てる為ために敢あえて手首を掴つかませたのかも知れない。手首を取って、投げるか極きめるかまでやりたかったが、時間がなかったから握力だけで砕いた。


    　最初から狙ねらっていたようなスムーズな動きだった。


    　もう一度来る。俺が倒れない限り追撃が来る。倒れてしまえば、二度と立てないような気がした。倒れて終わるのもつまらない話だった。右は砕いてやった。だから左で来る。そして右手首の損壊は全体のバランスに影響する。右が使えなくなったというだけの話ではない。頭を割られている俺が得意げに言う事でもないが。


    　迎撃する。


    　左の一撃を無視して、タックルを仕掛ける。膝ひざが来るのは分かっていた。膝を合わせられないタックルなどありはしない。問題は、腰が入っていない膝をただ当てても迎撃にならないという事だ。


    　ましてや左を打とうとしていたタイミングではカウンターにもなりはしない。


    　膝で鼻が潰つぶされるのにも構わず、その膝を抱え込んで転がった。グラウンドから膝を攻める。するすると逃げていく足を執念深く追う。膝を合わせてきたのは、バニーガールの初めて見せた隙すきだった。右手首を砕いたのが余程堪こたえたらしい。


    　まともな打撃が打てるようになるまで俺はまだかかる。


    　グラウンドは好きじゃないが仕方がない。足関節は次々に道が塞ふさがっていく迷路みたいなものだ。正確な道を選ばないと、あっという間に極められなくなる。本能でそれをやる。考えていたのでは追いつかないし、考えてやれるほど余裕もない。


    　出口に辿たどり着くまで一度も間違える事が許されない。


    　考えている時間すらない。


    　黙々と迷宮を進み続ける。そしてブラックアウトする。何も手て応ごたえがなくなる。下から攻めている俺は、一度逃したらもう逆転できない。バニーガールは足を俺の手から外し、ステップを踏むように一度床を踏んで旋回した。


    　白髪が揺らめく。ヘッドドレスがはためく。


    　ピンヒールが、全体重を乗せて俺の顔面に突き刺さってくる。カウンターで蹴り上げた。足同士が交差した。俺の方が足が長い。図体が元から違うのだから当たり前だ。ピンヒールが俺の目の前で震えている。


    　下から突き上げた俺の蹴り足が、初めてまともに、腹にクリーンヒットして突き刺さっていた。ぶるぶると震えている。内臓に喰くらわした、という感覚があった。こっちは頭も割られている。バニーガールは元から重傷。どっちが有利か漸ようやく分からなくなってきた。


    　やっぱり俺は打撃の方が、性に合う。


    　俺の突き入れた足が掴つかまれそうになる。分かっていたから蹴けり飛ばすようにして振りほどいた。こっちは下から支えてやっているような状態だったのだ。蹴り飛ばされたバニーガールと、俺が立ち上がるのはほぼ同時だった。


    　反射的にバニーガールが腹に手をやり、それから構えを整えた。


    　効いている。腹へのダメージは全身の動きを鈍らせる。頭をやられている俺が知ったげに言うのも何だが。


    　実のところ、まだこちらから全力でやれる気がしない。蹲うずくまって倒れてしまいそうになる。呼吸を整えても回復しない。やられているのは頭だ。バニーガールの全身から汗がにじみ出している。ここが暑い所せ為いかも知れないが。


    　俺から行けないのを知っていて、リズムを取り戻そうとしている。待っている。だが腹をやられたダメージがそうそう抜けるとも思えない。俺の方は時間をかけるほど回復どころか弱っていく気がしてならない。


    　弱っていく俺とリズムを回復していくバニーガール。


    　天てん秤びんが相手に傾きつつある。


    　呼吸が合った瞬間に、こちらから踏み込んでいた。半身になった構えから突き刺さってくる左のリードパンチ。ワンツーはない。右手首はおかしな方向にねじ曲がったままブラ下がっている。折れているとかそういう度合いの話ではない確信があった。


    　続く蹴りが緩ゆるい。さっきまでと比べたらまるで緩い。ストッピングの意味すら為なしていない。ただ押しただけに等しい。


    　止まらない。俺はまだ充分に打撃を放てない。ただまっすぐに突っ込んでいく俺を止められない。距離を取ろうとしたところに左を合わせてやった。下がった場所にクリーンヒットするよう調整して打ったから、もろに顔面に当たってバニーガールが仰のけ反った。


    　手て応ごたえもそれなりだ。


    　そしてそれなりの打撃しか打てない。だから右で拳こぶしは握らなかった。開いたままの右手で、バニーガールの首を鷲わし掴づかみにする。そしてそのまま握り潰つぶす。


    　殺す。


    　そう思った瞬間、手首を左手で握られた。何をさせる暇ひまも与えず縊くびり殺す。そうでなければ俺はもう勝てない。


    　右肘ひじに激痛が走った。下から膝ひざを当てられて、折られた。その為ための、左手での固定。掴み返させない為に腕を伸ばしきっていたところを下から蹴り上げられた。怯ひるむ訳にはいかなかった。俺の左手を首に添える。一気に締め上げる。また蹴りが来る前に。


    　殺す。


    　左腕で締め上げながら全体重を前のめりに傾けて、後頭部を床に叩たたきつけてやる。


    　何度も、何度も叩たたきつけ続ける。血ち飛沫しぶきが飛ぶ。頭ず蓋がい骨こつがみるみる砕けていく。俺以上に。修復不可能な程に。俺は呂ルの脳天を床に叩きつけ続ける。ずっと機械仕掛けのように同じ動作を繰り返し、その間も首を締め上げ続ける。脳天が砕け散って頸けい骨こつが折れてもまだ叩きつけ続けてやる。


    　叩きつけ続けてやる。


    　叩きつけ続けてやる。


    　叩きつけ続け締め上げ続け砕き続け潰つぶし続け折り続け潰し続けまた叩きつけ続けてやる。二度と蘇よみがえってこないように殺し続けてやる。


    　砕き続ける。


    　折り続ける。


    　痙けい攣れんし失禁し脱力していく死体を殺し続ける。


    　俺の勝ちだ。


    　勝利はこうしてもぎ取れる。相手を完かん膚ぷなきまでに破壊して一切の再起の可能性を許さずして達成される。敗北する時は次の機会など与えられずに砕かれそして蹂じゆう躙りんされる。誰かを殺す、誰かを負かす人間には相手を砕く義務がある。


    　俺はそれを遂に為なし得なかった。


    　一時の夢想は終わり、ぼやけた視界には誰もいない。


    　何もいない。


    　俺に残されたのは、開放骨折した自分の右腕だけだ。バニーガールがいない。俺に手が届く、俺が殺せる間合いにいない。目を上げると、酷ひどく遠い場所に、血ち塗まみれのバニーガールは立っていた。


    　サングラスが壊れて落ちる。その向こうにある瞳ひとみは何らかの病気を患わずらっているとしか思えないほど赤く、そして何ど処こかしら違和感があった。正体の分からないその違和感を、それを隠す為ためのサングラス。隠す必要などないと教えてやりたくなった。


    　見てくれなど、俺たちが殺し合いをするのに何の役にも立たない。


    　バニーガールは左手に、巨大なナイフを持っていた。遂ついに本気かとも思うし、そうせざるを得なくなったとも言える。刃物があるから有利とは限らない。俺とバニーガールのレベルまで来ると、たとえ機関銃でも有利にはならない。


    　今にも死にそうな顔色をしていた。返り血ではなく、自分の体から血を流し、ピンヒールの踵かかとから床に垂れ流し続けている。


    　傷だらけのバニーガールと対たい峙じする。今の俺は全身の制御がままならない上に、右腕も使えないが、折れている痛みはそれほど感じない。まだ頭の中が麻ま痺ひしている。頭そのものがやられている。


    「Eryu, Yong, Qidao,……Diaoyong」


    　ナイフを翳かざされそう告げられて、意味は分からない。


    　だがお前の先代は、刃物を持った瞬間に死んだ。肉弾戦を諦あきらめ、刃物に頼った時点で負けた。死んだ。あのまま刃物を使われていたとしたらどうなったかを、俺は何度考えたか覚えていない。


    　俺は怜れいに、あの襲撃に誘って貰もらえた事を本当に感謝している。


    　信じ難い敵と戦えた。殺せた。勝利できた。


    　ただ体を鍛きたえ続け技術を磨みがき続けるなど、金持ちでなければ続けられない。プロとしてやっていけない性格の俺では尚なおのことだ。あの襲撃で金を得ていたからこそ、俺はここまで自分を研とぎ澄ます事が可能だった。


    　言ってしまえば有能なマネージャーに恵まれたようなものだ。


    　俺はただ自分の戦いに没頭していられる。生活や社会性を確保してくれるパトロンがいる。だからここまで鍛え上げられた。


    「そいつをここにくれ」


    　俺は左手で首筋を叩たたいてみせる。


    　俺の夢想のその先を、今見せて貰えるかと思うとぞくぞくしてくる。


    　半身に立つ。バニーガールの真ま似ねをする。右腕が使えないから真似をした。存外にハマっている。人間の体などみんな同じに出来ている。素人でもなければ、やろうと思えば誰だって真似出来るようになっている。


    「……首をずっぱりやってみろよ。ブチ込んでこい、そいつを」


    　こうして俺が立っているのは、俺が執念と鍛たん錬れんの末に勝ち取った場所だ。俺は、あの老人よりも強くなった。間違いなくそう確信できる。


    　このバニーガールは、その俺より更に強いだろうか。


    　そればかりを、ずっと考えていた。
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    　バニーガールは左手に握った刃物がむしろ邪魔そうですらあった。龍りゆう童どうの右腕は開放骨折していてもう使い物にならないのか、だらりと下げられ、腕そのものが邪魔のようでもある。


    　その場にＴＭＰを抱えたまま近寄っていく。


    　二人とも、俺に気付いていない筈はずがない。


    　どうでもいいんだろう、俺の事など。ここからフルオートで弾丸を放ち、予備の弾倉も使って六〇発の九ミリ弾を放てば、二人纏まとめて殺せる。殺せるはずなのに、その自信がない。二人とも示し合わせたように射線から見事に逃のがれるのではないかとしか思わない。


    　この二人の争いに、そんな余計な水入れをしていいのかという気分になってくる。


    　ただゆっくりと近づいていった。


    　引き返せ、とまだ俺の脳みそがどこかで警告している。ここまでだ。回れ右だ。引き返すのなら今の内だと声がする。


    　引き返せるものか。


    　龍童の指が飛ぶ。


    　つま先が削そがれる。


    　全身を切り刻まれる。


    　バニーガールが握った刃物が、時折、正確無比に龍童を切り飛ばす。ピンヒールの踵かかとは両方とも折れてなくなっている。龍童の腹筋と肩に、折れた踵が深く刺さって突き立っているのが見えた。


    　銃口を向ける。二人とも気にしていない。


    　引き金に指をかける。


    　二人とも撃ち殺すという覚悟を決めた。何も気にせずに、バニーガールだけを撃とうなどとは思わずに、龍童だろうと何だろうと巻き添えにして二人とも殺す。戦いの結末など見届けようとは思わない。


    　俺がやる気だと伝えさえすればそれで良かった。


    　引き金を引き、そして弾丸を吐き出し続ける。たった二秒で弾倉は空からになる。


    　龍童は構わず撃てと思うだろう。龍童はそれを許容できる。戦いの中で死ぬ事、滅びる事が龍童は許容できる。バニーガールは違う。俺を殺したいだろう。まだ殺したい奴やつは残っている。龍童と共倒れで心中する事は、バニーガールが望む滅びの形では決してあり得ないだろう。


    　だから差が出る。


    　俺の射線から逃れようと本能的に動く。この一瞬に、この二秒間もの長い時間に、あのバニーガールは二人の敵を抱え込んでしまっていた。龍りゆう童どうは弾丸など気にもしない。下から突き上げた拳こぶしが、バニーガールの腹に突き刺さって宙に浮かせる。手首よりも深く腹に食い込んだ拳は肋ろつ骨こつを砕き内臓を突き上げて破裂させる。


    　浮いたバニーガールに龍童の回し蹴げり。顔面にまともに炸さく裂れつし、頬ほお骨ぼねを砕いて奥歯を吐き出させた。


    　完かん璧ぺきなコンビネーション。


    　それと引き替えに、龍童は全身に九ミリ弾の猛打を受けた。びくびくと痙けい攣れんしながら、赤く充血した目で睨にらみつけるバニーガールは、俺ではなく龍童の姿を見ていた。全身に弾を浴びた龍童が倒れるのを踏みとどまる。


    　バニーガールがまだ動く。


    　下から翻ひるがえる刃物が、前のめりになった龍童の首を斬きり上げる。片手薙なぎの振り上げ一いつ閃せんで龍童の太い首を刎はね飛ばす。そして血の帯をまき散らしながら跳躍する。その体でまだ跳べる。着地し、つま先立ちのまま俺の方へと向かって来る。


    　龍童の一撃が、バニーガールからヘッドドレスを弾き飛ばしていた。


    　何の意味があるのかさっぱり分からなかった、ただの余興かとばかり思っていた、あのヘッドドレス。宙を舞うバニーガールが俺に刃物を振りかぶっている姿を見て、初めてその意味に気がつく。その顔を、頭を見て、やっと俺にも合が点てんがいった。


    　その白髪の中から、針先が飛び出している。頭ず蓋がい骨こつを貫通して飛び出した、二本の針の先。それを隠す為のヘッドドレスだ。隠したくもなるだろう。まるでアンテナみたいに滑こつ稽けいだ。そして、針の先端ではなく後端。龍童に激しく揺さぶられたバニーガールの頭部から、そこに突き刺された針の「後端」が覗のぞいている。はみ出している。


    　目の端、眦まなじりから針が。


    　寄生虫に寄生されたカタツムリのように、針が飛び出してしまっている。滑稽さもここまで行くと吐き気を覚える醜みにくさだ。だから赤いのか。充血していたのか、その瞳ひとみは。


    　スローモーションのように、その醜いバニーガールがばかでかい刃物と共に殺到する。


    　無反応のままでいる程、俺も鈍くさくはない。


    　予備の弾倉を左手に握っている。同時に撃ちきった、空からになった弾倉を右手の親指で落とす。バニーガールがもう目の前にいる。そして俺は弾倉を装填し、こちらへ向かって来るバニーガールに目がけて一斉掃射。


    　その寸前に、左腕に激痛が走る。コンマ一秒、後れを取った。


    　上から振り下ろされてきた刃物が俺の左腕を肘ひじから切断している。弾倉がまだきちんとセットされていない。左手に掴つかまれたまま落ちていく。刃物が再び翻る。俺の首筋目がけて横薙ぎに迫ってくる。


    　刃物が見えなかった。


    　見ていなかった。


    　俺は落ちていく弾倉を追いかけるように、構えたＴＭＰを下げた。結果として屈かがみ込む形になり、刃物は俺の頭上を虚しく通過していく。床すれすれにまでＴＭＰを下げる。切り離された左手が掴つかんだままの弾倉が、銃身の方を押しつける事でセットされ、かちりと噛かみ合う響きを奏でた。


    　地に這はうような姿勢で、俺の攻撃態勢は完了していた。


    　バニーガールの蹴けりが迫る。俺を蹴り上げようとしている。当たってしまえば、俺などその一撃にも耐えられない。これほど体を痛めつけられたバニーガールの蹴りであっても、俺を殺すにはきっと充分すぎる。


    　引き金を引き切った。


    　射撃音が弾はじけた。片手で放ったフルオートは暴れ続け、俺にも制御できない。バニーガールの体を弾が貫いていく。蹴りを放ってきた足首から連続で上へと。脛すねを撃ち股またを撃ち腰を撃ち腹を撃ち抜く。上へ上へと弾だん痕こんがせり上がっていく。


    　胸を貫き、鎖骨を砕いて、頬を抜いた。耳を引き千ち切ぎりこめかみを抉えぐる。


    　残りの弾は天井に吸い込まれ照明を砕いていた。


    　撃ち切った。バニーガールが後ろに、仰向けに倒れていく。びくびくと痙けい攣れんを続けている。全身から血が溢あふれて流れ出していく。死んだかどうかなど分からない。死んだに決まっている。弾を撃ち切った俺には、これで生きていられたら勝つ方法など残っていない。


    　ＴＭＰを捨てた。もう、持っていられない。


    　片腕のまま、よろよろと来た道を戻っていく。異臭を放つ大部屋を抜ける。


    　何度も振り返ったが、バニーガールは追ってこない。


    　左肘ひじからの出血と痛みに気が遠くなる。肘の腱けんを切断されて二の腕の筋肉が肩まで這い上がるように収縮する激痛は尋常じゃない。腕を拾ってきたら、繋つなげられただろうか。あの場に腕を拾いに戻るなど御免だった。薄れていく意識を何とか繋ぎ止めながら部屋を戻っていく。


    　ビショップの死体が転がっている部屋。


    　ゴムを使って二の腕を縛り上げ、出血を止める。包帯を適当に巻き付ける。かなり時間がかかったが、バニーガールが追いついてくる気配はない。薬品棚の中を覗のぞく。抗生物質と痛み止め。痛み止めなどというが、完全に非合法な麻薬の類たぐい。


    　よく見れば、そんな薬品ばかり置いてあった。


    　この棚だけで、薬物中毒者が泣いて喜ぶという薬品のオンパレードだ。左腕を切断された俺には有り難い限りだった。辛つらい現実を忘れる為ためではなく、左腕を切断された激痛から救われる為の薬物が溢れている。


    　経口剤を噛み砕き、アンプルから首筋に無針注射を打つ。


    　バニーガールは現れない。


    　よろよろとエレベーターまで戻る。倒壊した家屋まで上昇する。トリップ状態で横になりそうになるのを堪こらえた。痛みを忘れる程度でいいのだ。幻想の世界に入り込んで忘我の極みに至りたい訳じゃない。


    　切断された左肘ひじの傷を右手で握る。その激痛がトレードで機能する。


    　俺は意識を彷徨さまよわせずに済んでいる。


    　まだだ。俺の仕事は敵を排除して終わりじゃない。奪った金を保全し守りきって初めて、俺の仕事は完了する。


    　みんな死んだ。俺と銘めい次じ以外はみんな死んだ。


    　ハンヴィーに辿たどり着き、キーを突っ込んでエンジンを始動させる。馬ば鹿かでも扱える車で良かった。左腕がなくても、何とか巧うまく走らせられる。このまま病院に行って入院でも出来れば、どれだけ楽か。


    　俺は俺の仕事を完かん遂すいさせなくてはならない。だから呑のん気きに病院なんかには行けない。


    　銘次に金を届けるまでは、俺の仕事は終わらない。


    　二億と少し。その程度は残っている。ゴミみたいな金額。そんな金の為ために何人が死んだり殺されたりしたのか。コストパフォーマンスが悪すぎる。笑えてくるくらいだ。


    　結局、みんなそんなに使わなかった。俺ですら必要経費ぐらいでしか使わなかった。


    　何の為に奪った金なのか分からなくなる。遣う為じゃなかった。奪う為に奪った。そしてみんな破滅した。


    　結局のところ、銘次だってこんな金がなくともいいと思うかも知れなかったけれど、俺には関係がない。ただ俺は、プロとしてアマチュアの感性を遂行し完成させたい。それが俺の、中学の時から燻くすぶり続けていた感情を満足させる、ただ一つの方法だった。


    　そうじゃなければ俺は王様になんてなれない。その上でなければなりたくもない。


    　俺が治めたいのは平和で繁栄を続ける先進国じゃない。


    　俺は未開の地を自ら切り開いて蛮族を治める王様でありたかった。

  


  
    


    


    


    20.MURMUR-CHANT-PRAY-INVOKE

    


    



    　……我が国が世界に誇る映画監督、呉宇森ジヨン・ウーが手がけたスパイ映画の二作目を見た事がないなら、すぐに見た方がいい。私の血はそれで出来ている。


    　何という作品だったか忘れたし主役の名前も忘れてしまったのだけれど、私は聖母峰シエンムーが手に届きそうに見えるこの国の未解放地区で育った。そんなど田舎で、私はやがて北ペ京キン大学を出て官僚になり軍閥に属して私腹を肥やし、優雅な一生を送るという人生プランを立てていて、それなりに勉強だってしたし頑張ったのだけれど全部パアになった。それというのも日本人が親父を殺したからだ。


    　ど田舎なので映画などの娯楽も限られる。私は作品名すら忘れたあの映画のビジュアルだけを強烈に覚えている。忘れようがない。それは私がまともだった頃に見たとても美しい記憶だ。囁ささやきも祈りも必要なかった頃の、ごく普通の目玉と髪を持っていた頃の話だ。


    　破は軍ぐん星せい。


    　そんな物に私はなりたくなかった。


    　呂ル商会のちんけな仕事になど興味はなかった。他の兄弟姉妹がやればいいと思っていたけれど、親父の作った六人の男女は大半が喧けん嘩かに弱く、喧嘩で食っていく呂商会としては跡取りに出来なかったので一番年上の私に回ってきた。親おや父じさえ生きていれば、私は多分、北京大学に行けたのだ。


    　呂家の跡取りになると何をされるかというと、両眦まなじりにクソ長い針を突き立てられる。頭ず蓋がい骨こつを貫通するほど深々と突き立てられる。


    　真ま面じ目めな話だ。


    　何故か殆ほとんど死なないのだが、失明する奴は多い。一応、角膜は避さけてくれるのだけれど、そこから脳に達するまで突き立てられて、そして放置される。放置されてる時にちょっとでも目を動かしたら失明する。


    　あれ以上の苦痛は知らなかったし、今後も知りたくない。目玉に畳み針みたいな物を突き立てて頭蓋骨を貫通させられたまま放置とか意味が分からない。


    　何でも脳みそに外科的なアプローチを施ほどこして身体機能をアップさせ脳の秘められた力を解放するとか言っていた気がするけどロボトミー手術とさして変わらない気がする。失明するならいい方で、ヘタすりゃ廃人になる。目玉に針刺されたまま眼球を一切動かさずに何時間もボーッとしていなきゃならないような施せ術じゆつを誰が考え出したものやら。


    　三〇分くらいで私はもうダメだと思ったし、何でこんな家継がなきゃならねえんだよと酷ひどく不本意な気持ちになった。北京大学でいいとこの坊ちゃんを騙だまして恋仲になって結婚して立場を利用してガンガンのし上がっていきたかったのに、何で目に針なんだよと、一族全員を皆殺しにしたくなった。というか殺すと半ば決めていた。


    　心を落ち着かせようと好きだった映画の事など考えたりした。


    　あの主役の動きたるや。あんなふうに人を華麗に殴ったり蹴けったりしてみたい。特殊効果やワイヤーもなく、あの動きを可能にしてくれる筈はずなのだ、この施術は。目玉が大変な事になるからサングラスを着けろ、と言われたし買ってやるとの事なので、あの映画で使われていたモデルをリクエストした。


    「ロミオ」という名のサングラスを頼んで、それを貰える事だけを楽しみにしていたというのに、呂ル商会の馬鹿どもが私にくれたのは「ジュリエット」モデルの方だった。私が女だからという理由で。こいつらは何も分かっていない。たとえ似合わなくても、同一化したいから頼んだというのに余計な気遣いをしてくれる。


    　そもそも、ロミオであろうとジュリエットであろうと、あのサングラスは基本的にアジア系の顔立ちには似合わない。完全に客を選ぶメタルフレームなのだ。


    　本当にあの映画が好きだった。


    　娯楽に乏しい辺境区で、私は何度も何度もあの映画を繰り返し再生した。


    　あの映画の主役はマジで強い。紳士でキザで、そしてめっちゃくちゃカッコいい。


    　どれだけ多人数に銃を持って囲まれても恐れを知らずに立ち向かい、謎なぞの横滑りで二丁拳銃をぶっ放し、あっという間にやっつける。やたら鳩はとが飛ぶのだけ全然意味が分からなかったけれど、よっぽど鳩が好きなんだろうから飛ばしたいなら好きなだけ飛ばせばいい。私は全然構わない。


    　あれは見ると惚ほれる。少なくとも私は惚れた。


    　私の、人生で唯一の恋愛感情はスパイ映画の主役に向けられていた。


    　それを本当に恋愛感情と呼んでいいのか称して構わないのか知らなかったけれど、私が唯一ときめいたのは、その俳優が演じる主役だったのだから仕方がない。


    　そんな事ばかり考えていた。


    　考えていなければ、私はこの眦まなじりに針を突き立てられる拷ごう問もんに屈して、失明したか廃人になっていたと思う。スパイ映画の主役を脳裏に思い描く事でやっとこどうにか耐え抜けた。超人になるにはそれなりの苦労がある。スイッチ一つで苦労もなく、リスクもなく、超越人力を得られると思ったら大間違いなのだ。世の中はそんなに甘くない。


    　私自身が別にそんな力を得たいと思っていなかったのはこの際不問にする。


    　でも確かに、もっと強くなれる方法があるというなら、それはそれで興味があった。人を殴って蹴けって素手で殺せるというのは自おのずから限界というものがあるし、私自身、限界は感じていた。それなりに強い。でも世界一強くはない。至近距離から銃で撃たれれば、弱々しい子供が相手でも私は絶命するだろう。


    　人間が人間のままで得られる強さなどたかが知れている。


    　もっと強くなれるというなら、なれるというなら、それは確かに興味をそそられる。


    　私はもっともっと強くなりたい。あの映画の主役と戦えるぐらいに。


    　それが生活に必要かとかそういう事ではなく、私はただ強い人間というのに憧あこがれて、自分もそうなりたいと思っていただけだった。


    　異常でかつ華麗なスタントアクションを黙々とこなすあの主役が好きだった。


    　だから私もああなりたかった。


    　これは恋愛なんだろうか、と自分で考えても苦笑する。同一化したいという感情は恋愛なんだろうか。強い男では駄目なんだろうか。自分が強くなりたいという感情は、それが映画の中に出てくる実在しないキャラクターに自己を重ね合わせたいという感情は、果たして恋愛と呼んでいいのかどうか分からない。


    　何しろ相手は存在すらしないのだ。


    　眦まなじりに針を突き立てられたまま何時間後か過ぎた後、私はまだ視力が残っていて正気を保っていた。ぼんやりとベンジャミンの親父の事ばかり考えていたけれど、それは時間と共に薄れて、私自身が戻ってきた。


    　目玉は、完全に充血し、真っ赤に痛々しく染まっている。


    　何とも不気味な目玉となり、そして針を突き立てられたまま数時間放置されたショックでか、髪の毛は根本から白髪となり、それはどれだけ伸ばしても黒く再生する事はなくなっていた。


    　代わりに得られたのは、計り知れない伸び代。


    　伸び代だけだ。ここからまた鍛きたえなければならない。辛つらくてキツい鍛たん錬れんを繰り返し、自分自身を叩たたきのめさなければならない。そうやって得られるのが強さだ。あっさりと何の苦労もなく、ポンとスイッチ一つで強く生まれ変われる訳がない。


    　だけど伸び代は保証されている。脳みそを針で刺激された私は、鍛えれば鍛えるほどに強くなる。苦痛さえ厭いとわなければ、いずれは人間を超越できる。最も早はや、北ペ京キン大学に行く事すら叶かなわなくなった身としては、そっちに集中しなければ損だ。


    　地元の公安を試しに殺した。


    　ただ腕を振るいたかった。習った技術を発散させ有効に活用させてみたかった。


    　血ち塗まみれで倒れている相手を見て達成感を覚えた私は、きっと異常なんだろう。相手を殺す為ための技術を学んだのだから、殺してしまわなければ完成しない。


    　あの映画の主役はなるべく殺さなかったというのに。


    　そうやって私は少しずつ身につけていく。人を打ち倒す技を。人が生きていく上で全く必要のない過剰過ぎる技術を血肉に変えていく。今やそれこそが私の欲しいものに外ほかならなかった。


    　英雄が英雄である為には敵がいなくてはならない。


    　私は私を保つ為に、倒すべき敵を模索し続ける。そうしなければ死んでしまう。


    　私は震えながら、そして鍛たん錬れんを続けながら、何度も死んだ。眦まなじりから脳を貫いて頭ず蓋がい骨こつから針の先端が飛び出しているのだ。死ぬに決まっている。気を緩めるとすぐに死ぬ。死にたくなければ自分を保ち続けなければならない。だから私はいつまでも呟つぶやき続け、歌い続け、祈り続けてずっと自分の正気を、自分の命を、失われたそれを失う度に取り戻し続けた。


    　結局のところ、限界は思ったよりも早く来た。


    　これ以上は伸びない、という局面に達したのを、外ほかならぬ自分自身が把握していた。


    　それでも良かった。大概の相手には負けない。多少鍛えて鍛錬した相手であってもそうそうは負けない。そういうレベルに達していた。ひょっとしたら女子の格闘技大会に出場して、そのルールに合わせた動きに制限されたとしても上位に食い込めるかも知れない。何なら、男子の大会でもいい。頭から針が飛び出しているおかしな女が参加していいというならだけど。


    　その程度の満足感は得られていた。


    　それは趣味としては過剰だったかも知れないし、使い道もない無駄な技術だったのかも知れない。そして一生使わないのなら、それで良かったのかも知れない。その方が私は、どれだけ幸せになれたか分からない。


    　いつかこの熱意も冷め、映画に出てくるスパイに憧あこがれる幼児性も消えて、真っ当な恋愛をしてごく普通の人生を経て、若い頃はとても強くて、今だってそんなに衰えていないと小さく誇れるような、そんな人生であったならどれだけ幸せか分からない。


    　親父が殺されて呂ル商会の跡継ぎとなった時から、それは叶わぬ夢となった。


    　私はくだらない面メン子ツ一つに振り回されて、恨みもつらみもない日本人を殺さなければならない。呂商会のやり方で。柳葉刀で首を落とすというやり方で。馴なれるまでにどれだけ時間がかかった事か。殴り殺して蹴けり殺した方が早い。大体、打ち首なんてのは日本の文化なんじゃないのか。


    　不平不満は一切聞き入れて貰もらえない。


    　日本に来て最初に、殺した相手の首を刎はねるのに、それはそれは苦労した。刎ねたというより、何とか漸ようやく切り離したという感じで、みっともない事、この上ない。なのでまんまと現れた、次の標的は生け捕りにした。呂商会のやり方とやらをその相手を使って試し続けた。


    　刃物だけではなく、針も覚えた。目玉経由で脳を掻かき回すような技を持つ呂商会の伝統的手腕は、針を使って人間の体の何ど処こが弱点で、何処を刺したらどうなるのかまで非常に詳しく私に理解させてくれた。


    　ビショップという人も協力してくれた。


    　在日米軍の医師で、呂商会の協力者との事だった。正式にこちらのメンバーではなくあくまで協力者だから何処まで信用出来るか分からなかったけれど、私が実地試験に使っているバカの肉体を手段を問わずに保ち続けてくれた。


    　ビショップはたまに悲しい目をして犠牲者を見ていた。


    　内臓と脳に負担がかかりすぎて、このままだと長く生きられないという。


    　その代わり、普通に何十年生きていても手に入らなかった力を手に入れられる。それはつまり、私のように、歴代の破軍星のように意志の力だけではなく、科学的な薬物投与でも巧うまく行くのではないかという実験でもあった。


    　私は、どうでも良かった。私が試行錯誤できる相手を生かし続けてくれるのならそれでいい。どうせ首を刎はねて殺す相手だ。多少、寿命が縮まったところで、その寿命より先に私が殺す。


    　結局のところ、あいつの命なんてものは私の好きに使う事で初めて報むくわれる。長生きをしたから幸せというのでもない。


    　この国に来る前から、呂ル商会のバカ共は私に着せる服の事で真剣に悩んでいた。


    　防弾防ぼう刃じんの両方を兼ね備えて動きを制限しないボディアーマー。


    　ふんだんに資金と開発力を使って作り上げた鎧よろいの何が問題でみんな言い争っているのかと言ったら、どう努力しても動き続ける限り、私の胸が見えてしまう、という本当にくだらない事で、私は全く気にしていない。


    　大して大きな立派な胸でもない。


    　半分以上は大胸筋だ。


    　見られたからどうという事でもないのに、まるでそれが大切な事だとばかりに言い合っていた。結局、アンダーウェアを同時に着るという事で意見の一致を見た。肌に吸い付いて離れないアンダーウェアは、それ自体に衝撃吸収能力がある。


    　常に油脂を含むストッキングもくれた。


    　凶器として使えるピンヒールシューズは私が提案した。踵かかとを有効活用出来るような靴くつが欲しかった。その頃はまだ、私も事態を楽しむ余裕と、そして理性が残っていた。


    　最後の理性は、どうせなら兎うさぎの耳をつけたい、と言った事だった。


    　自分の姿を鏡で見て、バニーガールみたいだな、と思って、同時に何か物足りないとも思った。足りない物は兎の耳だった。別にそれが何の役に立たなくても構わない。私はそういう姿になりたかった。


    　そういえば頭からアホみたいに針が飛び出している。これを隠そうと思って装着した。いい口実だ。何年かすれば勝手に摩ま耗もうして見えなくなってしまうらしいのだけれど、私は今気になっているし、どうせなら口実としてそこまでやってしまいたい。


    　兎になりたかった。


    　どうしてなのかはもう分からなくなっていた。要するに、不意に私に課せられた不条理な宿運を精々小馬鹿にしてやりたいという動機でしかなかったような気がする。そしてそんな意趣返しさえ、鍛たん錬れんに鍛錬を重ねる内に私の焼き切れそうになった脳みその中に影ぐらいしか残らなくなった。


    　人を殺した。


    　首を刎はねて殺した。


    　親おや父じを殺した相手の一人を確実に殺した。殺したと実感出来るのが、首を切る事だった。首を刎ねる事だった。何ど処こを刺したら人は死に、何処を刺しても死なないのか。人体とはどうなっているのか。勃ぼつ起きした陰いん茎けいを初めて見た。それは何の感動もなかった。


    　そして軟弱で弱くても殺意を持って襲おそいかかってくるという相手とのスパーリングもずっとこなし続けた。それは確かに、強い弱いを覆くつがえすほどの幅を私に教えてくれた。


    　何度も、殺されると思った。


    　誰かに殺されるなどと思った事はない。


    　名前も知らないあの人、私の親父を惨殺したうちの一人であるあの人は、私を殺す気で襲いかかってきた。銃を使い、日本刀を使い斧おのを使い棒を使って、そして素手でも、私を殺す気で挑んできた。


    　殺される気はなかった。


    　いつだって倒してきた。


    　そしてバタフライナイフをあの人が得た時、全ての事態が変わった。


    　私はその時までに二人を殺していた。何という事もなかった。だから気にしていなかった。私が散々に叩たたきのめして絶対に負ける事などないと思っていた相手が、豹ひよう変へんしきっていた事など眼中になかった。


    　私は腹の中に入っていた弾丸を抜いた傷が充分に癒いえていなくて、傷口は塞ふさがっていたけど身体能力が完かん璧ぺきには戻っていなかった。


    　だからあの人に、あの男に、ビショップを殺させてしまった。


    　バタフライナイフを得た途端に、人格まで入れ替わったようになっていた。私が既にそうであるように、あの人も薬物の投与で既に人格など壊れ切っている。それがどんな作用を及ぼしたのか、専門家でもなければ分からない。私は専門家じゃないし、まともな人間ですらない。


    　獣けものみたいになったあの男は、私がいつものように施せ錠じようしていなかった扉を開けて走り出し、たまたまその先にいたビショップを殺してそのまま逃走した。私を殺す事より外に出る事を優先するとは思わなかった。


    　エレベーターで追って、そして三人目を殺した。


    　首を刎ねて殺した。


    　痛い思いをして、逃げ帰って、泣きそうになって、それでも私は自分を支え続けた。どうしてこんな目に遭うのか、そもそもの理屈や理由さえ思い出せないまま、動き続けた。


    　その先にいたのは、私がきっと、まともに生きていたら絶対に勝てないという相手だった。


    　今なら、私は対抗できる。私はきっと立ち向かえる。


    　立ち向かえなければならない。それが、親父の残した最後の願いであり、私の代になってしまった呂ル商会の最初の仕事だったから。そして何より、親父を殺した分ぐらいは、相手に思い知らせてやりたかったから。


    　相手は衣服が破け、上半身が露出している。その胸板に刺青が見える。


    「……刺チー青トウ……？」


    　母国語で反射的に呟つぶやく。その絵柄を見て、無意識に言葉を紡つむぐ。そこにあるのは、卵から殻からを破って今まさに産まれ出いでんとする龍りゆうの雛ひな。なかなか良い。私も刺青の一つぐらい入れてみれば良かった。どうせエリートコースは夢のままで終わったのだし。


    　龍童ロン・ズーの図画に対抗するなら、朱雀の雛シヤオチーか。同じく天を舞う生き物。四神で対応させるならそうなる。虎とらであったなら、亀かめを入れるだろう。


    　いや。やはり兎うさぎだろう。伝統などクソ食らえだ。


    　巨大な刃物を銜くわえた白兎。私そのものではないか。


    　親おや父じは死んだ。殺された。ビショップも殺されてしまった。我が呂ル商会の小間使いは、こんな時にここにはいない。


    　ここで私まで負けたのでは、余りにも癪しやくではないか。やられたら、やり返したいではないか。私には誰にも頼ることなくそうできる力が宿っている。寿命も人生も切り飛ばして費やして、まるで高額ローンの後払いのようにして、私は私自身に宿るこの力を手に入れた。それなのに敗北して死ぬというのは、余りにも無念ではないか。


    　死ぬ訳にはいかなかった。
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    　少なくとも私が諦あきらめるという選択肢は許されない。


    　私はどれほど辛つらくても生きて動き続ける。敵を殺す、打ち倒す事を考え続ける。どれほど無残な姿になったとしてもそうし続ける。


    　殺してやる。


    　私は、殺されてやらない。


    　そうしたければ圧倒的な力でねじ伏せればいい。私の抵抗など意にも介さないような、圧倒的な力で。それは数発の弾丸で私の体を砕く事などではない。そんな程度では、私は死んでしまわない。死んでしまえない。


    　眦まなじりから突き出している針の後端が見える。視界を覆ってしまっている。これを思い切り引き抜いてしまえば、私はあっという間に死ねて、こんな苦痛だけの生き方からは解放されて、そして楽になれる。


    　楽になりたいという思いよりも、絶対に殺してやるという気持ちが勝る。


    　あの映画の主役は絶対に諦めなかった。だから私も諦めない。はみ出してしまった針の後端を、震える両手の親指で、もう一度思い切り押し込んでやる。私の全身に穿うがたれた傷の、数百倍の痛みが襲おそってくる。何度も何度もの痛みだけで死ねるという苦痛。その苦痛と引き替えに、寿命をキリ飛ばして、私は今この瞬間の生を得る。


    　立ち上がり、そして傷ついた体を動かす。


    　顔が痛い。みんなが可愛かわいいとお世辞でも言ってくれた顔は、もうぐずぐずな有様だろう。それでもみんな可愛いと言ってくれるに違いない。お世辞の嘘うそを嘘だと言って不快に思うほど私は傲ごう慢まんじゃない。


    　私は仮にあの映画の主役が、その顔が、どれだけ醜みにくく崩れても、何も気にしていないという顔で立ち向かい、あっさりとはね除のけてどんな敵だってやっつけてくれると信じている。


    　私はあの主役を愛しているのだから。


    　そんな事を考えている。傷ついた体を引きずり、失った血液に脳を朦もう朧ろうとさせながら、思い出す事は楽しい事ばかりで、そしてこのまま死んでいけたら何より幸せだろう事は自分で分かっているのに、私は絶対に、自分から死のうなんて思わなかった。


    　まだ立てる。それは囁きEryu。


    　まだやれる。それは詠唱Yong。


    　まだ殺せる。それは祈りQidao。


    　そして叫ぶ。叫び祈り囁き続ける。


    　私はそうやって失った物をまた取り戻す。


    　何と引き替えにしてでも、もう一度だけ取り戻す。


    　私はまだ何一つ、満足などしていなかった。
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    　首飾りを買った。


    　高い首飾りは身の丈たけに合わない。重いし鬱うつ陶とうしい。金を無駄遣いしたと思った買い物は初めてだった。


    　金は俺にとって、数字でしかなかった。


    　スコアと言い換えてもいい。ゲームで得点を上げて上げて上げまくる。多ければ多いほど達成感は得られるが、数字以上のものにはならない。勿もち論ろん、生きて、生活する為ために必要最低限のコストはかかり減っていく。


    　その減った分に少しばかり色をつけていくのが、俺の金かね儲もうけだった。


    　特に欲しい物もない。欲求が社会に向かわない。俺は一人で生きていきたかったし、金を払ってまで社会に受け入れて貰もらいたいとは思わなかった。


    　そもそも、俺はそういう人間だった。


    　怜れいと知り合ったのは、ネット上でだった。他た愛わいもない話をして何となく調子があった。本当にそれだけの関係だった。オフ会で実際に会って、それでも特別な出会いや、何か違う存在だとは感じなかった。


    　何な故ぜ、怜は俺をあの襲撃に誘ったのだろうとたまに考える。


    　俺はあの襲撃の総仕上げを担になった。あの家に火を点つけた。どうしたら家一軒が効率よく燃えて中の全てを焼き尽くすか。それを考えるのは嫌いじゃなかったし、折角、考えた事なら実行してみたかった。


    　そういう俺の性質は、それほど特別だろうかと思う。


    　怜は何を以もつてして俺を選び取ったのか、たまに考える。


    　怜はネット上でも、俺だけじゃなく色んな知り合いがいた。俺はその他大勢でしかなかった筈はずなのだ。それなのに怜は、俺を抜き取った。俺でなくてもいいとまでは言わない。俺にしか出来ないと自負する部分も、勿論、少なからずある。


    　それを見抜けたのが何故なのか、俺は気になって仕方がない。


    　五〇〇〇万。


    　俺には充分すぎる金。


    　それだけあればやれる事は格段に多くなる。増やす、というだけではなく、金という数字で遊べる。月々の収入で貯ためていくのとは全く違う。怜は五〇〇〇万など大した額ではないと言っていたけれど、それは怜がたまたま恵まれていたからに過ぎない。


    　五〇〇〇万を貯めるのと、一気に五〇〇〇万を貰うのとではまるで違う。


    　前者は生活の維持を強しいられた末の結果だが、後者はそこから選び取れる選択肢が変わってくる。勿もち論ろん、選べる事も無数ではない。怜れいがたかが五〇〇〇万、と言うように、大金ではあるがそれだけで満足して何もせずにいられる額でもない。


    　だが例えば、五〇〇〇万の借金をして店を開き、何年もかけて返済していくのと、いきなり無借金で店を始められるのとでは気持ちがまるで違ってくるに決まっている。


    　怜はいずれ自分が手に入れられる額として五〇〇〇万やら三億やらという数字を解釈するからズレているのだ。俺などにしてみたら、人生に多大な衝撃を与えその後を左右していくに充分すぎる数字なのだ。


    　俺だけでなく他の連中もそうだっただろう。


    　来らい霧むや玻は璃る人ひとなどは露骨にそうだ。


    　龍りゆう童どうはどうだか分からない。そして燐りん華かに至っては、恐らく金などどうでも良かったに違いない。あいつらは金以外の言葉を自分の中に持っている。暴力という、俺には一生理解出来ないであろう言葉で会話出来る。


    　俺には出来ない。所しよ詮せんは、俺も来霧も玻璃人も一般人の枠内なのだ。


    　五〇〇〇万も貰もらえたら何でもするという人間なのだ。


    　それを俺は特別、卑いやしいとは思わない。むしろモラルで突っぱねられると言う奴やつは、本当に提示されている額を理解しているのかと思う。考えてみればいい。生命保険だって一億かそこらだ。生命保険に入っている親を上じよう手ずに殺したって得られる額はその程度なのだ。五〇〇〇万も貰えれば何をしでかしたって充分な報酬になる。


    　俺はそういう事をしたかった。


    　モラルを飛び越えて、空想の中で確信したやり方を現実に反映させてみたかった。人が何人死のうと知った事ではない。それは戦争マニアが第二次大戦の失敗を是正するシミュレーションを披露する時に、敵味方の死者を考えないのと同じだ。


    　本当に。


    　心底思うが。


    　ある程度の額で満足する人間は多分、相当数を占める。より多くを求める人間はそんなにいない。俺など、五〇〇〇万かそこらで満足してしまう。サラリーマンの平均生涯賃金は三億だったか。六分の一で俺は納得してしまう。家族も持たず、何か欲しいという欲望もなく、ただ少しずつ数字を獲得していく遊びで一生を費ついやせてしまう。少しずつ得るから要求が果てしなくなっていく。


    　それだけの額を得られて、しかも他人に財さい布ふの紐ひもを握られている。


    　最高の環境だった。


    　だから俺は、その環境を守る為ために、然しかるべく伴ともなう義務を受け入れなければならない。それは素性を知りもしない一軒家に火を放って家族を皆殺しにする事であったりするし、自分を襲おそってくる人間から自分の身を守る事であったりする。


    　怜れいが片腕をなくして帰ってきた。


    　俺に全ての金、二億幾らをくれると言ったが断った。怜はまだ生きている。あのままじゃ遠からず勝手に死ぬという傷を抱えてこの家の地下にいる。シェルタールームだ。俺に二億ちょっとの残金を届けるという意地だけでここに辿たどり着いた。


    　その金を好きに運用しろと言われたが、正直、特にやりたいと思える事はなかった。ここまで来るとマネーゲームも面白くない。奇き矯きような行動に走って一かゼロかの遊びはやれるが、負けた時に満足するかと言ったら満足しない。


    　結局、平凡な運用になってしまう。


    　これほどの額になると、ランクが上げられて逆に平凡になってしまう。ボクシングで階級を上げた途端に、それまでのチャンピオンが最底辺からスタートするようなもので、人間にはそれに応じた分というものがあり、そして位というものがあると何かで読んだ。


    　俺に二億は、与えすぎだ。五〇〇〇万ですら持て余して満足していたものを。


    　より上を目指せと強制されているような不快感がある。俺にマイペースを許さない、身勝手な押しつけ。怜も王様ヅラが似合ってきていた。


    　あいつは気付いているんだろうか。それこそ、あいつが嫌いな父親と同じようになっているという事に。俺の苛いら立だちはかつての怜の苛立ちと、形は違えど根は同じだ。


    　そうやって、怜もそのうち、親おや父じそっくりになっていたのかも知れない。そうなっていれば二億どころかその一〇倍も一〇〇倍もの額に平然と関わるようになり、二億や三億程度で左腕を失ったり家族を皆殺しにしたりがどれだけくだらない事か自然と理解していただろう。


    　残念ながら、怜はもう、そんな王様にはなれない。


    　片腕を非合法に失った。表おもて沙ざ汰たにならなくとも、必ず何ど処こかで記録されている。事故という事で片付けたって真相は誰かが知っている。それは怜が、表舞台で上り詰められなくなったという事を意味する。


    　まあ、それはそれでいい。あいつは死ぬ。助かる訳がない有様だった。


    　他人事だから俺にとってはそうだし、そして多分、怜もそれでいいんじゃないだろうか。言葉に出して確認してはいないが、あいつは命を失うという誤ご魔ま化かしの利かない運命を抱え込む事で、やっと父親に意趣返しが出来たのだ。


    　怜には二億でも足りない。だが俺には過ぎる金額なのだ。


    　別に使わなくても、金を持っているというだけでそれなりの面倒はある。


    　俺が望むと望まざるとにかかわらず、ここに金がある。非合法な、足取りを問われない、それでいてそれだからこそ使いにくい大金がここにある。


    　それは馬ば鹿かを呼び寄せる。賢い奴やつも引き寄せるかも知れない。


    　そんなのはたくさんだ。一度に手に入った五〇〇〇万で俺には充分だった。


    　二億ともなれば誰がどういうツラで食い入ってくるか分からない。この過剰とさえ言える防衛施設を充実させた家に、城とさえ呼べるようなこの家に隠れて引きこもっている事しか出来ない。戦えないし、握手も出来ない。


    　奪いに来る。掠かすめ取ろうとやってくる。


    　俺はこの家の設備を、その連中に十二分に発揮出来る。それだけは何とも楽しい限りだ。金がなければ狙ねらわれる事とも無縁だ。使わなくても持っているというだけで狙われる。狙われて殺されそうになるからこそ見えてくる人生もある。


    　平凡に生きるのなどつまらないに決まっている。


    　どれだけリスクを抱え込んでも、そのリスクを片っ端から迎撃できると思えば、そんなに楽しい事はない。その結果、俺が死んだとしても、それはそれで素晴らしい結末なのではないかと思う。


    　人間、いつかは死ぬのだ。


    　どう死ぬか、どう生きるかと問われるなら、その時に大金を持っていれば自然と答えも変わってくる。俺には選択肢が増える。たかだか五〇〇〇万の金で。毎年入って来る訳でもない、その程度の金で。俺の人生は充分に豊かになってしまう。


    　何も買おうと思わない。何も手に入れようとは考えていない。俺は俺でいたいだけだ。そして俺を俺でいさせまいとする外圧をはね除のけてやるのは、きっとさぞかし痛快な事に決まっているだろうと思った。


    　そして来た。


    　外圧そのものが明確な殺意となって俺のところに殺到する。それはたった一人であっても、一〇〇万の軍勢よりも俺に圧力をかける。何な故ぜなら一〇〇万の軍勢など、街中を自由に動ける筈はずがないからだ。


    　現実ではない。まるで現実味がない数字だ。


    　せいぜい、数人。六人かそこらがいいところではないか。


    　それが一人ならば尚なおのこと現実味は増し、俺の感じる強度と負荷も増す。


    　真実ここで起きている事なのだというリアルを伴ともなって俺に突き刺さってくる。


    　モニタに映る影。


    　監視カメラが映し出す映像。


    　バニーガール。


    　全く何の冗談だと笑いたくなる。


    　庭を突っ切って歩いてくる。正面から。左手には大振りのナイフ。


    　あれで俺の首を掻かき切る心算つもりか。


    　上等だ。


    　この一軒家はまさに、俺みたいな人間、俺と同種の人間が拘こだわりに拘り抜いて作り上げた城そのものだ。突破出来ると思うなら試してみればいい。殆ほとんど遣うような局面にはならないだろうという守りの数々。この拘こだわりは無駄そのものだ。


    　こんなバニーガールでも攻めてこない限りは。


    　俺は同種の人間が、無駄と知りつつ拘り抜いた代物を活用させてやれる。


    　十全に機能させ対応させてやれる。


    　核ミサイルがいかにオーバーキルで無駄だろうと、その破壊力を行使する機会などないと言われようと、それでなければならないという局面を求めてしまう。そして今こそ、俺はその希け有うな局面に遭遇している。


    　バニーガールはゆっくりと家に近づいてくる。


    　引き返すなら今のうちだ。


    　ここは人じん智ちを超えた守りに徹した城なのだ。


    　そこには罠わながある。意志を持たない攻撃装置が、一切の慈悲も躊躇ためらいも持たず対象を殺しにかかる。俺の指がキーボードを叩たたき、俺の意志でその装置を作動させる。オートメーション化も勿もち論ろん出来る。


    　それではこの機能を生かす事が出来ない。


    　この城をオートメーション化するなど、それこそ無駄だ。


    　俺が任意に機能させ作動させてこそ意味がある。それがこの、無意味なほどに過剰な守りを施ほどこした人間に対する敬意というものだ。


    　落とし穴を躱かわす。仕込んだ刃物を躱す。


    　俺は液体燃料に点火する。俺は液体窒ちつ素そを吹きつける。


    　全て躱される。全て凌しのがれる。


    　凄すさまじい事この上ない。この城を一人で攻め落とす心算でいる、あのバニーガールは。だから俺も容赦なく、この城に詰め込まれた全ての守りを機能させてやれる。


    　金はある程度あればいい。


    　その程度の中で楽しめる事を模索する人生であればいい。


    　俺は充分に興奮していた。


    　この城の守りを次々と抜けてくるバニーガールの姿に、俺は高揚していた。ここに二億がなくてもあの女はやってきただろう。それこそ一銭も持たない俺だとしても襲おそってきていたに決まっているのだ。それだけが面白くなかった。だが俺は現実に高揚し興奮している。金のあるなしではない。あの金を得たそもそもの始まりがあの女の攻撃する動機であり、そして俺が守りきる理由となる。


    　来らい霧むは女をレイプする事に感動していた。玻は璃る人ひとは傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞える自分に満足していたし、龍りゆう童どうは敵を殴り倒す事に高揚し、燐りん華かは銃を撃つ事に興奮した。あいつらの気持ちが今はきちんと理解出来る。そしていつか滅びたいと言っていた怜れいの気持ちすら理解していた。このまま全力を出して防衛し、その上でこの城が打ち破られたなら。


    　俺はそれだけで射精してしまいそうな満足感を得られるように思える。


    　来るな、と叫んで全力で防衛する。


    　来い、という矛む盾じゆんした欲求が背中合わせに存在する。


    　諦あきらめて帰らないでくれと願う。そんな事をされたら、俺の人生はまた、無味乾燥な、スコア稼ぎの毎日になってしまう。


    　全力で殴り合う。その楽しさが分かりかけていた。


    　全ての罠わなと仕掛けが躱かわされていく。入り口を突破され、既にバニーガールはこの家の中、城の本丸へと辿たどり着いている。凄すさまじい満足感が背筋を駆け抜けていく。突破されまいと努力し対応し、そしてバニーガールはその全てを突破してくる。


    　俺は、俺こそが逃げるべきではないのかと思った。


    　逃げるだけなら簡単だ。怜れいのいる地下のシェルタールームに駆け込めばいい。だがその先どうするというのだ。シェルタールームに出入り口は一つしかないし、あのバニーガールはいつまでもそこに立ち続けているだろう。小屋に追い込まれたウサギみたいに俺は怜と一緒に震えているしかない。


    　もしくは俺がこの家そのものから逃走する。


    　罠をオートメーション化させて。


    　幾らでも逃げられる。だが幾多の罠を潜くぐり抜けて突破してくるバニーガールと向き合う誘惑が耐え難い。これこそが生きている充実感なのではないかと思う。


    　来る。全ての障害を突破してバニーガールがここへ来る。


    　俺はまだ逃げられる。怜から聞いた話では、あの、俺たちが襲おそった一家と何か関わり合いがあるのだという。だがあの家の娘も嫁も、女という女はみんな死んだ。俺が丹念に焼いた。だったらこのバニーガールは一体何だというのだ。


    　どうでもいい疑問だった。


    　俺は今、俺の全力の守りを突破され、突きつけられてくる破滅というものに高揚し興奮しそして感動している。


    　もう近くまで来ている。俺はその瞬間に備える。


    　逃げられる。だが逃げない。俺はここで逃げたら、ただスコアだけを稼ぎ続けるくだらない人生になってしまう事を自覚している。それはそれで勿もち論ろん楽しい。否定はしない。だがもっと楽しい事に気付いてしまった。自分の体に火を点つけて焼き尽くし、それで尚なお、命を拾えるとしたら、それは最高の娯楽なのではないかという事に気付いている。


    　つまり、助かるかどうかの運試しだ。


    　思えばネットの馬ば鹿かどもが自殺未遂を繰り返してはアピールする筈はずだ。こんな楽しい遊びは他にない。


    　扉が外から叩たたき割られる。火と刃物と液体窒ちつ素そ、矢と落とし穴、電気、ガス、全てを潜くぐり抜けてバニーガールがそこにいる。左手に握った刃物が俺の首を刎はねようと構えられ、室内灯の輝きを照り返している。


    　息が完全に上がっている。顔色が悪い。見るからに酸素が足りていない。顔がズタズタに崩れ、包帯が巻かれている。汗が浮いた胸から上の肌はあちこちの皮が腫はれてめくれ、体液が滲にじんでいる。ピンヒールシューズだった物が、踵かかとが両方ともへし折れている。ただの歩きにくい靴くつになりはてている。白い髪の毛があちこち焼けて縮れが混ざり込んでいる。


    　余裕で突破してきた様子には見えなかった。


    　今にも死んで当然という有様ではないか。


    　歩き回る死体そのもののような無残な姿でバニーガールがここにいる。


    　むしろもう少しで俺は、この脅威に競り勝てていたのかも知れなかった。手負いだと聞いている。それこそきっと死んでいるという有様でここにいる。それで辿たどり着けた事こそ脅威だったが、そんな相手を仕留め切れていない俺がまずかったのか。この家の設計者と、出来るなら一度ミーティングがしたい。次は必ず完かん璧ぺきな城にしよう。


    「……今は営業時間外だ、明日来てくれ、もう一度」


    　ずだぼろのバニーガールが俺に近づいて来る。


    「一度だけ、警告するぞ。引き返せ。回れ右だ。哀れなお前に対する警告だ」


    　近づいて来る。もうその砕くだけた荒すさんだ醜みにくい顔がそこにある。どうあっても俺を殺すという意志でそこにいる。そこまで拘こだわらなきゃならない理由も、きっと持っているのだろう。それを聞きたいとは思わない。どうせ他人の勝手な意地と拘りだ。


    　俺も自分を肯定する心算つもりはまるでない。悪い事をしたのだ。恨まれて当然だ。


    　俺を殺す事に大義名分も言い訳も必要ない。好きにやってしまえばいいのだ。俺も容赦なく遠慮も呵か責しやくも何もなく、全力で自分の身を守る。こうして襲おそわれ、ここに辿たどり着かれる事すら快楽だという、どうしようもない人間なのだ。


    　その上で言われる言葉がちぐはぐとは冗談にしか聞こえない。


    　人間を殺してとどめを刺して焼き殺した。


    　それに何の後悔もない。俺はこうしたらいいと思った空想、架空のシミュレーションを現実に当てはめるという娯楽を遂行した。その結果、何人死のうと誰が死のうと冷徹で無慈悲な計算の結果に過ぎない。


    　俺を殺せばいい。その刃物で俺の首を刎ねればいい。


    　誰も責めはしない。当の俺ですら責めはしない。だから能書きをいちいち語る必要など一切ないのだ。正当化などクソだ。誰に評価されたがっているのかと勘ぐるほどだ。他人が自分をどう評価するかなど、どうでもいいに決まっているのに。


    　俺は首を刎ねられる。


    　それは仕方がない。俺の快楽の行き着く先だ。一度きりの快楽こそが至高に違いなかった。何度でも追体験したかったが、もし仮に、この刺激にすら飽きてしまったとしたら、俺はその先、何ど処こへ向かえばいいのか。


    　一度踏み込んだらもう戻れない。


    　不可逆性が産み落とす快楽。最高の娯楽。


    　だから俺は潔いさぎよく殺されてやったりはしない。最後の最後まで足あ掻がき続ける。一家を焼き殺して金を奪った事を後悔したり反省したり引け目を感じたりしているかと言えば、答えは決まっている。


    　俺の首。


    　俺だけではなくこのバニーガールは首を刎はねるという事に執着している。他に幾らでも殺しようなどあるだろうに首を刎ねる。それは拘こだわりというもので、それなら俺にだってある。怜れいにもあるし、龍りゆう童どうや燐りん華かや玻は璃る人ひと、来らい霧むにみんなそれぞれにあった。


    　損得ではない。そうしたいという欲求。


    　俺の目の前にバニーガールがいる。硬そうなバニースーツの鎧よろいがよく見える。硬く、そして動きを制限しないようにか、胸から上には肩かた紐ひもすらない。そうなるとどうしても動いていてズレる筈はずだ。


    　この局面において俺が思った事は、乳首でも拝んでおくか、というそれだけだった。


    　残念ながらアンダーウェアを着ていた。


    　体に密着する、鎧よろいと同じ色をしたアンダーウェア。


    　それがあるからズレようが脱げようが気にならない。気にせず動ける。だが俺に言わせれば、それは余りにも風ふ情ぜいというものがない。アンフェアだ。俺はこんなにもフェアに正面から受けて立ってやったというのに。


    　首を刎ねられた。


    



    　……* * CONGRATULATIONS * *……！


    



    　おめでとう。


    　意地と誇ほこりと拘りの果てに死ねる事を祝ってやろう。俺とバニーガールを祝福しよう。


    　俺の視界が回転し、そして止まる。首をなくして血を噴ふき出す俺の死体と、バニーガールが見える。俺の生首はきっと、マルチモニタの前に転がってそして据えられている。無数の情報が脳から、血液の流出と共に失われていく。


    　燐華はこうなってから、死後硬直の余よ韻いんで引き金を引いたという。


    　俺はこうなる前に全てを終えていた。


    　首を刎ねずに殺していればバニーガールの勝ちだっただろう。拘りの先にあるのは敗北だ。怜れいの言葉を借りるなら、アマチュアイズムが必ず内包する滅び。そうしなければ納得いかないのだから、滅びがその先にあったとしたって仕方がない。


    　俺の首からブラ下がっていた首飾りは三キロのプラスチック爆弾だ。とはいえ買ったのはホームメイドの代物だから、俺の後頭部が離れると同時に、繋つながれたワイヤーで抜かれたはずの着火装置から爆薬そのものまで十全に機能するかどうかは分からない。


    　首ごとワイヤーを断たれる可能性もあった。


    　その辺りはギャンブルだ。


    　そして意識が薄れ消えていく。


    　完全に意識を失う直前に、俺の首飾りが爆発するのを感じ取って、そして俺は満足したまま死んでいく事が出来た。俺は賭かけに勝利した。


    　破裂し爆散し全てが炎と爆風に蹂じゆう躙りんされていく。それが分かる。


    　燃え尽きていく。


    　バニーガールが爆風と爆炎に呑のみ込まれ消えていく。


    　俺はとっくの昔に死んでいる。


    　お前に、怜に出来なかった、やれなかった事を完かん遂すいして俺は死ぬ。自殺する楽しさ。怜はそんなものを望んだりはしないだろうが俺はやる。自殺未遂じゃなく本当に死ぬ。派手に。巻き添えにして。身勝手に。


    　満足だった。酷ひどく満足すぎた。


    　怜はきっとこんなやり方は満足しないだろう。同じように壊れていてもあいつは王様で俺は平凡な市民に過ぎない。


    　そして出来ればバニーガールがここに至っても焼かれ爆破されても尚なお、無残な姿で生き残って欲しかったが、それは無茶というものだ。そんな事が出来たら、出来るという時点で、既にアンフェアではないか。


    　ルールは何事にも存在する。


    　何な故ぜならそれがあるから達成感が生まれるからだ。


    　反則をして勝って、何が嬉うれしいのだ。


    　燃やされ焦がされ蹂じゆう躙りんされながら、俺は敗北し続けるという達成感に、この上なく満足していた。いつまでも、満足したまま、死に続けていた。

  


  
    


    


    


    22.VORPAL BUNNY

    


    



    　破は軍ぐん星せい。揺よう光こう。


    　北斗七星の、柄の先。その方向に向かって進む軍隊は滅びるという凶星マイルフイツク。


    　ただし背にして戦えば必ず勝つとも言う。


    　未解放地区の山中で遠く目を懲こらすと聖母峰シエンムーが見えるような見えないような辺りで、自給自足に近い生活をしているのは性にあった。


    　呂ル商会の行動拠点は香ほん港こんだというのに、何でか私は聖母峰が見える辺りにいる。新当主がそんな事でいいのかなとも思うが、そもそも私は仕事をよく分かっていないし、叔お父じさんたちにしばらく任せておいても構わないだろう。


    　誰かを殴り殺すというなら、私はこの国全員と組み手をしても勝てると自うぬ惚ぼれているんだが、そういう訳にもいかないという話だった。つまらない。


    　笑いがこみ上げてくる。誰であろうと思い切り殺してしまおう。私はきっと素手で虎とらでも倒せると思う。水すい滸こ伝でんの誰だか忘れたけれど、そんな事をした奴やつがいた。流石さすがに虎には滅多に出会さないし絶滅危惧種なので殺してはいけないし、そして打撃が出せずに喰くわれて死ぬのも御免だった。ついでに虎の方は見かけてもすぐ私から逃げる。


    「……小シヤオ丑チヨウ。何をしている降りて来い」


    　下から名前を呼ばれて怒られた。


    　破軍星やら揺光やらと呼ばれるより、その名で呼ばれる方が気分がいい。私がその名を継げる事が楽しい。


    　屋根から飛び降りる。もう癖くせになっているつま先での着地。気付くとつま先立ちになっている。これだけはバカみたいに叩たたき込まれた。五歳の時から、十年間経った今まで。


    　おっそろしい顔をして、私のお目付役が立っている。


    「……これから、儀式だ。お前が呂の新当主になる為ための」


    　何をするのか気になっていたのだけれど、何度聞いても答えてくれないから訊くのはもうやめにしておいた。私はきっと、もっと強くなれる。今でさえ虎を殴り殺す自信があるというのに、まだ。六人の日本人を殺して最後は刺し違えたという私の姉よりも、その先代である私の父よりも強くなれる。


    　夜空に北斗七星が見える。道は破軍星に向かってすぐに逸それる。そしてまた向かう。時には背にする。


    　木と山に隠れて、北斗七星そのものが何ど処こにあるのか、もう分からなくなっていた。


    　どこに破軍星が輝いていようと構う物か。私に向かって来る奴をみんな破滅させてやればいい。私が破は軍ぐん星せいそのものになればいい。私こそが凶兆そのものだ。


    　ぼんやりそうしていると、お目付役が助手席から細長い、掌てのひらサイズの箱を渡してくる。


    「……何だよ？」


    「就任祝いだ。先々、必要になる。儀式が終わったら、必ずな」


    　受け取って箱を開けてみる。


    　そこには、メタルフレームのサングラスが鎮座していた。

  


  
    江波光則
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